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躯
戲
鑓
三
年
廉
週
騰
関
係
予
算
概
算
襲
家
の
棚
襲

道
路
局
道
路
総
務
課

つ
い
て
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
か
ら
の
徹
底
し
た
見
直
し
を
行
う
こ

と
、
ま
た
、
財
政
投
融
資
の
実
行
状
況
等
を
踏
ま
え
る
と

と
も
に
、
社
会
経
済
情
勢
に
的
確
に
対
応
し
た
も
の
と
す

る
こ
と
と
さ
れ
た
。

以
下
、道
路
関
係
予
算
の
概
算
要
求
に
つ
い
て
紹
介
し
、

関
連
し
て
国
土
交
通
省
関
係
予
算
の
概
要
に
つ
い
て
も
触

れ
る
こ
と
と
す
る
。

I

道
路
関
係
概
算
要
求
の
概
要

一

概
算
要
求
の
概
要

道
路
整
備
の
平
成
一
三
年
度
概
算
要
求
に
お
い
て
は
閣

議
了
解
さ
れ
た
概
算
要
求
の
基
本
的
な
方
針
に
沿
っ
て
、

国
費
三
兆
六
、
六
八
一
億
円

(対
前
年
度
比
一
･
0
七
)、

財
政
投
融
資
資
金
三
兆
七
〇
三
億
円

(対
前
年
度
比
一
･

は
じ
め
に

平
成
一
三
年
度
予
算
概
算
要
求
は
、
八
月
一
日
の

｢平

成
一
三
年
度
予
算
の
概
算
要
求
に
当
た
っ
て
の
基
本
的
な

方
針
に
つ
い
て
｣
の
閣
議
了
解
を
受
け
作
業
を
進
め
、
八

月
三
一
日
に
大
蔵
省
に
概
算
要
求
書
を
提
出
し
た
。な
お
、

中
央
省
庁
等
改
革
後
の
初
の
本
格
的
な
予
算
で
あ
る
平
成

一
三
年
度
予
算
は
、
現
省
庁
体
制
の
下
で
関
係
省
庁
が
連

携
し
つ
つ
、改
革
後
の
新
省
庁
の
予
算
を
編
成
す
る
た
め
、

建
設
省
は
、
北
海
道
開
発
庁
、
国
土
庁
、
運
輸
省
と
と
も

に
国
土
交
通
省
と
し
て
統
一
要
求
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

平
成
一
三
年
度
予
算
の
概
算
要
求
に
当
た
っ
て
は
、

①

公
共
事
業
、
非
公
共
事
業
を
通
じ
、
積
極
的
な
財

政
運
営
を
行
っ
て
き
た
平
成
一
二
年
度
当
初
予
算
と

同
額
と
し
つ
つ
、
そ
の
範
囲
内
で
配
分
重
点
化
措
置

を
講
じ
、
さ
ら
に
、
非
公
共
事
業
に
つ
い
て
は
、
こ

れ
に
上
乗
せ
す
る
形
で
特
別
枠
を
設
定
す
る
。

⑭

高
齢
化
等
に
よ
る
社
会
保
障
の
当
然
増
等
の
義
務

的
経
費
の
増
加
に
つ
い
て
は
、
適
切
な
伸
び
を
確
保

す
る
。

と
の
基
本
方
針
の
下
、
行
う
こ
と
と
さ
れ
た
。

ま
た
、
予
算
配
分
の
重
点
化
を
図
り
つ
つ
、
日
本
新
生

プ
ラ
ン
等
の
施
策
に
特
段
の
予
算
配
分
を
行
う
た
め
、

｢日
本
新
生
特
別
枠
｣
を
設
け
、
さ
ら
に
、
生
活
関
連
社

会
資
本
等
へ
の
公
共
事
業
の
重
点
化
を
図
る
た
め
、
｢生

活
関
連
等
公
共
事
業
重
点
化
枠
｣
を
設
け
る
こ
と
と
さ
れ

た
。財

政
投
融
資
の
要
求
に
際
し
て
は
、
財
政
投
融
資
改
革

の
趣
旨
を
十
分
踏
ま
え
る
こ
と
と
し
、
民
業
補
完
、
政
策

コ
ス
ト
分
析
、
償
還
確
実
性
等
の
精
査
に
よ
り
、
業
務
に



0
0
)、
事
業
費
七
兆
五
、
四
五
一
億
円

(対
前
年
度
比

≧
'
0
四
)
を
計
上
し
て
い
る

(表
1
･
2
･
3
)
。

こ
の
う
ち
、
一
般
道
路
事
業
に
つ
い
て
は
、
事
業
費
五

兆
一
、
七
九
〇
億
円

(対
前
年
度
比
一
･
0
五
)
、
国
費

三
兆
一
、
四
五
三
億
円

(対
前
年
度
比
一
･
0
五
)
を
計

上
し
、
高
規
格
幹
線
道
路
･
地
域
高
規
格
道
路
に
重
点
配

分
し
て
い
る

(高
規
格
幹
線
道
路
…
事
業
費
八
、
七
八
五

億
円

(対
前
年
度
比
一
･
0
六
)、
国
費
六
、
三
人
一
億

円

(対
前
年
度
比
一
･
0
六
)、
地
域
高
規
格
道
路
…
事

業
費
四
、
五
四
四
億
円

(対
前
年
度
比
一
･
0
七
)、
国

費
二
、
八
一
八
億
円

(対
前
年
度
比
一
･
0
八
))。

有
料
道
路
事
業
は
、
後
に
述
べ
る
本
州
四
国
連
絡
道
路

に
対
す
る
公
的
助
成
の
拡
充
等
を
含
み
事
業
費
二
兆
三
、

六
六
一
億
円

(対
前
年
度
比
一
･
0
0
)、
国
費
五
、
ニ

ニ
八
億
円

(対
前
年
度
比
一
･
一
人
)
を
計
上
し
て
い
る
。

ま
た
、
日
本
新
生
特
別
枠
、
生
活
関
連
等
公
共
事
業
重

点
化
枠
要
望
の
内
訳
は
表
4
の
と
お
り
と
な
っ
て
い
る
。

二

概
算
要
求
の
基
本
方
針
及
び
重
点
事
項

1

基
本
方
針

国
民
に
と
っ
て
分
か
り
や
す
い
道
路
政
策
を
展
開
し
、

低
コ
ス
ト
で
効
果
を
早
期
に
発
現
す
る
整
備
･
管
理
を
着

実
に
進
め
る
と
と
も
に
、
利
用
者
が
よ
り
使
い
や
す
く
な

る
よ
う
に
道
路
ス
ト
ッ
ク
の
有
効
利
用
を
図
り
、
安
全
で

快
適
な
道
路
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
努
め
る
。

こ
う
し
た
基
本
方
針
の
も
と
、
平
成
一
三
年
度
の
概
算

総

要
求
に
あ
た
っ
て
は
、
二
〇
〇
一
年
の
国
土
交
通
省
の
誕

生
に
よ
る
統
合
の
メ
リ
ッ
ト
を
最
大
限
に
発
揮
す
る
こ
と

と
し
、
あ
か
ず
の
踏
切
対
策
な
ど
の
交
通
円
滑
化
対
策
、

物
流
対
策
等
に
重
点
的
に
取
り
組
む

(図
1
)
と
と
も
に
、

社
会
の
I
T
化
の
支
援
、
沿
道
環
境
対
策
な
ど
喫
緊
の
課

(単位 :億円)

事業費 対前年度比 国費 対前年度比

　
　
　
　
　
　

視

6

2

22

5

36

90

鋭
鑓
61

61

51

　

　

　

　

　

　

組

8

4

総
器
巧

○道路整備特別会計
一 般 道 路
うち高規格幹線道路
うち地域高規格道路

計

線
格
路

会
道
幹
親
道
道

別

格
高
般

特

親
城

一

備
般
高
地
他
料

表 1 道路関係予算概算要求

分

路

路
境
備
善

整

改

計

[
を
境
境

施

運
甥
環
環

間
用

他
料

線
路
空
利

　

　
　

有

幹
道
と
≧

題
に
つ
い
て
も
積
極
的
に
取
り
組
む
な
ど
、
主
要
な
施
策

に
つ
い
て
重
点
的
に
実
施
し
て
い
く
。

ま
た
、
有
料
道
路
制
度
に
つ
い
て
的
確
な
運
用
を
図
る

と
と
も
に
、
道
路
事
業
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
評
価
機

能
を
充
実
さ
せ
効
率
性
･
事
業
効
果
の
向
上
に
努
め
る
。

円

円
円

　
　
　

　

　

(対前年度比 1.00)

(対前年度比 3,42)

　
　
　

　　　
　
　
　
　

田
端
政
嬬

うち生活関連等公共事業重点化枠

資
国
枠

　　
　
　
　

　
　
　

0
O

(注) L 道路整備特別会計には、 上記の国費の他に、 道路関係社会資本 (国

費500億円) があり、 道路整備特別会計歳出計は、 37481億円となる。

2 . 空間環境整備には、 沿道環境改善事業、 電線共同溝整備事業に係る

計数を、 利用環境改善には、 交通結節点改善事業、 道路交通環境改善

促進事業、交通安全施設等整備事業、直轄国道における維持修繕事業

に係る計数を計上している。
3 . 財政投融資には、 外債 (l,200億円) を含む。
4 . 四捨五入の関係で、 各計数の和が合計と一致しないところがある。



表 2 道路関係予算概算要求総括表 (単位 :百万円)

区 分
13年度要求 (A ) 前年度 (B ) 倍率 (A ) / (B )

事業費 国費 事業費 国費 事業費 国費

一 般 道 路
高 速 自 動 車 国 道
一 般 国 道
直 軸
補 助

地 方 道
街 路
街 路
区 画 整 理
再 開 発

交 通 安 全
雪 寒
調 査
機 械
沿 道 環 境 改 善
交 通 結 節 点 改 善
補 助 率 差 額 等
沿 道 整 備 融 資
道 路 交 通 環 境 改 善
(緊急地方道路整備事業)

(電線共同溝整備事業)

5.178,991

LOOO

2,293,061

1.752.937

540 124

1.0303 56

1,140.113

792,081

292.736

55.296

414.019

128.978

23,104

21.834

70.040

50,636

450

5,400

(1.388.001)

(220,437)

3.145.312

824

L507,104

1,212.659

294.445

556,984

600,357

416.459

155,413

28.485

229.042

84,舞2

202 20

14,807

42.738

27.842

57.952

300

27 00

(726.800)

(117,768)

4.921.414

2,175.573

1.653.228

522.345

1,007,158

1.082.773

755.750

274.710

52 313

394.160

124,050

22,275

21.286

53.857

353 02

450

4,530

(1.323.339)

(199.373)

2,981.753

1,426.628

1.141,788

?鋭規0
542,845

569,272

396.536

145,927

26.809

218.038

80,917

19.353

14.445

32.879

18.416

56.395

300

22 65

(693,400)

(105.426)

1.05

1.05

L 06

1.03

1.02

1.05

1.05

1.07

1.06

1.05

1.04

L 04

l.03

1.30

1.43

1 00

1 19

(1.05)

(1.11)

1.05

1.06

1.06

1.03

1 03

L05

1.05

1‐07

1‐06

1･05

1.04

104

1.03

1.30

1･51

1‐03

1.00

1 19

(1.05)

(1.12)

1 . 一般道路の各区分の計数には、 (緊急地方道路整備事業)

及び (電線共同溝整備事業) を含む。 なお、 電線共同溝整備

事業には、 新設、 改築に伴って整備される電線共同溝の事業

費国費相当分を含む。
2 . N T T‐A型事業は、 含まない。
3 . 地方道路公社等は、 地方道路公社及び地方公共団体に対す

る有料道路融資等である。
4 . 再掲の高規格幹線道路及び地域高規格道路には、 一般道路

事業及び有料道路事業のうち、 高規格幹線道路及び地域高規

格道路にかかる額を一括計上している。 ただし、 調査を除く

額であり、 事業費欄には建設費を計上している。
5 . この他に道路関係社会資本として、
河川等関連公共施設整備促進事業 (河川改修 ･ダム建設等に

関連して必要となる橋梁、 付替道路等の道路整備)

事業費 19.213百万円、 国費10,000百万円

住宅宅地関連公共施設整備促進事業 (住宅建設 ･宅地開発事

業に関連して必要となる道路整備)

事業費 銘,000百万円、 国費32,000百万円

都市再開発関連公共施設整備促進事業 (都市の再開発を図る

事業に関連して必要となる道路、 バスターミナル、 広場等の

道路整備)

事業費 6,000百万円、 国費3,000百万円

まちづくり総合支援事業

事業費 10.000百万円、 国費 5.000百万円

の合計、 事業費 99,213百万円、 国費 50.000百万円がある。

有 料 道 路
日 本 道 路 公 団
首 都 高 速 道 路 公 団
阪 神 高 速 道 路 公 団
本 州 四 国 連 絡 橋 公 団

地 方 道 路 公 社 等
道 路 開 発 資 金

2.366.136

1,818 900

222,088

176.283

14,715

104,150

30.000

522.780

306.800

25.050

17,550

133,333

25.047

15,000

2,363,496

1.807.959

230.726

171,120

18 913

104,828

29,950

443,526

306.991

25.100

15,600

53,333

27,502

15,00O

1.00

1･01

0.96

1‐03

0.78

0.99

LOO

1.18

1‐00

1‐00

1.13

2.50

0.91

1･00

道 路 整 備 計 7.545.127 3,668,092 7.284,910 3.425.279 1.04 1･07

[ 日 本 新 生 特 別 枠 ]
[生活関連等公共事業重点化枠]

[376.303]

[301.329]

[233.792]

[170,244]

[再掲]
高 規 格 幹 線 道 路
地 域 高 規 格 道 路

24 48,631

724,423

L075,847

343,188

2.088,836

666.797

961,862

320,813

1 03

1.09

1 12

1･07



表3 財政投融資等総括表 (単位 "百万円)

■ “
＼ 資

金内訳
財政投融資

(C ) 倍率
(A / B )

自 己 資 金 等
合 計

倍率(C + D )
(A / B )

政府出資金等
倍率

(A / B )

自主調達資金
倍率

(A / B )

その他

倍率
(A / B )

小計

(D ) 倍率
(A / B )

倍率
(A / B )

倍率
(A / B )

倍率
(A / B )

倍率
(A / B )

倍率
(A / B )

倍率
(A / B )

日 本 道 路 公 団

13年度要求(A )

前 年 度(B )

比較 (A )- (B )

(120,000)

2,174.000

(120,000)

2,220,000

(0)
乙さ46.000

0.98 306,800

306,991

乙ぶ191

1･00

く140.000)

719,700

く0〉
719,100

く140,ooo〉

600

100 2,149.417

2,134,829

14,588

1 01

く140.000〉

3,175.917

く0〉
3,160,920

く140,000〉

14,997

1.00 53 49.917

5,380,920

乙さ31.003

0.99

首都高速道路公団

13年度要求(A )

前 年 度(B )

比較 (A )- (B )

412,500

375.600

36 900

1･10 50

00

50

即

顕

△

ハソム

ハソム

1･00

く10,000〉

92,586

<○)
81.000

くめ,00の

11.586

1.14 293,354

278.230

15,124

1･05

くlq ooo〉

410,990

く0)
384,330

くめ,000)

26,660

1‐07 823.490

759,930

63,560

1.08

阪神高速道路公団

13年度要求(A )

前 年 度(B )

比較 (A )- (B )

359,100

328,800

30,300

1‐09 17,550

15,600

1.950

1･13

く10,000)

91.800

く0〉
84,900

く10,000〉

6,900

1.08 204,360

206,895

こさ2,535

0.99

く10,000)

3137 10

く0〉
3073 95

く10.000〉

6,315

1.02 672.810

636,195

36,615

1･06

本州四国連絡橋公団

13年度要求(A )

前 年 度(B )

比較 (A )- (B )

124.700

146 600

△2l,900

0.85 133 333

533 33

80.000

2.50 84.000

137,600

乙さ53.600

0.61 120,430

120,162

268

1･00 337.763

311.095

26,668

1.09 462.463

457,695

4,768

1.01

合 計

(120,000)

l3年度要求(A ) 3.070,300

(120.000)

前 年 度(B ) 3,071.000

(0)
比較(A )- (B ) △700

1.00 482,733

401,024

81,709

く160,ooo)

1.20 988,086

く0)
10 22.600

く160.ooo)

△34,514

0.97 2,767,561

2.740 116

27,年生5

Lol

G 60p oo)

4.238,380

く0)
44 63.740

G 60p oo)

74,640

1.02 7,308,680

7.2347 40

73,940

Lol

(注) L 平成13年度から外債･ (政府保証外債) は財政投融資計画の対象とされるため、 日本道路公団については、 前年度の外債を自主調達資金から財政投融資に再整理している。
(上段 ( ) 内書きは、 外債)

2 . 政府出資金等は、 政府出資金、 利子補給金 (日本道路公団のみ) 及び有料道路整備等資金 [道路特会] (本州四国連絡橋公団のみ) である。
3 . 自主調達資金は、 財投機関債、 縁故債及び民間借入金である。 (上段 く 〉 内:書きは、 財投機関債)
4‐ その他は、 地方公共団体出資金 (日本道路公団を除く) 及び業務収入等である。
5 . 本州四国連絡橋公団の計数は、 道路分である。



表 4 日本新生特別枠 ･生活関連等公共事業重点化枠要望 (単位 :百万円)

事業費 国 費

1 , 日本新生特別枠 (公共) 376,303 233,792

(1 ) IT革命の推進

①社会のIT化を支援する情報ハイウェイの構築

②IT Sの推進

5Q 266 31,735

①社会のIT化を支援する情報ハイウェイの構築 24,雙3 17,508

②IT Sの推進 25,823 14,227

(2 ) 環境問題への対応

①沿道環境の改善

②道路緑化の推進

49,452 32,891

①沿道環境の改善 43,378 28,909

②道路緑化の推進 6,074 3,982

(3) 高齢化対応

①駅周辺や商店街等における歩行空間のバリアフリー化

“,994 27,128

44,994 27,128

(4 ) 都市基盤整備

1) 都市構造の再編

①三大都市圏環状道路の整備

②都市圏の交通円滑化

③連続立体交差事業等の推進

④拠点市街地の整備

2 ) 公共交通の支援

①空港 ･港湾へのアクセス道路の整備による物流効率化の推進

②交通結節点における乗り継ぎ等の改善

③都市モノレールの整備

231,591 l42,038

1) 都市構造の再編 1594 54 93,814

①三大都市圏環状道路の整備 52,701 36,105

②都市圏の交通円滑化 33,967 21,466

③連続立体交差事業等の推進 62,154 31,077

④拠点市街地の整備 lo,332 5,166

2 ) 公共交通の支援 72,437 48,224

①空港 ･港湾へのアクセス道路の整備による物流効率化の推進 36,663 25,214

②交通結節点における乗り継ぎ等の改善 25,844 14,128

③都市モノレールの整備 9,930 8,882

2 . 生活関連等公共事業重点化枠 301,329 170,2く賢

(1 ) 生活 ･衛生環境の向上

①渋滞解消のためのバイパス ･環状道路の整備

②踏切対策

③電線類地中化、街灯の整備の推進

④医療 ･福祉サービスの支援

166,640 93,488

①渋滞解消のためのバイパス ･環状道路の整備 43,560 28,147

②踏切対策 47,394 24,587

③電線類地中化、街灯の整備の推進 49,318 26,599

④医療 ･福祉サービスの支援 26,368 14,155

(2 ) 地域の振興

①地域間の交流を促進する道路整備

②中心市街地活性化のための道路整備

72,601 40,009

①地域間の交流を促進する道路整備 63,725 35,506

②中心･市街地活性化のための道路整備 8,876 4,503

(3 ) 安全な地域づくり

①事故多発地点における交通安全施策の集中実施

②健全度向上のための構造物対策

③法面防災対策の推進

④耐震性向上のための道路橋の補強対策の推進

⑤雪国の快適な歩行者空間整備

62,088 36,747

①事故多発地点における交通安全施策の集中実施 20,738 12,209

②健全度向上のための構造物対策 9,460 5,542

③法面防災対策の推進 13,855 8,199

④耐震性向上のための道路橋の補強対策の推進 10,500 5,860

⑤雪国の快適な歩行者空間整備 7,535 4,937

3 , 日本新生特別枠 g E公共)

①E T C技術を利活用した新道路社会システムの開発

858 858

858 858



図 1 4省庁主要連携施策

圈圓
路車協調した高度な道路情報収

集 ･提供システムの研究開発

圓圃
駅前広場 ･自由通路等の整備によ

る交通結節機能強化
バリアフリー歩行空間ネットワー

クの整備 等

圓圓
環状道路整備等による容量拡大
パークアンドライ ド等T D M 推進

　　
連続立体交差事業等による踏切道

の立体交差化及び構造改良 等

圓圃
走行路面や停留所の整備 等

園圃
公共施設等の共同利用や広域的な

観光周遊に資する市町村間連絡道

路の整備 等

地域連携の総合的支援
(地域連携総合支援事
業)

都市圏交通円滑化の
推進

交通結節点を中心とし
たバリアフリー化

→交通バリアフリー法に基づ

く一体的な整備

静岡駅、 海老名駅等で実施

→都市圏交通円滑化総合対策

事業 約30都市圏で実施

踏切道の改良推進

→踏切道改良促進法の改正

路面電車(LR T )の支援

→広島市等で実施

→第二名神 (三重県)、 三陸

縦貫自動車道 (岩手県)
等で実道実験

走行支援システムの実

現に向けた取り組み

圓圃
自動車の高知能化の研究開発

圓圃
鉄道駅のバリアフリー化

低床バス車両の導入推進 等

　　
コミュニティノミス、 ノンステップ

バス等公共交通の支援

国園
遮断機、警報機等の保安設備 等

　　
高規格幹線道路等の重点整備、 車

両大型化に対応した道路整備、
IT S活用による運行支援 等

広域物流ネットワーク

の整備

低床車両の導入の推進

圓回国園
地域振興施設整備、イベント活動

支援、 観光振興施設整備 等

回国 l北海道開発用 圓園
空港 ･港湾等の拠点整備、 航空管

制 ･海上保安、 荷役 ･貨物運送等

の運輸サービス向上 等

→鹿沼市 (栃木県) 等 6地域

で実施

→ ｢マルチモーダル交通体系

連携整備事業 (仮称)｣ の
創設

圈圃
歩道除雪、 堆雪幅 ･流雪溝 を肖雪

施設の整備 等

-北海道開発庁-圓 園

下水道を活用した雪処理、 克雪住

→旭川市 (北海道) 等で実施
宅の整備、 バス停周辺の除雪 等

冬期バリアフリーの

推進



2

主
要
な
施
策
の
概
要

【経
済
に
活
力
を
吹
き
込
む
基
盤
づ
く
り
】

リ

ー
T
社
会
を
支
え
る
基
盤
の
形
成

の
I
T
S
サ
ー
ビ
ス
の
導
入
･
展
開

①

E
T
C
の
普
及
促
進

O
E
T
C
対
応
の
ノ
ン
ス
ト
ッ
プ
通
過
可
能
料
金
所

の
整
備
を
全
国
に
拡
大
す
る
。

･
平
成
一
三
年
度
末
ま
で
に
約
八
〇
〇
箇
所
運
用

開
始

･
平
成
一
四
年
度
末
ま
で
に
約
九
〇
〇
箇
所
運
用

開
始

(全
国
の
主
要
な
料
金
所
を
カ
バ
ー
)

O
E
T
C
車
載
器
の
普
及
促
進
策
を
実
施
す
る
。

[新
規
]

･
概
ね
五
年
後
を
目
途
に
都
市
高
速
道
路
に
お
い

て
完
全
E
T
C
化
を
目
指
す
。

○
ス
マ
ー
ト
I
C
の
試
行
導
入
や
、
U
タ
ー
ン
可
能

な
S
A
･
P
A
の
整
備
を
進
め
る
。

②

走
行
支
援
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
、
実
際
の
道
路
上

で
の
実
験
に
着
手
す
る
。

③

地
域
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
情
報
提
供
等
I
T
S

サ
ー
ビ
ス
の
導
入
を
進
め
る
。

④

歩
行
者
支
援
の
I
T
S
に
つ
い
て
、
モ
デ
ル
都
市

に
お
い
て
試
験
的
な
導
入
を
図
る
。

〈参
)
I
T
S

“
封
宿
曰
窓
口
[
弓
｢目
のせ
o
コ

の
溶
け
白
の
高
度
道

路
交
通
シ
ス
テ
ム
。

E
T
C

"
凹
のn町
O
ロ
杼
弓
OE
O
O巳
の
nロ
OD
の
て
の言
日

ノ
ン

ス
ト
ッ
プ
自
動
料
金
収
受
シ
ス
テ
ム
。

②
社
会
の
I
T
化
を
支
援
す
る
基
盤
づ
く
り

⑤

I
T
社
会
を
支
え
る
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成

○
情
報
B
O
X
な
ど
民
間
事
業
者
も
利
用
可
能
な
光

フ
ァ
イ
バ
ー
の
収
容
空
間
を
整
備
す
る
と
と
も

に
、都
市
内
の
民
間
管
路
等
と
の
接
続
を
進
め
る
。

･
情
報
B
O
X
を
新
た
に
約
一
、
一
〇
〇
皿
整
備

し
、
直
轄
国
道
の
約
八
割
を
カ
バ
ー

○
道
路
管
理
用
光
フ
ァ
イ
バ
ー
を
整
備
す
る
と
と
も

に
、
河
川
管
理
用
光
フ
ァ
イ
バ
ー
や
市
町
村
庁
舎

等
と
の
接
続
を
進
め
、
関
係
機
関
と
の
情
報
交
換

に
よ
り
、
地
域
防
災
と
一
体
と
な
っ
た
道
路
管
理

を
行
う
。

【住
み
よ
い
環
境
の
再
生
･
創
造
と
都
市
の
新
生
】

⑭

少
子
･
高
齢
社
会
に
対
応
し
た
生
活
空
間
の
形
成

0

車
線
主
義
か
ら
空
間
主
義
へ
の
転
換
を
目
指
し
、

人
･
自
転
車
･
車
･
緑
を
重
要
な
構
成
要
素
と
す
る

道
路
構
造
令
に
基
づ
く
道
路
空
間
を
面
的
に
整
備
す

る
こ
と
に
よ
り
、
誰
も
が
安
全
か
つ
快
適
に
移
動
し

社
会
参
加
で
き
る
生
活
環
境
を
形
成
す
る
。

②

道
路
利
用
者
と
の
密
接
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
も
と
、
安
全
な
道
路
交
通
環
境
を
整
備
し
、
道
路

交
通
事
故
を
削
減
す
る
。

③

地
域
住
民
や
関
係
機
関
と
の
連
携
の
も
と
、
道
路

空
間
の
適
正
な
利
用
を
促
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
誰

も
が
快
適
に
利
用
で
き
る
道
路
空
間
を
形
成
す
る
。

[
一
三
年
度
要
求
事
業
費
]

･交
通
安
全
施
設
等
整
備
事
業

Q

E
T
C
、
走
行
支
援
シ
ス
テ
ム
や
地
域
の
ニ
ー
ズ

に
合
わ
せ
た
多
様
な
I
T
S
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
よ

り
I
T
社
会
に
対
応
し
た
道
づ
く
り
を
進
め
、
交
通

渋
滞
、
交
通
事
故
、
環
境
問
題
の
改
善
や
地
域
の
活

性
化
を
支
援
す
る
。

②

情
報
B
O
X
の
民
間
活
用
や
道
路
G
I
S
の
整
備
を

進
め
、社
会
全
体
の
I
T
化
を
積
極
的
に
支
援
す
る
。

③

デ
ー
タ
送
信
の
大
容
量
化
や
高
速
化
な
ど
I
T
分

野
の
技
術
革
新
を
道
路
管
理
に
導
入
し
、
道
路
利
用

者
の
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
る
。

[
一
三
年
度
要
求
事
業
費
]

･
I
T
S

(高
度
道
路
交
通
シ
ス
テ
ム
)
の
推
進

七
三
四
億
円

(
一
･
三
五
倍
)

う
ち
I
T
S
イ
ン
フ
ラ
の
整
備

六
四
六
億
円

(
一
･
四
一
倍
)

う
ち
研
究
開
発
等
の
総
合
的
な
推
進

八
八
億
円

(
一
･
0
七
倍
)

･
情
報
ハ
イ
ウ
ェ
イ
の
構
築

三
、
四
六
一
億
円

(
一
･
0
九
倍
)

う
ち
光
フ
ァ
イ
バ
ー
収
容
空
間
の
整
備

三
、
二
七
三
億
円

(
一
･
0
九
倍
)

う
ち
道
路
管
理
用
光
フ
ァ
イ
バ
ー
の
整
備

一
人
八
億
円

(
一
･
0
八
倍
)



四
、
一
四
〇
億
円

(
一
･
0
五
倍
)

･
歩
行
空
間
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

四
、
三
七
九
億
円

(
一
･
0
九
倍
)

･
事
故
多
発
地
点
緊
急
対
策
事
業

二
、
八
五
一
億
円

(
一
･
0
六
倍
)

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
･
ゾ
ー
ン
形
成
事
業

八
三
億
円

(
一
･
0
八
倍
)

自
転
車
利
用
環
境
の
整
備二

一
四
億
円

(
一
･
0
八
倍
)

電
線
共
同
溝
整
備
事
業

二
、
二
〇
四
億
円

(
一
･
一
一
倍
)

①

人
･
自
転
車
･
車
･
緑
の
調
和
し
た
道
路
空
間
の

面
的
形
成

○
都
市
部
の
駅
周
辺
を
中
心
と
し
て
、
歩
道
の
新

設
･
改
善
や
都
市
型

｢道
の
駅
｣
(仮
称
)
の
整

備
な
ど
、
交
通
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
に
基
づ
く
歩
行

空
間
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
面
的
に
進
め
る
。

○
電
線
類
地
中
化
や
街
灯
の
設
置
、
道
路
緑
化
等
を

積
極
的
に
進
め
る
。

･
電
線
類
の
地
中
化
約
五
五
〇
如

○
自
転
車
が
都
市
の
重
要
な
交
通
手
段
と
し
て
位
置

付
け
ら
れ
た

｢
エ
コ
サ
イ
ク
ル
シ
テ
ィ
｣
の
形
成

を
進
め
る
。

○
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
･
ゾ
ー
ン
形
成
事
業
に
よ
り
歩
車

共
存
の
道
づ
く
り
を
進
め
る
。

②

幹
線
道
路
の
事
故
多
発
地
点
に
お
い
て
、
事
故
要

因
に
即
し
た
、
対
策
･
改
善
を
実
施
す
る
。

･
交
通
円
滑
化
に
よ
る
走
行
速
度
の
向
上
は
、
P

③

路
上
駐
車
･
放
置
自
転
車
の
排
除
を
行
い
、
道
路

M
、
轍
、
⑲
の
排
出
量
を
同
時
に
削
減

空
間
の
適
正
な
利
用
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
地

域
･
関
係
機
関
と
連
携
し
て
清
掃
･
植
樹
管
理
等
を

実
施
す
る
。

⑩

沿
道
環
境
の
改
善
と
地
球
環
境
の
保
全

①

交
通
円
滑
化
の
た
め
の
環
状
道
路
等
の
幹
線
道
路

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
拡
充
す
る
。

②

特
に
沿
道
環
境
が
悪
い
交
差
点

(緊
急
改
善
ポ
イ

ン
ト
)
に
お
い
て
、
交
差
点
立
体
化
等
の
ボ
ト
ル
ネ

ッ
ク
対
策
等
を
進
め
る
。

･
平
成
一
七
年
度
ま
で
に
約
五
○
箇
所
の
対
策
を

実
施

③

有
料
道
路
の
料
金
に
格
差
を
設
け
る
こ
と
に
よ

り
、
住
宅
地
域
に
集
中
し
た
交
通
を
湾
岸
部
等
に
転

換
す
る

｢環
境
ロ
ー
ド
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
｣
を
試
行
的

に
実
施
す
る
。
[新
規
]

④

高
速
道
路
の
s
A
等
に
お
け
る
低
公
害
車
用
燃
料

供
給
施
設
の
設
置
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
等
を
行
う

｢環
境
ク
リ
ー
ン
化
支
援
事
業
｣
を
創
設
す
る
。
[新

規
]

⑤

都
心
部
の
有
料
道
路
に
お
い
て
地
下
化
等
環
境
負

荷
の
少
な
い
道
路
構
造
に
よ
る
整
備
を
図
る
た
め
、

公
的
助
成
の
拡
充
等
を
実
施
す
る
。
[新
規
]

⑥

s
p
M
や
喩
を
除
去
す
る
た
め
の
新
技
術
と
し

て
、
電
気
集
塵
機
や
土
壌
･
光
触
媒
に
よ
る
大
気
浄

化
技
術
の
フ
ィ
ー
ル
ド
実
験
を
行
う
。

の

都
市
新
生
基
盤
の
構
築

○

交
通
混
雑
や
防
災
上
の
問
題
、環
境
の
悪
化
な
ど
、

都
市
に
蓄
積
さ
れ
た
種
々
の
問
題
を
抜
本
的
に
解
決

す
る
た
め
、
都
市
の
骨
格
を
形
成
す
る
環
状
道
路
等

○

幹
線
道
路
の
沿
道
環
境
の
厳
し
い
現
状
を
踏
ま

え
、環
状
道
路
等
の
幹
線
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
、

環
境
負
荷
の
少
な
い
道
路
利
用
等
を
積
極
的
に
実
施

す
る
こ
と
に
よ
り
、
よ
り
よ
い
沿
道
環
境
の
保
全
に

努
め
る
。

②

地
球
温
暖
化
防
止
対
策
と
し
て
、
二
酸
化
炭
素
の

総
排
出
量
の
約
二
割
を
占
め
る
自
動
車
か
ら
の
排
出

削
減
に
努
め
、未
来
へ
よ
り
よ
い
環
境
を
引
き
継
ぐ
。

③

景
観
、
自
然
環
境
に
配
慮
し
た
道
路
空
間
の
実
現

に
努
め
る
。

④

廃
棄
物
の
削
減
･
適
正
処
理
、
リ
サ
イ
ク
ル
を
進

め
、持
続
可
能
な
循
環
型
社
会
の
構
築
に
貢
献
す
る
。

[
一
三
年
度
要
求
事
業
費
]

･
沿
道
環
境
の
改
善

･
地
球
環
境
の
保
全
の
た
め
の
事

業

二
七
、
九
七
七
億
円

(
一
･
0
八
倍
)

う
ち
緊
急
環
境
対
策
人
三
一億
円
(
一
･
三
二
倍
)

う
ち
道
路
緑
化

三
一
六
億
円
(
一
･
0
七
倍
)



の
体
系
的
な
整
備
や
面
整
備
に
よ
る
都
市
拠
点
の
形

成
に
よ
り
、
都
市
の
再
生
･
再
構
築
を
進
め
る
。

②

都
市
内
の
人
と
も
の
の
効
率
的
で
円
滑
な
移
動
を

実
現
す
る
た
め
、
T
D
M
施
策
を
積
極
的
に
活
用
す

る
と
と
も
に
、
踏
切
道
の
改
良
を
進
め
全
国
の
主
要

渋
滞
ポ
イ
ン
ト
の
解
消
を
図
る
。

③

都
市
モ
ノ
レ
ー
ル
、
路
面
電
車
等
の
整
備
、
交
通

結
節
点
の
改
善
に
よ
り
公
共
交
通
の
利
用
促
進
を
積

極
的
に
進
め
る
と
と
も
に
交
通
混
雑
を
緩
和
し
、
快

適
な
移
動
の
実
現
に
努
め
る
。

④

数
値
目
標
に
基
づ
く
路
上
工
事
縮
減
対
策
を
全
国

主
要
都
市
に
展
開
し
、
渋
滞
を
抑
制
す
る
。

⑮

住
み
よ
い
都
市
環
境
を
再
生
･
創
造
す
る
た
め
、

よ
り
良
い
沿
道
環
境
の
保
全
に
努
め
る
と
と
も
に
、

バ
リ
ア
フ
リ
ー
で
誰
も
が
快
適
に
利
用
で
き
る
道
路

空
間
を
形
成
す
る
。

[
一
三
年
度
要
求
事
業
費
]

･
都
市
環
状
道
路
整
備七

、
六
四
〇
億
円

(
一
･
0
七
倍
)

･
公
共
交
通
関
連
道
路
整
備

三
、
九
〇
四
億
円

(
一
･
三
一
倍
)

う
ち
踏
切
道
の
除
却
･
改
良

二
、
九
九
六
億
円

(
一
･
三
六
倍
)

う
ち
連
続
立
体
交
差
事
業

一
、
三
人
六
億
円

(
一
･
二
〇
倍
)

う
ち
交
通
結
節
点
改
善
事
業

五
〇
六
億
円

(
一
･
四
三
倍
)

都
市
圏
交
通
円
滑
化
総
合
対
策
事
業

二
、
八
三
七
億
円

(
一
･
一
三
倍
)

①

都
市
の
骨
格
を
形
成
し
、
都
市
構
造
を
再
編
す
る

環
状
道
路
等
の
整
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、
面
整
備

等
に
よ
る
都
市
拠
点
の
形
成
を
図
る
。

②

都
市
圏
の
交
通
円
滑
化
と
公
共
交
通
支
援

○
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
踏
切
対
策
を
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ

し
、
緊
急
的
か
つ
集
中
的
な
改
善
を
図
る
。
[新

規
]

･
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
踏
切
約
一
、
○
○
○
箇
所
の
う

ち
約
半
分
に
つ
い
て
、
今
後
一
〇
年
間
で
立
体

交
差
化
等
に
よ
り
改
良

･
踏
切
道
改
良
促
進
法
を
改
正

･
鉄
道
事
業
者
等
に
対
す
る
道
路
開
発
資
金
の
融

資
制
度
や
立
替
制
度
を
創
設

･踏
切
道
解
消
総
合
整
備
計
画
調
査

○
駅
前
広
場
等
の
整
備
な
ど
交
通
結
節
点
の
改
善
を

進
め
る
と
と
も
に
、
新
た
に
貨
物
駅
を
交
通
結
節

点
と
し
貨
物
タ
ー
ミ
ナ
ル
整
備
を
支
援
す
る
。

[新
規
]

○
路
面
電
車
、
新
交
通
シ
ス
テ
ム
、
都
市
モ
ノ
レ
ー

ル
な
ど
の
整
備
や
バ
ス
利
用
の
促
進
な
ど
公
共
交

通
へ
の
支
援
を
積
極
的
に
進
め
る
。
[新
規
]

③

沿
道
環
境
の
様
々
な
取
り
組
み
を
実
施
す
る
と
と

も
に
、
快
適
な
都
市
空
間
の
形
成
と
適
正
な
利
用
を

進
め
る
。

【地
域
連
携
に
よ
る
個
性
豊
か
な
地
域
づ
く
り
】

◎

個
性
豊
か
な
地
域
の
創
造

①

市
町
村
界
を
越
え
た
広
域
的
な
医
療
･
福
祉
サ
ー

ビ
ス
や
観
光
振
興
等
を
支
援
す
る
道
路
整
備
を
進
め

る
。
[新
規
]

②

地
形
的
な
制
約
に
よ
り
相
互
の
交
流
が
遅
れ
て
い

る
市
町
村
間
等
を
大
規
模
な
ト
ン
ネ
ル
、
橋
梁
で
連

絡
す
る
交
流
ふ
れ
あ
い
ト
ン
ネ
ル
･
橋
梁
整
備
事
業

の

都
市
と
地
方
の
交
流
や
複
数
市
町
村
間
の
連
携
を

促
進
す
る
道
路
整
備
を
進
め
、
都
市
の
魅
力
、
地
方

の
魅
力
の
共
有
を
図
る
。

②

地
方
部
に
お
い
て
、
安
全
で
安
心
で
き
る
基
礎
的

な
生
活
を
支
え
る
道
路
整
備
を
進
め
る
。

③

地
域
の
魅
力
づ
く
り
や
中
心
市
街
地
の
活
性
化
を

支
援
す
る
道
路
整
備
を
進
め
る
。

[
一
三
年
度
要
求
事
業
費
]

･
中
心
市
街
地
の
活
性
化
に
資
す
る
道
路
整
備

五
、
二
人
五
億
円

(
一
･
0
七
倍
)

･
交
流
ふ
れ
あ
い
ト
ン
ネ
ル
･
橋
梁
整
備
事
業

六
四
〇
億
円

(
一
･
0
三
倍
)

･地
域
連
携
強
化
支
援
道
路
事
業

三
二
〇
億
円

(
一
･
0
二
倍
)

･
ま
ち
づ
く
り
総
合
支
援
事
業

一
、
五
四
〇
億
円

(
一
･
九
〇
倍
)



を
進
め
る
。

③

地
方
公
共
団
体
等
と
一
体
と
な
っ
て
、
休
憩
･
情

報
提
供
機
能
な
ど
を
持
つ
｢道
の
駅
｣
を
整
備
し
、

利
用
者
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
る

④

中
心
市
街
地
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、道
路
修
景
、

電
線
類
地
中
化
等
を
進
め
る
道
路
整
備
や
、
区
画

整
理
･
再
開
発
等
の
面
整
備
を
進
め
る
。

⑤

地
域
の
人
々
が
発
案
し
た
道
路
空
間
に
お
け
る
多

様
な
魅
力
づ
く
り
活
動
を
支
援
す
る
た
め
、
歩
道
、

休
憩
所
等
の
整
備
を
地
域
の
人
々
と
共
に
進
め
る
。

⑥

地
域
が
主
役
の
ま
ち
づ
く
り
を

一
層
進
め
る
た

め
、
道
路
、
河
川
、
都
市
公
園
等
複
数
の
事
業
を

一
括
採
択
し
、
補
助
を
行
う
ま
ち
づ
く
り
総
合
支
援

事
業
を
進
め
る
o

⑬

広
域
交
流
と
物
流
効
率
化
の
支
援

0

国
土
の
骨
格
を
形
成
す
る
一
四
、
0
0
0
皿
の
高

規
格
幹
線
道
路
を
二
一
世
紀
初
頭
ま
で
に
概
成
さ
せ

る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
ブ
ロ
ッ
ク
の
自
立
的
な
発
展

や
物
流
の
効
率
化
を
支
援
す
る
。
そ
の
際
、
経
済
情

勢
が
大
き
く
変
化
し
な
け
れ
ば
、
基
本
的
に
は
料
金

水
準
を
上
げ
な
い
よ
う
様
々
な
工
夫
を
行
う
。

②

二
一
世
紀
初
頭
ま
で
に
既
存
ス
ト
ッ
ク
の
有
効
活

用
も
含
め
て
六
、
0
0
0
…
八
、
0
0
0
如
の
地
域

高
規
格
道
路
の
整
備
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
の

交
流
を
促
進
す
る
。

③

総
合
物
流
施
策
大
綱
を
踏
ま
え
、
車
両
の
大
型
化

に
対
応
し
た
道
路
整
備

(二
一
世
紀
初
頭
ま
で
に
約

二
〇
万
如
)、
物
流
拠
点
の
整
備
支
援
、
都
市
内
荷

捌
き
の
効
率
化
等
に
よ
り
、
環
境
に
や
さ
し
く
、
低

廉
で
高
度
な
物
流
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
実
現
す
る
。

[
一
三
年
度
要
求
事
業
費
]

高
規
格
幹
線
道
路
建
設
費

ニ
ー
、
四
八
六
億
円

(
一
･
0
三
倍
)

う
ち
三
大
都
市
圏
環
状
道
路
建
設
費

五
、
三
三
一
億
円

(
一
･
二
三
倍
)

地
域
高
規
格
道
路
建
設
費

七
、
二
四
四
億
円

(
一
･
0
九
倍
)

･
主
要
な
空
港
･
港
湾
等
と
の
連
絡
強
化
を
図
る
道
路

整
備

三
、
四
三
三
億
円
(
一
･
0
七
倍
)

0
幹
線
道
路
網
の
構
築

①

都
市
圏
の
環
状
道
路
、
地
域
ブ
ロ
ッ
ク
の
循
環
型

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
空
港
･
港
湾
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路

に
重
点
を
お
い
て
、
高
規
格
幹
線
道
路
･
地
域
高
規

格
道
路
の
整
備
を
進
め
る
。

･高
規
格
幹
線
道
路
新
規
供
用
予
定
一
六
五
如

･
地
域
高
規
格
道
路
新
規
供
用
予
定
六
六
皿

②
物
流
効
率
化
の
支
援

②

国
際
交
流
イ
ン
フ
ラ
推
進
事
業
等
を
発
展
さ
せ
、

広
域
交
通
基
盤
連
携
強
化
計
画
の
下
で
、
空
港
、
港

湾
等
と
の
連
携
を
強
化
す
る
道
路
等
の
一
層
の
重
点

整
備
と
機
能
向
上
を
図
る

｢
マ
ル
チ
モ
ー
ダ
ル
交
通

体
系
連
携
整
備
事
業

(仮
称
)｣
を
創
設
す
る
。
[新

規
]

③

車
両
の
大
型
化
に
対
応
し
た
橋
梁
の
補
強
や
I
S

O
規
格
背
高
海
上
コ
ン
テ
ナ
の
輸
送
に
対
応
し
た
ト

ン
ネ
ル
の
再
改
築
等
を
進
め
る
。

④

貨
物
車
荷
捌
き
効
率
化
等
の
都
市
内
物
流
対
策
に

総
合
的
に
取
り
組
む
物
流
T
D
M
施
策
を
進
め
る
。

⑤

貨
物
車
の
積
み
替
え
機
能
等
を
有
す
る
物
流
拠
点

の
立
地
を
、
ア
ク
セ
ス
道
路
や
駐
車
場
等
の
整
備
に

よ
り
支
援
す
る
。

【安
心
し
て
住
め
る
国
土
の
実
現
】

の

安
全
性
･
信
頼
性
の
高
い
道
路
空
間
の
確
保
と
適
正

な
管
理

①

道
路
ス
ト
ッ
ク
の
計
画
的
か
つ
的
確
な
更
新
と
、

I
T
に
よ
る
高
度
管
理
に
よ
り
信
頼
性
の
高
い
道
路

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
確
保
し
、
国
土
の
適
正
な
利
用
を

可
能
と
す
る
。

②

道
路
管
理
へ
の
地
域
住
民
等
の
取
り
組
み
を
支
援

し
、
地
域
と
一
体
と
な
っ
て
、
道
路
の
生
活
共
有
空

間
と
し
て
の
機
能
を
高
め
て
い
く
。

③

安
全
で
安
心
な
生
活
を
支
え
る
観
点
か
ら
道
路
整

備
を
進
め
、
災
害
時
に
も
人
命
や
安
全
な
生
活
を
確

保
す
る
生
命
線
と
な
る
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成

を
図
り
、
道
路
に
よ
る
国
土
の
防
災
性
を
高
め
る
。

④

積
雪
や
凍
結
に
よ
る
バ
リ
ア
を
軽
減
し
、
安
全
で



客
観
的
評
価
の
実
施
、
事
後
評
価
を
通
じ
た
既
存
ス
ト

ッ
ク
の
有
効
活
用
等
を
通
じ
て
、
公
共
事
業
の
効
率
的

で
効
果
的
な
実
施
を
確
保
す
る
。

○
予
算
要
求
の
配
分
方
針
の
決
定
に
あ
た
っ
て
、
施
策
の

意
図

･
目
的

･
必
要
性
、
手
段
の
適
正
性
、
達
成
効

果
･
達
成
時
期
等
を
明
ら
か
に
す
る
政
策
評
価
の
視
点

を
導
入
す
る
。

二

概
算
要
求
額

国
土
交
通
省
関
係
予
算
の
概
算
要
求
額
は
、
公
共
事
業

関
係
費
で
日
本
新
生
特
別
枠
及
び
生
活
関
連
等
公
共
事
業

重
点
化
枠
を
含
め
国
費
七
兆
八
、
七
五
一
億
円

(対
前
年

度
比
一
･
0
九
)、
財
政
投
融
資
資
金
一
三
兆
七
、
八
七

四
億
円

(対
前
年
度
比
○
･
九
三
)
、
事
業
費
は
二
八
兆

五
、
0
五
一
億
円

(対
前
年
度
比
一
･
0
二
)
を
要
求
し

て
い
る
。
こ
の
う
ち
災
害
関
係
を
除
く
一
般
公
共
事
業
に

つ
い
て
み
る
と
、
国
費
七
兆
八
、
二
一
七
億
円

(対
前
年

度
比

一
･
0
九
)
、
事
業
費
二
八
兆
四
、
三
〇
九
億
円

(対
前
年
度
比
一
･
0
二
)
で
あ
る
。

m

建
設
省
関
係
予
算
概
算
要
求
の
概
要

一

概
算
要
求
の
概
要
(主
要
事
項
)

○

都
市
生
活
を
抜
本
的
に
改
善
す
る
都
市
基
盤
の
整
備

①

連
携
施
策
の
展
開
に
よ
る
都
市
の
交
通
問
題
の
抜

本
的
解
決

○
都
市
新
生
の
拠
点
と
な
る
鉄
道
駅
周
辺
の
総
合
的

改
善

○
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
対
策
、
T
D
M
等
に
よ
る
都
市
部

の
交
通
混
雑
の
改
善

○
空
港
、
港
湾
等
と
道
路
の
連
携
強
化
に
よ
る
物
流

の
高
度
化

②

都
市
の
社
会
経
済
活
動
を
支
え
る
交
通
基
盤
の
強

しし○
環
状
道
路
の
整
備
な
ど
、
高
規
格
幹
線
道
路
等
の

幹
線
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備

③

快
適
で
美
し
い
都
市
空
間
の
実
現

○
臨
港
地
区
な
ど
臨
海
部
に
お
け
る
都
市
基
盤
整
備

の
推
進

○
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
の
適
正
化
と
建
替
え
の
円
滑
化

④

災
害
に
強
い
安
全
な
都
市
づ
く
り
の
推
進

○
総
合
的
な
都
市
水
害
対
策

○
安
全
で
安
心
で
き
る
市
街
地
の
形
成

②

-
T
革
命
の
推
進

①

I
T
イ
ン
フ
ラ
の
整
備

○
光
フ
ァ
イ
バ
ー
収
容
空
間
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備

に
よ
る
F
T
T
H
の
支
援

②

国
民
生
活
･
産
業
社
会
の
I
T
化

O
E
T
C
な
ど
、
高
度
道
路
交
通
シ
ス
テ
ム

(I
T

S
)
の
推
進

○
防
災
分
野
の
I
T
化
の
推
進

◎

循
環
型
社
会
と
美
し
い
日
本
の
形
成
を
目
指
し
た
環

境
問
題
へ
の
対
応

0
渋
滞
の
解
消
等
に
よ
る
沿
道
環
境
の
改
善

○
港
湾
と
河
川
、
下
水
道
、
公
園
と
の
連
携
に
よ
る

臨
海
部
の
環
境
整
備

○
き
れ
い
な
水
、
豊
か
な
水
を
目
指
し
た
水
環
境
の

改
善

④

少
子
･
高
齢
社
会
に
対
応
し
た
安
心
の
暮
ら
し
の
実

現
①

バ
リ
ア
フ
リ
ー
社
会
の
形
成

○
駅
と
そ
の
周
辺
、
公
共
交
通
機
関
の
バ
リ
ア
フ
リ

ー
化

○
総
合
的
な
高
齢
者
住
宅
政
策
の
展
開

②

少
子
化
対
策
の
推
進

○
子
育
て
し
や
す
い
住
宅
･
居
住
環
境
の
整
備

⑯

安
全
の
確
保

①

自
然
災
害
に
対
す
る
安
全
な
暮
ら
し
の
実
現

○
火
山
災
害
対
策
の
推
進

○
水
害
･
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進

○
海
岸
防
災
対
策
の
強
化



ま
た
、
日
本
新
生
特
別
枠
、
生
活
関
連
等
公
共
事
業
重

点
化
枠
要
望
の
内
訳
は
表
7
の
と
お
り
と
な
っ
て
い
る
。

ま 表

た〉
日 旦

建
設
省
関
係
予
算
の
概
算
要
求
額
は
、
日
本
新
生
特
別

枠
及
び
生
活
関
連
等
公
共
事
業
重
点
化
枠
を
含
め
国
費
七

兆
六
〇
一
億
円

(対
前
年
度
比
一
･
0
七
)、
財
政
投
融

資
資
金
一
三
兆
三
、
六
一
〇
億
円

(対
前
年
度
比
○
･
九

一=
、
事
業
費
は
二
六
兆
七
、
三
六
五
億
円

(対
前
年
度

比
一
･
○
-
)
を
要
求
し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
災
害
関
係

を
除
く
一
般
公
共
事
業
に
つ
い
て
み
る
と
、国
費
六
兆
九
、

四
五
三
億
円

(対
前
年
度
比
一
･
0
七
)、
事
業
費
二
六

兆
五
、
七
三
七
億
円

(対
前
年
度
比
一
･
0
二

で
あ
る

⑩

地
域
の
連
携
･
交
流
と
地
域
の
活
性
化

○
高
規
格
幹
線
道
路
等
の
幹
線
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
形
成

○
地
域
の
創
意
工
夫
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
推

⑩ ②
○
事
故
多
発
地
点
に
お
け
る
交
通
安
全
対
策
の
集
中

○
実 事 交
施 故 通

多 安
発炙 全>
地 の
点 確
に 保

　

ば
　

平
成
一
三
年
度
予
算
概
算
要
求
に
あ
た
っ
て
は
、
｢あ

か
ず
の
踏
切
｣
対
策
を
は
じ
め
と
す
る
国
土
交
通
省
の
続

表 5 平成13年度国土交通省関係予算概算要求総括表
事業費 ･国費総括表

事 項

事 業 費 国 費

13年度要求額

(A )

前年度予算額

(B )

倍 率

(A / B)

13年度要求額

◎ うち日本新生 う霰癈事
関野

特別枠
重点化枠

前年度予算額

(D )

倍 率

(C/ D )
うち日本新生

特別枠

うち生活関連
等公共事業
重点化枠

道 路 整 備

治 山 治 水
水

海 岸
急 傾 斜 地 等

都 市 計 画
都 市 公 園
下 水 道

住 宅 ･ 市 街 地
住 宅 対 策
宅 地 対 策
市 街 地 整 備

一 般 公 共 事 業

7,545,127

2,193,153
2,027,540

60,114
105,499

2,573,784

395,470
2,178,314

14,261,621
13,060,155
453,908

747,558

26573685
[12319632]

7,284 910

2,102,935
1,941,813

58,647
102,475

2,440,219
374,853

2,065,366

14,561,471
13,390,697

548,914
621,860

26389 535
[11565364]

L04

1.04
1.04
1.03
1,03

1.05
l.06
l.05

0.98
0.98
0.83
1.20

101

臼盛れ

2,873,790

1,330,835
1,240,162

37,419
53254

1,366,380
178,122

L188,258

1,374,271

上206,703
0

167,568

6945276

52,440

6,997,716

31,653
30,702

7,060,071

233,792

70,233
65,489

上949
2,795

668 56
7,734
59,122

59,832
53,307

0
6,525

430 713

0

430,713

2,634
5,577

438,924

170244

89,675
83318
2,529
3,828

96,623
14257
82,366

l49,258
95,424

0
53,834

5058(ゆ

0

505,800

0
0

505,800

2,669,674

1265,711
1,177,907

36,l36
51668

l,300,272
168,769

l,131,503

1259,499
1,143,612

0
115,887

6495 156

52,440

6,547,596

37,242
23,761

6,608,599

鵬

邸
邸
硼
螂

賄
鵬
既

螂
邸
-
あ

幽
｢公庫 ･公団等除き1

災 害 関 係

公 共 事 業 関 係 計

73,057

26,646,742

58,320
31,445

267 36,507

68,152

26457,687

111,716
24,500

26,593,903

l･07

1･01

0,52
128

1･0l

官 庁 営 繕
行 政 経 費

合 計

(単位 :百万円)

(備考) 1 . 本表は、 建設省、 北海道開発庁、 沖縄開発庁、 国土庁の国土交通省関係分である。
2 , 13年度国費には、 道路関係社会資本として

治山治水 10,000百万円 住宅対策 32,000百万円 市街地整備 8,000百万円を含む。

3 . 前年度国費には、 ･経済新生特別枠 (1836 99百万円) ･生活関連等公共事業重点化枠 (200,997百万円) を含む。

4 . 本表には、 N T T ･ A 型は含まれていない。
5 , 行政経費には、 人件費は含まれていない。



(単位 :百万円)表 6 財政投融資計画等総括表

““ ＼ "金内訳
財政投融資 自己資金等との合計

備 考13年度要求額
(A )

前年度
(B )

倍 率
(A /B )

13年度要求額
(C )

前年度
(D )

倍 率
(C /D )

住 宅 金 融 公 庫

都 市 基 盤 整 備 公 団

小 計

日 本 道 路 公 団

首 都 高 速 道 路 公 団

阪 神 高 速 道 路 公 団

本州 四 国 連 絡 橋 公 団

小 計

都市開発資金融通特別会計

日 本 下 水 道 事 業 団

民間都市開発推進機構

合 計

9,228,700

1,046,900

10,275,600

2,174000

412,500

359,100

124,700

3,070,300

12,200

2'0〇〇

900

13,361,000

10,387,100

996,000

11,383,100

2,22〇,くめ〇

375,600

328,800

146,600

3,071,000

32,000

3,600

700

14,490,400

0,89

1.05

0.90

0.98

110

109

0.85

1･"

0,38

0.56

1.29

0.92

1〇.895.80〇

3,055,003

13,950,803

5,349,917

823,490

672,810

462,463

7,308,680

47,800

23,716

7321

21,338,320

12,039,200

3,004938

15,044,138

5,380,920

759,930

636,195

457,695

7,234,740

51,700

24,508

6,442

22,361,528

0,91

1.02

0.93

0.99

l.08

1.06

1･01

101

0.92

0.97

L14

0.95

1 . 都市基盤整備公団及び本州四国連
絡橋公団は、鉄道分を除く。

2 , 民間都市開発推進機構は、 港湾整
備分を除く。

3 , 財政投融資には政府保証外債を含
む。

4 . 自己資金等には、 以下の財投機関
債を含む。
･住宅金融公庫 2,000億円
･日本道路公団 顔の億円
･首都高速道路公団 100億円
･阪神高速道路公団 100億円
･都市基盤整備公団の財投機関債の
額については、予算編成までに確
定する。

5. N T T‐A型事業は含まない。

表 7 重点化枠要望

I 公共事業配分重点化枠

-
川 本新生特別枠 (公共) -く国費合計 :4,307億円)

0 IT Sの推進、IT防災基盤整備、光ファイバー網の整備等による IT革
命の推進

1.α)6億円
0 沿道環境の改善、水質改善等による環境問題への対応

617億円
0 高齢者向け住宅の性格、歩行空間等のバリアフリー化、防災対策の
推進等による高齢化対応

778億円
0 環状道路の整備、物流の効率化、再開発･区画整理、都市災害対策、
都心部における住宅供給等による都市基盤整備

1,906億円

l 2生活関連等公共事業重点化枠 iく国費合計 :5,058億円)

○ 渋滞対策、雨水対策、ふるさとの下水道の緊急整備、電線類地中化
等による生活 ･衛生環境の向上

鰐
川
斑
J

合
メ
リ
ッ
ト
を
発
揮
し
た
連
携
施
策
や
日
本
新
生
プ
ラ
ン

鰺総

…重
要
四
分
野
で
あ
る

｢都
市
基
盤
整
備
｣
｢I
T
革
命
の

襁
叱
緘

…

推
進
｣
｢環
境
問
題
へ
の
対
応
｣
｢高
齢
化
対
応
｣
等
直
面

燃
三
す
る
政
策
課
題
に
対
応
し
た
施
策
を
重
点
的
に
盛
り
込
ん

騨
鰤
朧

-

だ
と
こ
ろ
で
あ
る
o

や
予
編

-

公
共
事
業
を
と
り
ま
く
状
況
は
、
経
済
社
会
の
変
化
や

鰡餓擁
…時
代
の
ニ
ー
ズ
に
適
応
し
た
も
の
に
な
っ
て
い
な
い
と
の

　
　
　

　

　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

幾
ら
は

一

　
　
　
　　
　
　　
　
　

杵
礪
脉
朴
-
性
の
向
上
を
図
る
必
要
が
あ
る
o

ま
た
、
国
民
生
活
や
経
済
･
社
会
活
動
を
支
え
る
最
も

円

-
根
幹
的
な
施
設
で
あ
る
道
路
の
必
要
性
は
依
然
と
し
て
高

　

　
　

7

･

o

-

く
、
受
益
者
負
担
と
い
う
合
理
的
考
え
方
に
基
づ
く
道
路

　
　

　

　

　
　

　

　

脉

-

特
定
財
源
制
度
を
損
な
う
こ
と
な
く
新
道
路
整
備
五
箇
年

鰯

…
計
画
に
基
づ
く
着
実
な
道
路
整
備
を
進
め
て
い
く
必
要
が

整

-

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

地域間の交流を促進するトンネル･橋梁の整備、生活用水確保、
良好な住宅の整備等による地域の振興

-- - - - - - - - - - - - - - - - - -

○ 水害 ･土砂災害対策、密集市街地整備、老朽公営住宅建替等による
安全な地域づくり

1,701億円
I 非公共事業配分重点化枠

l
日本新生特別枠 0I公共) -く国費合計:82億円)

0 高次都市情報管理システムの開発
0 ITを利用した国土監視基盤の整備
O ETC技術を利活用した新道路社会システムの開発
0 建設業 ･不動産業における電子商取引促進のためのシステム開発等
研究

○ 地球温暖化に伴う海面上昇に対応する国土保全の推進検討
0 公共工事のゼロエミッション推進に向けた研究開発
○ シックハウス対策技術の開発
0 高齢者対応建築技術の開発普及
○ 官庁施設のバリアフリー化の推進

｢日本新生特別枠 (公共留保枠 :1,000億円、非公共留保する¥ 5卸億円)｣
については、省庁競合等による施策の融合や事業間の連携を推進する等
の観点から、それらの施策に対して特段の予算配分を行うこととし、 8
月末時点の要望には含めず、その後の予算編成過程における検討を踏ま
え、要望を行う。



参考 概算要求の基本的な方針 (平成惟2年 8月 1日閣議了解) (抄)

我が国経済は、これまでの各般の政策努力の結果もあって、緩やかな改善を続けており、
企業部門を中心に自律的回復に向けた動きが徐々に強まっているが、 業種や地域では依然

としてバラつきがあり、 また、 雇用や個人消費はなお厳しい状況を脱していない。 他方、

我が国財政は、 これまで景気回復のための財政出動を続けてきた結果、 一段と厳しさを増

して いる。

このような中、 今後の財政運営については、公需から民需へのバトンタッチを円滑に行い、

景気を本格的な回復軌道に乗せるよう引き続き全力を挙げつつ我が国経済の動向等を注意

深く見ながら適切に対応するとともに、財政の効率化、質的改善に取り組むこととする。
※平成13年 1月より、 中央省庁等改革による新省庁体制が発足し、 平成13年度予算

は新体制での初の滴年度予算となることに鑑み、 従来にも増して施策内容を総点

検した上で編成する。 また、 新たに府省が編成されることを踏まえ、 関係省庁は

要求段階から緊密な連携を図ることとする。
平成13年度予算の概算要求については、 以上のような基本的考え方を踏まえた上で、 具

体的には下記により行うものとする。
なお、 平成12年度予算の執行に当たっても、 行政経費等既定経費の一部について、 その

執行を留保するものとする。
記

1 各省庁は、 中央省庁等改革により新たに府省が編成されることを踏まえ、 関係省庁間

の連携の下、 平成13年度における各所管ごとに、 以下の(1)、 (2)及び(3)の範囲内において、

適正に積算を行い、 要求するものとする。
(1) 公共事業関係費については、 前年度当初予算における額に相当する額から、 7,000億円

を前年度当初予算における公共事業関係費の総額で除した率を乗じた額を控除した額。
･ (注) 地域戦略プラン事業の推進を図るための経費として前年度同額を確保する。

(2) 社会保障関係費については、 前年度当初予算における額に相当する額に高齢化等に伴

う義務的経費の増加等 (各所管計7,500億円) を加算した額。なお、児童手当については、
具体的な財源の確保及び費用負担の在り方と併せて、 予算編成過程で検討するものとす

る。

(3) その他の経費については、 前年度当初予算における額に相当する額に、 人件費に係る

義務的経費の増を加算し、 下記 2(1)②に規定する配分重点化対象経費額に1000分の19を

乗じた額を控除した額。
(注) 平成13年度の参議院議員通常選挙に必要な経費の増、 平成12年度の衆議院議員

総選挙に必要な経費の減、 平成12年度の国勢調査の実施に必要な経費の減、 九

州 ･沖縄サミットの開催に必要な経費の減等については、 上記の金額に加減算す

る。

2 また、 各省庁は、 中央省庁等改革により新たに府省が編成されることを踏まえ、 関係

省庁間の連携の下、 各所管ごとに、 下記の措置について、 所要の要望を行うものとする。

(1) 日本新生プランの重要 4分野である I T 革命の推進、 環境問題への対応、 高齢化対応

及び都市基盤整備を中心に、 新産業創造の観点を踏まえた人材育成や福祉 ･介護分野、
科学技術等、 21世紀における我が国経済社会の新生に特に資する施策に特段の予算配分

を行うこととし、 公共事業関係費を除く経費について、 ｢日本新生特別枠 (非公共)｣ を

設定し、 各省庁の要望を踏まえ、 予算編成過程において、 総額2,500億円の範囲内で予算

措置を講ずる。
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この特別枠に係る各省庁の要望については、 各所管ごとに、
① 前年度当初予算における ｢情報通信、 科学技術、 環境等経済新生特別枠｣ の配分実

績額に相当する額
② 前年度当初予算における ｢配分重点化対象経費額｣ (文教及び科学振興費、中小企
業対策費、 エネルギー対策費及びその他の事項経費 (情報収集衛星に係る経費を除く)

からそれぞれの経費中の人件費等に該当する経費を控除した額の合計額に相当する

額) の100分の 5に相当する額

等を基準とする。
(2) 21世紀の新たな発展基盤の構築に向けて、 公共投資の重点化を更に推進するため、 公
共事業関係費について、 I T 革命の推進、 環境問題への対応、 高齢化対応及び都市基盤
整備を中心とする日本新生プランの推進を図る観点から、 配分重点化枠として ｢日本新
生特別枠 (公共)｣ を設定するとともに、 生活 ･衛生環境の向上、 地域の振興、 安全な
地域づくり等の諸課題に引き続き適切に応える観点から、 配分重点化枠として ｢生活関
連等公共事業重点化枠｣ を設定することとする。 これらについては、 各省庁の要望を踏
まえ、 予算編成過程において、 ｢日本新生特別枠 (公共)｣ については総額3,000億円の範

囲内で、 ｢生活関連等公共事業重点化枠｣ については総額3,000億円の範囲内で予算措置
を講ずる。

なお、 各省庁は、 ｢日本新生特別枠 (公共)｣ の範囲に止まらず、 要求に当たっては、
所管の公共事業予算全体について日本新生プラン等の重要課題への重点化を図ることと

する。
また、 公共投資全般について、 所管を越えた事業間の連携の強化、 公共工事コスト縮

減対策の推進、 費用対効果分析等の客観的な評価による採択の必要性の検証、 再評価に
よる継続事業の見直し、 事後評価を通じた既存ストックの有効活用等を一層徹底するこ
とにより、 事業の効率的 ･効果的実施を図り、 その透明性を十分確保するとともに、 国
と地方の役割分担の明確化等の観点から、 引き続き直轄事業及び補助事業の見直しを行
うこととする。

(3) 平成13年 1月から実施される中央省庁等改革の本旨を踏まえ、 施策の合理化や事業間
の連携を推進する等の観点から、それらの施策に対して特段の予算配分を行うこととし、
公共事業関係費を除く経費について ｢日本新生特別枠 (非公共留保枠)｣、 公共事業関係
費について ｢日本新生特別枠 (公共留保枠)｣ を設定し、 予算編成過程において、 それ
ぞれ総額500億円、 1,000億円の範囲内で予算措置を講ずる。

これらの特別枠に係る各省庁の要望については、 8月末日を期限とする要望には含め

ず、 その後の予算編成過程における検討を踏まえ、 要望を行うこととする。
(以下略)
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道
路
局
国
道
課

は
じ
め
に

一
般
国
道
は
、
現
在
四
五
九
路
線
、
実
延
長
約
五
三
、

○
○
○
如
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
成
し
て
い
る
。
こ
れ
ら

一
般
国
道
は
、
高
速
自
動
車
国
道
等
高
規
格
幹
線
道
路
と

一
体
と
な
っ
て
全
国
的
な
道
路
網
を
構
成
し
、
全
国
的
な

交
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
、
安
全
で
円
滑
な
モ
ビ
リ
テ

ィ
の
確
保
、
地
域
連
携
の
強
化
及
び
地
域
振
興
支
援
等
の

機
能
を
有
し
、
我
が
国
の
社
会
活
動
を
支
え
る
根
幹
的
交

通
施
設
と
し
て
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
近
年
の
交
通
量
の
増
大
に
伴
い
、
都

市
部
及
び
そ
の
周
辺
を
中
心
に
交
通
混
雑
の
深
刻
化
、
交

通
安
全
上
の
問
題
が
顕
在
化
し
、
山
間
部
等
で
は
狭
縊
区

間
、
防
災
上
の
危
険
区
間
、
交
通
不
能
区
間
等
が
多
く
残

さ
れ
て
い
る
。

た
と
え
ば
、
平
成
一
〇
年
四
月
一
日
現
在
、
四
車
線
以

上
で
整
備
さ
れ
て
い
る
区
間
は
わ
ず
か
五
、
八
七
七
畑

(
二

･
0
%
)
し
か
な
い
現
状
に
あ
る
。
ま
た
、
改
良

済
み
区
間
は
四
七
、
四
九
三
如

(八
八
･
六
%
)
で
あ
り
、

交
通
が
ス
ム
ー
ズ
に
通
行
し
て
い
な
い
区
間
は
二
四
、
五

二
七
如

(四
五
･
七
%
)
に
達
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
現
状
に
鑑
み
、
平
成
一
○
年
度
を
初
年
度

と
す
る
新
た
な
道
路
整
備
五
箇
年
計
画
に
基
づ
き
、
平
成

一
二
年
度
に
引
き
続
き
、
広
域
的
な
物
流
の
効
率
化
に
大

き
な
役
割
を
果
た
す
、
高
規
格
幹
線
道
路
に
指
定
さ
れ
た

一
般
国
道
の
自
動
車
専
用
道
路
や
地
域
高
規
格
道
路
を
重

点
的
に
整
備
す
る
と
と
も
に
、
中
心
市
街
地
の
活
性
化
基

盤
を
充
実
さ
せ
る
た
め
、
都
市
環
状
道
路
、
バ
イ
パ
ス
、

放
射
道
路
、
都
心
環
状
道
路
等
の
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

重
点
的
な
整
備
を
推
進
す
る
ほ
か
、
高
度
情
報
通
信
社
会

の
進
展
を
図
る
た
め
、
情
報
ハ
イ
ウ
ェ
イ
の
構
築
、
I
T

S
(高
度
道
路
交
通
シ
ス
テ
ム
)
の
整
備
等
を
推
進
す
る
。

ま
た
、
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
、
都
市
づ
く
り
を
支
援

す
る
た
め
、
交
差
点
立
体
化
等
に
よ
る
渋
滞
対
策
を
推
進

す
る
と
と
も
に
、
よ
り
よ
い
生
活
環
境
の
確
保
、
良
好
な

環
境
の
保
全
･
形
成
の
た
め
遮
音
壁
や
環
境
施
設
帯
の
設

置
な
ど
道
路
構
造
対
策
等
を
推
進
す
る
。

さ
ら
に
、
安
心
し
て
住
め
る
国
土
の
実
現
の
た
め
、
橋

梁
等
の
耐
震
補
強
、
及
び
道
路
防
災
総
点
検
や
岩
盤
斜
面

等
の
緊
急
調
査
結
果
に
基
づ
く
防
災
対
策
を
推
進
す
る
。

以
下
に
平
成
一
三
年
度
の
一
般
国
道
関
係
予
算

(概
算

要
求
)
の
概
要
に
つ
い
て
述
べ
る
。

一

喜
規
格
幹
線
道
路
の
整
備

地
域
間
の
活
発
な
交
流
を
支
え
、
活
力
あ
る
地
域
づ
く



り
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、地
域
産
業
の
活
性
化
を
促
し
、

経
済
構
造
の
改
革
を
支
援
す
る
た
め
、
二
一
世
紀
初
頭
ま

で
に
一
四
、
○
○
○
如
の
高
規
格
幹
線
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
概
成
を
目
標
に
、
今
後
の
道
路
政
策
の
中
心
的
課
題

と
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

一
般
国
道
に
自
動
車
専
用
道
路
と
し
て
整
備
す
る
高
規

格
幹
線
道
路
は
、
総
延
長
で
約
二
、
三
〇
〇
如

(本
州
四

国
連
絡
道
路
除
き
)
で
あ
り
、
既
に
事
業
に
着
手
し
て
い

る
首
都
圏
中
央
連
絡
自
動
車
道
、
東
海
環
状
自
動
車
道
、

京
奈
和
自
動
車
道
等
大
都
市
圏
環
状
道
路
を
中
心
に
積
極

的
な
事
業
展
開
を
図
る
と
と
も
に
、
事
業
着
手
の
準
備
が

整
っ
た
首
都
圏
中
央
連
絡
自
動
車
道

(国
道
四
六
八
号

大
栄
~
横
芝
)、
北
近
畿
豊
岡
自
動
車
道

(国
道
四
人
三

　　　　
　

高
齪

　
　

　
　

高規格幹線道路新規着工準備箇所

路 線 名 箇 所 名 濶 業
体

事
主 縣

首都圏中央連絡自動車道 騰鰯
18 轢 櫟

北近畿豊岡自動車道 %路騰繞
壤
日

AY 醸 難
合 24

号

日
高
豊
岡
南
道
路
)
二
四
血
に
つ
い
て
区
間
の
新
規

着
工
準
備
を
要
求
し
て
い
る
。

ま
た
、
高
速
自
動
車
国
道
に
並
行
す
る
一
般
国
道
に
お

い
て
既
に
事
業
に
着
手
し
て
い
る
自
動
車
専
用
道
路
の
整

備
を
促
進
し
、
当
面
そ
の
活
用
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
る

(表
1
参
照
)。

さ
ら
に
、
高
規
格
幹
線
道
路
の
事
業
と
密
接
に
関
連
す

る
東
京
外
か
く
環
状
道
路
、
名
古
屋
環
状
二
号
線
等
の
事

業
に
つ
い
て
継
続
実
施
す
る
。

二

地
域
高
規
格
道
路

全
国
的
な
高
規
格
幹
線
道
路
と
一
体
と
な
っ
て
幹
線
道

路
網
を
形
成
し
、
地
域
の
振
興
･
活
性
化
を
図
る
た
め
、

重
点
的
か
つ
計
画
的
な
整
備
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
、
長
期
的
に
は
六
、
0
0
0
如
~
八
、
0
0
0
如
整
備

を
目
標
と
し
て
い
る
。
地
域
高
規
格
道
路
は
平
成
一
〇
年

六
月
に

｢候
補
路
線
｣
と
し
て

=
○
路
線
、
｢計
画
路

線
｣
と
し
て
一
人
七
路
線
が
追
加
指
定
さ
れ
た
。

三

一
般
道
路
の
整
備

l

一
次
改
築

一
般
国
道
の
一
次
改
築
は
、
交
通
不
能
区
間
及
び
幅
員

狭
隧
区
間
の
解
消
、
冬
期
交
通
の
確
保
を
図
る
こ
と
に
よ

り
地
域
交
流
の
拡
大
、
地
域
開
発
の
促
進
等
に
極
め
て
大

き
な
役
割
を
も
つ
事
業
で
あ
り
、
指
定
区
間
及
び
権
限
代

行
区
間
に
つ
い
て
は
直
轄
事
業
に
よ
り
、
そ
れ
以
外
の
区

間
に
つ
い
て
は
補
助
事
業
に
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
整
備
を
進
め

て
い
る
。

直
轄
事
業
に
お
い
て
は
権
限
代
行
区
間
と
し
て
、
愛

媛

･
高
知
四
四
〇
号

(地
芳
道
路
)
、
新
潟

･
福
島
二
八

九
号

(八
十
里
越
)
等
の
路
線
に
つ
い
て
事
業
を
継
続
実

施
す
る
。
ま
た
、
指
定
区
間
で
は
北
海
道
三
九
三
号

(赤

井
川
道
路
)、
二
七
四
号

(徹
別
道
路
)
等
の
路
線
に
つ

い
て
事
業
を
継
続
実
施
す
る
。

補
助
事
業
に
お
い
て
も
、
交
通
不
能
区
間
の
解
消
を
図

る
べ
く
新
潟
･
福
島
二
八
九
号
、
三
重
三
三

号
、
福
井

四
七
六
号
、
和
歌
山
三
七
一
号
等
の
整
備
を
促
進
す
る
。

2

二
次
改
築

一
般
国
道
の
二
次
改
築
は
、
市
街
地
部
の
交
通
混
雑
の

緩
和
、
空
港
、
港
湾
、
I
C
、
主
要
駅
等
の
交
通
拠
点
へ

の
連
絡
強
化
及
び
地
域
振
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
支
援
等
の

観
点
か
ら
、
現
道
拡
幅
、
バ
イ
パ
ス
、
環
状
道
路
の
整
備

を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
早
期
に
整
備
効
果
が
発
現
で
き

る
箇
所
等
を
中
心
に
、
計
画
的
か
つ
重
点
的
に
事
業
の
展

開
を
図
る
。
ま
た
、
事
業
着
手
の
準
備
が
整
っ
た
大
規
模

二
次
改
築

(国
道
五
〇
号

前
橋
笠
懸
道
路
)
に
つ
い
て

新
規
着
工
準
備
を
要
求
し
て
い
る
。

ま
た
、
防
災
･
震
災
対
策
や
、
よ
り
よ
い
生
活
環
境
の

確
保
･
良
好
な
環
境
の
保
全
形
成
の
た
め
の
緑
化
･
環
境

対
策
等
を
推
進
す
る
。

○

バ
イ
パ
ス
･
環
状
道
路
の
整
備

大
都
市
圏
内
、
地
方
中
核
都
市
及
び
そ
の
周
辺
部
の
交



通
混
雑
の
抜
本
的
な
解
消
と
沿
道
環
境
の
改
善
を
図
る
た

め
に
は
、
既
成
市
街
地
か
ら
通
過
交
通
を
迂
回
さ
せ
る
と

と
も
に
都
市
に
発
生
集
中
す
る
交
通
を
分
散
導
入
さ
せ
る

役
割
を
持
つ
バ
イ
パ
ス
･
環
状
道
路
の
整
備
を
推
進
す
る

必
要
が
あ
る
。

平
成
一
三
年
度
は
、
既
着
手
箇
所
を
中
心
に
交
通
混
雑

や
沿
道
環
境
の
悪
化
が
特
に
著
し
い
箇
所
に
重
点
を
置
く

と
と
も
に
、
地
域
振
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
不
可
欠
な
道
路

事
業
の
う
ち
、
早
期
完
成
に
よ
り
大
き
な
事
業
効
果
が
期

待
で
き
る
事
業
及
び
空
港
、
港
湾
、
I
C
、
主
要
駅
等
へ

の
連
絡
を
強
化
す
る
整
備
に
つ
い
て
重
点
的
に
整
備
を
推

進
し
、
直
轄
事
業
に
お
い
て
は
、
山
形
一
三
号

(山
形
北

バ
イ
パ
ス
)、
福
岡
三
号

(折
尾
遠
賀
拡
幅
)
等
の
部
分

供
用
を
図
る
と
と
も
に
、
補
助
事
業
に
お
い
て
も
、
三
重

三
〇
六
号

(四
日
市
菰
野
バ
イ
パ
ス
)
、
福
岡
四
九
五
号

(響
灘
工
区
)
等
に
つ
い
て
積
極
的
な
展
開
を
図
る
。

④

渋
滞
対
策

都
市
内
の
幹
線
道
路
網
は
、
都
市
の
諸
活
動
を
支
え
る

基
盤
と
し
て
必
要
不
可
欠
な
も
の
で
あ
り
、
従
来
か
ら
そ

の
計
画
的
･
体
系
的
な
整
備
の
促
進
に
努
め
て
き
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
道
路
交
通
需
要
の
大

き
な
伸
び
に
よ
り
、
道
路
交
通
渋
滞
の
状
況
は
悪
化
し
て

お
り
、
渋
滞
に
よ
る
交
通
事
故
の
増
加
、
時
間
や
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
ロ
ス
に
よ
る
経
済
活
動
へ
の
多
大
な
損
失
、
及
び

騒
音
･
排
気
ガ
ス
に
よ
る
環
境
へ
の
影
響
が
顕
在
化
し
て

い
る
。

そ
の
た
め
、
平
成
一
三
年
度
に
お
い
て
も
引
き
続
き
交

通
容
量
の
拡
大
施
策
と
し
て
バ
イ
パ
ス
、
環
状
道
路
等
の

道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
及
び
多
車
線
化
に
よ
る
幅
の

確
保
、
交
差
点
改
良
、
立
体
化
等
に
よ
る
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク

の
解
消
等
の
事
業
を
推
進
し
、
直
轄
事
業
に
お
い
て
は
、

青
森
四
号

(十
和
田
バ
イ
パ
ス
)
、
茨
城
五
一
号

(鹿
嶋

バ
イ
パ
ス
)
等
、
補
助
事
業
に
お
い
て
は
、
大
阪
一
七
〇

号

(三
ツ
松
高
架
橋
)
等
の
供
用
を
図
る
。

③

交
通
安
全
対
策

改
築
事
業
の
推
進
が
交
通
の
安
全
確
保
に
大
き
く
寄
与

し
て
い
る
と
の
観
点
か
ら
、
特
定
交
通
安
全
施
設
等
整
備

事
業
と
の
適
切
な
役
割
分
担
の
も
と
に
、
現
道
拡
幅
、
バ

イ
パ
ス
等
の
整
備
に
伴
う
歩
道
等
の
整
備
を
推
進
す
る
。

④

防
災
･
震
災
対
策

豪
雨
豪
雪
等
に
対
す
る
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
安
全

性
･
信
頼
性
の
向
上
を
図
る
た
め
の
防
災
対
策
事
業
と
し

て
、
平
成
八
･
九
年
度
実
施
の

｢道
路
防
災
総
点
検

全豪

雨
･
豪
雪
等
)｣
に
基
づ
き
、
緊
急
的
に
対
策
を
実
施
す

る
斜
面
等
に
つ
い
て
防
災
対
策
を
実
施
す
る
。

⑩

都
市
モ
ノ
レ
ー
ル

都
市
交
通
の
円
滑
化
を
図
る
た
め
、
道
路
の
空
間
を
利

用
し
て
、
道
路
交
通
の
補
完
的
役
割
を
果
た
す
都
市
モ
ノ

レ
ー
ル
の
建
設
を
推
進
す
る
。

⑭

そ
の
他

耐
荷
力
の
不
足
し
て
い
る
老
朽
橋
の
架
替
、
踏
切
道
の

改
良
な
ど
の
事
業
を
推
進
す
る
ほ
か
、
半
島
循
環
道
路

(昭
和
六
三
年
三
一月
三
日
官
報
告
示
)
の
整
備
促
進
を

図
る
。

四

共
同
溝

大
都
市
及
び
そ
の
周
辺
の
道
路
に
は
、
電
話
･
電
気
･

ガ
ス
･
上
下
水
道
等
の
都
市
活
動
に
不
可
欠
な
公
共
公
益

施
設
が
多
数
埋
設
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
ケ
ー
ブ
ル
･

管
路
の
新
設
や
補
修
等
の
た
め
の
路
面
の
掘
り
返
し
は
道

路
交
通
に
著
し
い
支
障
を
与
え
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
掘

り
返
し
を
防
止
し
道
路
構
造
の
保
全
と
円
滑
な
道
路
交
通

の
確
保
を
図
る
と
と
も
に
、
道
路
地
下
空
間
の
効
率
的
利

用
の
観
点
か
ら
昭
和
三
八
年
度
よ
り
共
同
溝
の
整
備
を
進

め
て
き
て
お
り
、平
成
三
一年
度
末
ま
で
の
整
備
延
長
は
、

約
四
五
〇
皿
に
達
す
る
見
込
み
で
あ
る
。

平
成
一
三
年
度
は
、
東
京
二
三
区
･
名
古
屋
市
･
大
阪

市
な
ど
全
国
の
主
要
な
都
市
に
お
い
て
整
備
を
推
進
し
、

さ
ら
に
約
二
○
畑
の
延
伸
を
図
る
予
定
で
あ
る
。

五

電
線
共
同
溝

安
全
で
快
適
な
通
行
空
間
の
確
保
、都
市
災
害
の
防
止
、

都
市
景
観
の
向
上
等
の
観
点
か
ら
電
線
類
の
地
中
化
を
積

極
的
に
推
進
す
る
と
と
も
に
、
高
度
情
報
通
信
社
会
の
早

期
実
現
に
寄
与
す
る
た
め
、
道
路
の
地
下
を
活
用
し
て
光

フ
ァ
イ
バ
ー
、
電
力
線
等
を
収
用
す
る
空
間

｢電
線
共
同

溝

(C
･
C
･
B
O
×
)｣
の
整
備
を
推
進
す
る
。

平
成
=
年
度
よ
り
ス
タ
ー
ト
し
た
新
電
線
類
地
中
化



計
画
に
お
い
て
は
、
中
規
模
程
度
の
商
業
系
地
域
や
住
宅

系
地
域
な
ど
を
電
線
類
地
中
化
整
備
対
象
に
加
え
整
備
を

推
進
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

六

維
持
修
繕

道
路
ス
ト
ッ
ク
を
保
全
し
、
道
路
機
能
を
最
大
限
に
発

揮
さ
せ
る
た
め
、
経
常
的
な
業
務
と
し
て
維
持
･
修
繕
は

必
要
不
可
欠
な
重
要
業
務
で
あ
る
。

一
般
国
道
の
う
ち
、
特
に
重
要
な
広
域
幹
線
を
形
成
す

る
道
路
に
つ
い
て
は
、
指
定
区
間
と
し
て
国
が
直
轄
事
業

と
し
て
維
持
･
修
繕
を
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ま
た
、
指
定
区
間
外
に
つ
い
て
は
、
一
定
規
模
以
上
の

補
修
な
ど
を
補
助
事
業
の
対
象
と
し
て
い
る
。

平
成
一
三
年
度
は
、
今
後
増
加
･
老
朽
化
す
る
道
路
ス

ト
ッ
ク
の
健
全
性
の
向
上
を
図
り
道
路
構
造
物
等
の
破
損

に
よ
る
事
故
防
止
を
図
る
た
め
、
点
検
･
管
理
の
よ
り
一

層
の
充
実
と
と
も
に
、
第
三
者
被
害
の
恐
れ
が
あ
る
等
そ

の
被
害
が
極
め
て
大
き
い
と
想
定
さ
れ
る
施
設
の
補
修
･

補
強
な
ど
計
画
的
な
維
持
管
理
を
推
進
す
る
。
ま
た
、
光

フ
ァ
イ
バ
ー
、
I
T
V
等
の
情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た

法
面
形
状
等
の
把
握
な
ど
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
な
監
視
に
よ

り
道
路
の
安
全
を
確
保
す
る
。

指
定
区
間
の
維
持
管
理
に
つ
い
て
は
、
路
面
、
路
肩
、

路
側
部
、
橋
梁
等
構
造
物
及
び
交
通
安
全
施
設
の
維
持
、

補
修
の
ほ
か
、
清
掃
･
緑
地
管
理
、
巡
回
等
の
経
常
的
作

業
を
行
っ
て
い
く
。
ま
た
、
沖
縄
県
の
未
買
収
道
路
用
地

の
処
理
を
行
う
。

修
繕
に
つ
い
て
も
路
面
、
歩
道
、
ト
ン
ネ
ル
、
側
溝
等

の
修
繕
の
ほ
か
、
阪
神
･
淡
路
大
震
災
の
教
訓
を
踏
ま
え

た
橋
脚
耐
震
補
強
等
、
橋
梁
の
補
修
を
行
う
と
と
も
に
、

道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
安
全
性
･
信
頼
性
の
向
上
を
図
る

た
め
、
平
成
八
･
九
年
度
実
施
の
道
路
防
災
総
点
検
に
基

づ
く
防
災
事
業
を
実
施
す
る
。

七

沿
道
環
境
改
善

沿
道
環
境

(大
気
質
、
騒
音
)
の
現
況
が
厳
し
い
地
域

に
お
い
て
、
沿
道
環
境
改
善
の
た
め
事
業
を
総
合
的
･
集

中
的
に
実
施
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
平
成
一
一
年
度

に
創
設
し
た
事
業
で
あ
り
、平
成
一
三
年
度
も
引
き
続
き
、

よ
り
良
い
沿
道
環
境
の
実
現
に
向
け
、
環
境
施
設
帯
の
設

置
、低
騒
音
舗
装
の
敷
設
等
を
進
め
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

八

雪

寒

平
成
一
○
年
度
を
初
年
度
と
す
る
新
積
雪
寒
冷
特
別
地

域
道
路
交
通
確
保
五
箇
年
計
画
に
基
づ
き
除
雪
、
防
雪
、

凍
雪
筈
防
止
事
業
を
推
進
す
る
。

平
成
一
三
年
度
は
、
防
雪
事
業
や
除
雪
の
実
施
、
冬
期

の
交
通
支
障
箇
所
と
な
る
凍
結
路
面
箇
所
等
に
つ
い
て
消

雪
施
設
の
設
置
、
中
心
市
街
地
や
通
学
路
、
福
祉
施
設
周

辺
等
に
お
け
る
歩
行
空
間
の
確
保
、
流
雪
溝
の
整
備
に
よ

る
地
域
と
連
携
し
た
雪
処
理
の
推
進
、
気
象
情
報
収
集
装

置
等
の
整
備
を
推
進
す
る
。

九

交
通
安
全

平
成
一
三
年
度
は
、
第
六
次
特
定
交
通
安
全
施
設
等
整

備
事
業
七
箇
年
計
画
の
六
年
度
目
と
し
て
、
交
通
事
故
の

削
減
と
道
路
交
通
環
境
の
改
善
を
図
っ
て
い
く
。

こ
の
た
め
、
一
種
事
業
に
つ
い
て
は
、
交
差
点
改
良
等

に
よ
り
、
事
故
多
発
地
点
に
重
点
投
資
を
行
う
。
ま
た
、

高
齢
者
は
障
害
者
の
利
用
に
配
慮
し
、波
打
ち
歩
道
対
策
、

幅
の
広
い
歩
道
の
整
備
な
ど
、
歩
道
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

を
推
進
す
る
。
二
種
事
業
に
つ
い
て
は
、
道
路
照
明
･
道

路
標
識
及
び
道
路
情
報
提
供
装
置
等
の
整
備
を
推
進
す
る

ほ
か
、
自
動
車
駐
車
場
に
つ
い
て
も
整
備
を
促
進
す
る
。

ま
た
、
疲
労
運
転
に
よ
る
交
通
事
故
を
防
止
す
る
と
と
も

に
、
個
性
豊
か
な
地
域
づ
く
り
を
支
援
す
る
た
め
、
一
般

道
路
の
休
憩
施
設

｢道
の
駅
｣
の
整
備
を
推
進
す
る
。

お
わ
り
に

建
設
省
と
し
て
は
、
従
来
よ
り
国
の
直
轄
事
業
及
び
補

助
事
業
と
し
て
鋭
意
一
般
国
道
の
整
備
を
進
め
て
き
た
と

こ
ろ
で
あ
る
が
、
高
規
格
幹
線
道
路
･
地
域
高
規
格
道
路

の
早
期
整
備
、
交
通
混
雑
の
緩
和
、
交
通
不
能
区
間
や
危

険
個
所
の
解
消
な
ど
緊
急
に
整
備
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

多
く
の
箇
所
を
残
し
て
お
り
、
整
備
の
要
望
も
極
め
て
大

き
い
。

こ
の
た
め
、
一
層
重
点
的
･
効
率
的
な
整
備
の
推
進
に

努
め
て
い
き
た
い
。



竃
鵜
週
睡
関
係
郭
卿
の
棚
襲

道
路
局
有
料
道
路
課

同

高
速
国
道
謀

る

(表
2
)。

2

高
速
自
動
車
国
道
の
建
設

高
速
自
動
車
国
道
に
つ
い
て
は
、
国
土
の
有
効
活
用
を

図
り
、
地
域
ブ
ロ
ッ
ク
の
自
立
的
な
発
展
を
支
え
る
と
と

も
に
、
物
流
の
効
率
化
な
ど
経
済
構
造
改
革
を
強
力
に
支

援
す
る
た
め
、
大
都
市
圏
に
お
け
る
環
状
道
路
、
三
大
都

市
圏
を
結
ぶ
第
二
束
名
･
名
神
や
地
域
ブ
ロ
ッ
ク
の
循
環

型
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
等
の
整
備
を
重
点
的
に
推
進
す
る
。

平
成
一
三
年
度
は
、
東
北
横
断
自
動
車
道
酒
田
線

(村

田
~
酒
田
み
な
と
)
全
線
供
用
と
な
る
酒
田
~
酒
田
み
な

と
間
、
日
本
海
沿
岸
東
北
自
動
車
道
初
の
供
用
と
な
る
河

辺
~
秋
田
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
間
、
中
部
横
断
自
動
車
道
初

の
供
用
と
な
る
白
根
~
双
葉
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
間
な
ど
七

道
八
区
間
九
人
如
の
供
用
を
図
る
ほ
か
、
渋
滞
解
消
等
を

は
じ
め
に

る
o

有
料
道
路
事
業
は
、
財
政
投
融
資
資
金
や
民
間
か
ら
の

借
入
金
等
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
道
路
整
備
を
進
め
る

も
の
で
、
利
用
料
金
を
活
用
し
つ
つ
、
少
な
い
国
費
で
事

業
を
推
進
で
き
る
と
い
う
特
色
が
あ
り
、
従
来
、
立
ち
遅

れ
て
き
た
我
が
国
の
幹
線
道
路
整
備
は
、
限
ら
れ
た
財
源

の
も
と
で
、
有
料
道
路
制
度
に
よ
り
促
進
さ
れ
て
き
た
。

平
成
一
三
年
度
は
、
高
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
高
規

格
幹
線
道
路
等
に
つ
い
て
、
適
正
な
料
金
水
準
の
も
と
公

的
助
成
の
拡
充
や
整
備
･
管
理
に
か
か
わ
る
新
た
な
手
法

の
追
加
な
ど
、
有
料
道
路
制
度
の
的
確
な
運
用
を
図
り
、

着
実
な
整
備
を
推
進
す
る
。
ま
た
、
E
T
C
サ
ー
ビ
ス
地

域
の
拡
大
や
車
載
機
の
普
及
促
進
を
図
り
、
E
T
C
サ
ー

ビ
ス
を
充
実
す
る
な
ど
、
利
用
者
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図

平
成
一
三
年
度
有
料
道
路
関
係
予
算
要
求
額
は
、
五
箇

年
計
画
対
象
事
業
費
で
二
兆
三
、
六
六
一
億
円

(表
1
)

で
あ
り
、
有
料
道
路
関
係
事
業
費
が
全
体
事
業
費
に
占
め

る
割
合
は
、
三
一
%
と
な
っ
て
い
る
。

以
下
、
有
料
道
路
の
事
業
主
体
別
に
予
算
の
概
要
を
述

べ
る
こ
と
と
す
る
。

一

日
本
道
路
公
団

1

要
求
の
概
要

平
成
一
三
年
度
要
求
額
は
、
日
本
道
路
公
団
全
体
で
五

兆
三
、
四
九
九
億
円

(対
前
年
度
比
○
･
九
九
倍
)
で
あ

り
、
そ
の
う
ち
高
速
自
動
車
国
道
が
四
兆
六
、
0
六
九
億

円

(対
前
年
度
比
○
･
九
九
倍
)、
一
般
有
料
道
路
が
七
、

四
三
一
億
円

(対
前
年
度
比
一
･
0
三
倍
)
と
な
っ
て
い



表 1 平成13年度有料道路概算要求総括表 (単位 :百万円)

区 分
13年度要求 (A ) 前年度 (B ) 倍率 (A ) / (B )

備 考
事業費 国 費 事業費 国 費 事業費 国 費

有 料 道 路
日 本 道 路 公 団
首都高速道路公団
阪神高速道路公団
本州四国連絡橋公団
地方道路公社等
道 路 開 発 資 金

2,366,136

1,818,900

222,088

176,283

14,715

lo,150

30,000

522,780

306,800

25,050

17,550

1333 33

25,047

l5,000

2,363,496

1,807,959

230,726

1711 20

18,913

104 828

29,950

443,526

306,991

25100

15,600

53,333

27,502

15,000

1･00

1･0l

0.96

1,03

0.78

0.99

1･00

l,18

1･00

1･00

1.13

2.50

0.91

1･00

1 . N T T - A 型事業は、 含まない。
2 , 地方道路公社等は、 地方道路公社

及び地方公共団体に対する有料道路

融資等である。

表2 日本道路公団 (単位 :百万円)

区 分
13年度要求 (A ) 前年度 (B ) 倍率 (A ) / (B )

高 速 一 般 計 高 速 一 般 計 高速 一般 計

○ 事 業 計 画
建 設 費
維 持 改 良 費
調 査 費
建 設 利 息
小 計

業務管理費等
業務外支出等

1,206,000

327,700

3,800

138,500

1,676,000

264,833

2,666,024

85,000

39,500

950

17,450

142,900

50,320

549,840

1,291,00O

367,200

4,750

155,950

1,818,900

315,153

3,215,864

1,206,000

319,725

3,893

144,853

上674,471

258,530

27 29,204

75,00O

37,762

950

19,776

133,488

50,316

534,911

12 8LOOO

357,487

4,843

164,629

1,807,959

308,846

3,264,115

1･00

1.02

0.98

0,96

1.00

1.02

0.98

1.13

1,05

1.00

08 8

1･07

1･00

1.03

1･01

1.03

0.98

0,95

1･01

1.02

0.99

合 計 4,606,857 743,060 5,349,917 4,662,205 7l8,715 5,380,920 0.99 1,03 0.99

○ 資 金 計 画
政府出資金等
財 投 資 金
(政府借入金等)
( 外 債 )
自主調達資金
(財投機関債)
( 縁 故 債 )
(民間借入金 )

業 務 収 入 等

303,500

1,851,300

1,760,000

91,300

547,200

106,500

440,700

1,904,857

3,300

322,700

294,000

28,700

172,500

33,500

139,000

244,560

306,800

2,174 000

2,054,000

120,000

719,700

l40,000

579,700

2,149,417

302,500

1,883,500

1,784,300

99,200

593,200

u 5,700

477,500

1,883,005

4,491

336,500

315,700

20,800

125,900

24,300

101,600

251,824

306,991

2,220,000

2,100,000

120,00O

719,l00

140,000

579,100

2,134,829

1･00

0.98

0.99

0.92

0,92

皆増
皆減
0.92

1･01

0.73

0.96

0,93

1.38

l.37

皆増
皆減
1.37

0.97

1･00

0,98

0.98

1･00

1･00

皆増
皆滅
1･00

1･01

合 計 4,606,857 743,060 5,349,917 4,662,205 718,715 5,380,920 0,99 1.03 0,99

(注) 1 , 社会資本整備事業は含まない。
2 , 外債は12年度まで自主調達資金として整理されてきたが、 13年度より財政投融資計画の対象とされ

るため、 前年度資金計画における外債については財投資金として整理している。

4

維
持
･
改
良

高
速
自
動
車
国
道
及
び
一
般
有
料
道
路
に
つ
い
て
は
、

利
用
者
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、
安
全
性
、
定
時
性
等
の
向
上

を
図
る
と
と
も
に
良
好
な
道
路
環
境
を
保
全
す
る
観
点
か

ら
、
各
種
施
策
を
強
力
に
推
進
す
る
。

①

高
速
自
動
車
国
道
等
に
お
け
る
交
通
安
全
対
策
に

3

一
般
有
料
道
路
の
建
設

都
市
間
の
広
域
的
な
交
流
を
支
え
る
高
規
格
幹
線
道

路
、
大
都
市
圏
の
環
状
道
路
等
の
建
設
事
業
の
整
備
を
促

　　　
　 　　

る 一

図
る
た
め
の
東
北
横
断
自
動
車
道
協
和
…
秋
田
南
間
な
ど

三
道
四
区
間
一
九
皿
の
拡
幅
事
業
の
完
成
を
図
る
。
こ
れ

に
よ
り
、
平
成
一
三
年
度
末
に
は
全
体
計
画
延
長

(
一
一
、

五
二
〇
如
)
の
六
○
%
に
当
た
る
六
、
九
五
九
畑
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
が
形
成
さ
れ
る
こ
と
と
な
る

(表
3
)。

こ
れ
ら
の
事
業
を
推
進
す
る
た
め
、
平
成
一
三
年
度
に

お
け
る
建
設
費
は
一
兆
二
、
○
六
〇
億
円

(対
前
年
度
比

一
･
0
0
)
を
計
上
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
事
業
を
推
進
す
る
た
め
、
平
成
一
室
年
度
に

お
け
る
建
設
費
は
、
八
五
〇
億
円

(対
前
年
度
比
一
･
一

一三

を
計
上
し
て
い
る
。

平
成
一
三
年
度
は
、
新
た
に
首
都
圏
中
央
連
絡
自
動
車

道

(つ
く
ば
~
江
戸
崎
)
二
四
虹
に
つ
い
て
有
料
道
路
と

し 道
て (
事 つ
業 く
化 ば
を 5
図 江
る 一



関
す
る
事
業
計
画
に
基
づ
き
、
重
大
事
故
や
雨
天
時

の
事
故
の
防
止
を
目
的
と
し
た
強
化
型
防
護
柵
の
設

置
や
排
水
性
舗
装
の
整
備
等
を
重
点
的
に
実
施
す
る

と
と
も
に
、
付
加
車
線
、
休
憩
施
設
の
拡
充
等
の
各

種
交
通
安
全
対
策
を
推
進
す
る
。

②

料
金
所
の
渋
滞
解
消
･
緩
和
及
び
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

ス
化
に
と
も
な
う
利
用
者
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
の
た

め
、
E
T
C

(ノ
ン
ス
ト
ッ
プ
自
動
料
金
収
受
シ
ス

テ
ム
)
の
整
備
を
推
進
し
、
利
用
促
進
の
た
め
、
新

た
に
前
納
シ
ス
テ
ム
の
導
入
を
目
指
し
整
備
を
実
施

表 3 平成13度高速自動車国道供用予定区間 た テ め ス
②

重 と 置
道 路 名 区 間 延長 (k m )

北海道縦貫自動車道
東北横断自動車道酒田線
日本海沿岸東北自動車道
常磐自動車道
中部横断自動車道
近畿自動車道名古屋神戸線
東九州自動車道
東九州自動車道

小 計

国総 ~ 長万部
酒田 ~ 酒田みなと

河辺 ~ 秋田JC T

いわき四倉 ~ 広野

白根 ~ 双葉JC T

湾岸弥富 ~ 川越

大分宮河内 ~ 津久見
末吉 ~ 国分

11

12

3

14

7

8

21

22

98

[ 拡 幅 ]
北海道縦貫自動車道
東北横断自動車道釜石秋田線
東北横断自動車道いわき新潟線
九州縦貫自動車道鹿児島線

小 計

深川 ~ 音江P A

協和 ~ 秋田南

猪苗代磐梯高原~磐梯河東
えびのP A ~ えびの

(5)
(6)
(6)
(3)

(20)

平成12年度末 供用延長 (予定) 6,86lk m

平成13年度末 供用延長 (予定) 6,959k m

(注) 1, インターチェンジ等の名称については、 仮称である。
2. 拡幅延長は供用延長には含めない。

辷 路側アンテナ - {

ら なう ICカード

　 　 　 　　 　
　 　　 　　　

双方向無線通信 ぞ

　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　
　　　　　 　 　　　　 　　

ET C システムのイメージ

東京湾アクアラインにおける試行運用状況



す
る
。

③

平
成
一
○
年
度
を
初
年
度
と
す
る
新
た
な
渋
滞
対

策
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
基
づ
い
て
、
渋
滞
箇
所
の
解
消
･

緩
和
を
図
る
べ
く
本
線
及
び
I
C
の
改
良
等
を
推
進

す
る
。

④

沿
道
環
境
の
一
層
の
改
善
を
図
る
た
め
、遮
音
壁
、

新
型
遮
音
壁
、
裏
面
吸
音
板
、
低
騒
音
舗
装
な
ど
の

道
路
騒
音
対
策
を
積
極
的
に
推
進
す
る
。

⑤

V
I
C
S

(道
路
交
通
情
報
通
信
シ
ス
テ
ム
)
サ

ー
ビ
ス
の
充
実
等
に
よ
り
利
用
者
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

を
図
る
。

る
横
浜
環
状
線
の
整
備
に
努
め
る

⑤

上
記
継
続
路
線
の
う
ち
、
湾
岸
線

(五
期
)
の
全

線
供
用
を
目
指
す
。

⑥

利
用
者
の
情
報
ニ
ー
ズ
の
高
度
化
･
多
様
化
の
要

請
に
応
え
、
街
路
情
報
板
等
の
道
路
交
通
情
報
提
供

の
充
実
を
図
る
。

な
お
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
に
よ
る
利
便
性
の
向

上
等
を
図
る
E
T
C

(ノ
ン
ス
ト
ッ
プ
自
動
料
金
収

受
シ
ス
テ
ム
)
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
平
成
一
四
年
度

ま
で
に
全
料
金
所
に
導
入
す
る
。
ま
た
、
利
用
促
進

の
た
め
新
た
に
前
納
シ
ス
テ
ム
の
導
入
を
目
指
し
整

備
を
実
施
す
る
。

⑦

沿
道
環
境
の
一
層
の
改
善
を
図
る
た
め
、遮
音
壁
、

新
型
遮
音
壁
、
裏
面
吸
音
板
、
低
騒
音
舗
装
な
ど
の

道
路
騒
音
対
策
を
積
極
的
に
推
進
す
る
。

こ
れ
ら
の
事
業
を
推
進
す
る
た
め
、
高
速
道
路
建
設

費
と
し
て

八
五
三
億
円

(対
前
年
度
比
一
･
ニ
マ

を
計
上
し
て
い
る

(表
4
)。

二

百
部
亨
阪
神
高
速
道
路
公
団

1

首
都
高
速
道
路
公
団

首
都
高
速
中
央
環
状
新
宿
線
等
七
路
線
の
建
設
事
業
を

実
施
す
る
。

特
に
、

①

中
央
環
状
線
の
一
部
を
形
成
し
、
都
心
部
の
交
通

渋
滞
の
緩
和
を
図
る
た
め
の
首
都
高
速
板
橋
足
立

線
、
中
央
環
状
新
宿
線
の
整
備
を
促
進
す
る
。

②

東
京
湾
岸
道
路
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
す
る
高

速
湾
岸
線

(五
期
)
の
整
備
を
促
進
す
る
。

③

業
務
核
都
市
の
育
成
･
機
能
強
化
に
資
す
る
高
速

大
宮
線
、
高
速
川
崎
縦
貫
線
の
整
備
を
促
進
す
る
。

④

横
浜
内
陸
部
と
横
浜
･
川
崎
市
臨
海
部
及
び
横
浜

都
心
部
を
直
結
し
、
一
般
道
路
の
混
雑
緩
和
に
資
す

表 4 首都高速道路公団 (単位 ;百万円)

区 分 隊
)魂 度

)
年
B

前
(

率
解ル

費
費
金
費
費
息

等
等

職
轢
鎚
繕
利
計
賤
剃

画
路
路
路
査
修

鴎
鱗
調驫
小嶽

O

抑
即
御
皿
総
璃
僻
雛

瑯

38

1

43

斑
222

52

549

鱗
"端
鱗
翳

蛇
鰍
鵤
則
鵤
概
姥
馳
邸

合

“蹴 螂

金
府
体
金
金
粉
誇
り
等

団

資
誰
偶
途
、

共
資
蓋
濃
く
圦
J

画
資

公

職
梛
電
解
収

方
投
劫
殼
:
蹟
努

政

地

ヨ

期

緑

民

ガ

計資
出

財
目
(
(
(

業

O

馨
総
勢聽
騨

の
節
"
①
第

一
の
鯛
第

即
戦
則
即
螂
…糊
倣
鱒
期

合 計

“纖 邸
(注) 社会資本整備事業は含まない。



阪
神
高
速
道
路
公
団

淀
川
左
岸
線
等
一
一
路
線
の
建
設
事
業
を
実
施
す
る
。

特
に
、

①

大
阪
地
区
の
内
陸
部
と
臨
海
部
と
の
ア
ク
セ
ス
機

能
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
既
設
環
状
線
の
渋
滞

を
緩
和
す
る
た
め
の
淀
川
左
岸
線
･
大
和
川
線
等
の

整
備
を
促
進
す
る
。

②

兵
庫
地
区
の
交
通
混
雑
を
緩
和
し
縊
路
区
間
の
解

消
を
図
る
北
神
戸
線
、
神
戸
山
手
線
等
の
整
備
を
促

進
す
る
。

③

京
都
市
内
に
お
け
る
慢
性
的
な
交
通
渋
滞
に
よ
る

都
市
機
能
の
低
下
を
緩
和
す
る
た
め
、
京
都
高
速
道

路
の
新
十
条
通
及
び
油
小
路
線
の
整
備
を
促
進
す

る
。

表 5 阪神高速道路公団 (単位 :百万円)

区 分
求麟

刃
昨
(

度
)

年
B

前
(

率
解/

倍
刃

等
費
金
費
費
息

等
等

費
集
担

善

計
費
出

認
改
分
一
茶
利

璽
支

面
調
路
路
査
修

鰐
巨

計
鬱
道
街

寺
設

搾
汐

業
逮
速
連

警

小
形
務

事
高
高
関
調
維
建

業
業

O 伽
鯏
0

765
鱒
籤
鸚
犯
蘂

第
26

26

第

176

36

460

"
鷄

幻
俎
即
即
抑
留
邱
鋸
窕

合

@ 纖 賊

熟讓朧

鰭
出 則

即
即
戦
桝
剱
即
凹
即

鯛

野

舒

359

91

10

19

62

鯲

"
卸
の
①
①

-
①
"
%

鰕
郎
聞
鱒
螂
…擁
鰍
鷆
鰡

合

@ ㈱ 螂
(注) 社会資本整備事業は含まない。

④

営
業
路
線
の
混
雑
緩
和
を
図
る
た
め
空
港
料
金
所

拡
幅
等
の
車
線
拡
幅
、
出
入
路
増
設
等
の
事
業
を
推

進
す
る
。

⑤

利
用
者
の
情
報
ニ
ー
ズ
の
高
度
化
･
多
様
化
の
要

請
に
応
え
、
所
要
時
間
表
示
板
等
の
道
路
交
通
情
報

提
供
施
設
の
充
実
を
図
る
。
な
お
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

ス
化
に
よ
る
利
便
性
の
向
上
等
を
図
る
E
T
C

(ノ

ン
ス
ト
ッ
プ
自
動
料
金
収
受
シ
ス
テ
ム
)
の
サ
ー
ビ

ス
開
始
等
に
よ
り
利
用
者
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図

る
。
ま
た
、
利
用
促
進
の
た
め
新
た
に
前
納
シ
ス
テ

ム
の
導
入
を
目
指
し
整
備
を
実
施
す
る
。

⑥

沿
道
環
境
の
一
層
の
改
善
を
図
る
た
め
、遮
音
壁
、

新
型
遮
音
壁
、
裏
面
吸
音
板
、
低
騒
音
舗
装
な
ど
の

道
路
騒
音
対
策
を
積
極
的
に
推
進
す
る
。

こ
れ
ら
の
事
業
を
推
進
す
る
た
め
、
高
速
道
路
建
設
費

等
と
し
て
九
人
0
億
円

(対
前
年
度
比
一
･
二
七
)
を
計

上
し
て
い
る

(表
5
)
。

三

本
州
四
国
連
絡
橋
公
団

1

こ
れ
ま
で
の
整
備
状
況
と
今
後
の
整
備
予
定

○

こ
れ
ま
で
の
整
備
状
況

三
ル
ー
ト
か
ら
な
る
本
州
四
国
連
絡
道
路
は
、
計
画
延

長

一
人
五
･
七
皿
の
う
ち
、
現
在

一
七
二
･
九
畑

(九

三
%
)
を
供
用
中
で
あ
る
。
神
戸
淡
路
鳴
門
自
動
車
道

(八
九
･
○
如
)
と
瀬
戸
中
央
自
動
車
道

(三
七
･
三
蛔
)

は
全
線
供
用
し
て
お
り
、
西
瀬
戸
自
動
車
道

(五
九
･
四

如
)
は
、
平
成
一
一
年
五
月
に
新
尾
道
大
橋
、
多
々
羅
大

橋
及
び
来
島
海
峡
大
橋
を
供
用
し
、
一
部
の
島
内
区
間
を

残
し
概
成
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
本
州
四
国
連
絡
道
路
三

ル
ー
ト
が
概
成
し
た
。

⑭

今
後
の
整
備
予
定

西
瀬
戸
自
動
車
道
の
生
口
島
及
び
大
島
の
島
内
未
供
用

区
間
に
つ
い
て
は
、
平
成
三

年
度
よ
り
合
併
施
行
に
よ

り
整
備
を
進
め
て
い
る
。

2

平
成
一
三
年
度
概
算
要
求
の
概
要

○

要
求
事
業
費

(表
6
)

①

神
戸
淡
路
鳴
門
自
動
車
道
の
鳴
門
I
C
に
お
い
て

四
国
横
断
自
動
車
道
と
の
接
続
工
事
の
た
め
建
設
費

と
し
て
一
三
億
円
(対
前
年
度
比
二
･
二

)を
計
上
。



②

既
供
用
区
間
の
維
持
管
理
費
と
し
て
九

一
億
円

(対
前
年
度
比
○
･
七
六
)
を
計
上
。

③

上
記
の
建
設
費
･
維
持
管
理
費
の
他
に
、
調
査
費

四
億
円
及
び
建
設
利
息
等
四
〇
億
円
、
全
体
事
業
費

と
し
て
一
四
七
億
円

(対
前
年
度
比

○
･
六
三
)

を
計
上
。

⑭

公
的
助
成
の
拡
充

有
利
子
負
債
を
計
画
的
に
縮
減
す
る
た
め
、
出
資
金
八

〇
〇
億
円
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
新
た
に
無
利
子
貸
付

人
○
0
億
円
を
計
上
。

四

有
料
道
路
融
資
事
業

概
算
要
求
に
あ
た
っ
て
は
、
N
T
T
-
A
型
事
業
を
除

い
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

表 6 本州四国連絡橋公団 (単位 :百万円)

区 分

家
)鰡 度

)
年
B

前
(

倍率
(A) / (B)

全 体 諺 全 体 赫 全 体 赫
費
費
費
等

等
等

理
息
計
寶
田

團
設
査
管
利

鰹

辯

特
設
小
業
務

傳
建
調
維
建

事
業

野
慌
鑪
“

-
"
那

為
総
禦
郭
郡
僻
即

1

9

3

14

18

429

蘂
蜷

弼
%

-
"

21

600

399
霧
郷
芻
継
鯛

11

5

18

19

1844

0

9

7

6

一
9

0

拠
鰡
鮖
篤
隣
硼
勒

合 466
,
248

“鰊鰄 馳 馳

箋
朧
寒

即

雑
税
秘
れ

野

卸
総
“

-

①

節
卸
①
①
“

"

33

67

40

一

切
00

00

節
“

篤
幻
鋸
“
“

00

33

“

-

一

節
①
"
"
%

46

37

鯛
製
鋸

則
則
脚
鰓
擁
鵤
鰓
禰
㈱
硼

o
o
o
‐
…輛

椰
塊
鮒
増
則

合 466
,
248

““郷 則 馳

1

一般
有
料
道
路
の
建
設

○

一般
有
料
道
路

継
続
六
路
線
一
七
･
0
皿
の
事
業
を
推
進
し
、
新
規
に

知
多
横
断
道
路
等
四
路
線
の
事
業
に

着
手
す
る
。う
ち
、

日
塩
有
料
道
路

(延
伸
)
等
二
路
線
三
･
二
皿
に
つ
い
て

完
成
を
図
る
。

⑭

駐
車
場

長
居
公
園
地
下
駐
車
場
等
二
箇
所
の
事
業
を
推
進
し
完

成
を
図
る
。

2

指
定
都
市
高
速
道
路
の
建
設

○

名
古
屋
高
速
道
路

名
古
屋
高
速
清
洲
一
宮
線
等
五
路
線
三
六
･
二
皿
の
事

業
を
推
進
し
、
う
ち
、
高
速
名
古
屋
小
牧
線
八
･
二
如
の

供
用
を
図
る
。

⑭

福
岡
北
九
州
高
速
道
路

福
岡
高
速
四
号
線

(延
伸
)
一
･
九
皿
の
事
業
を
推
進

し
供
用
を
図
る
。

⑭

広
島
高
速
道
路

広
島
高
速
一
号
線

(延
伸
)
二
･
三
蝿
の
整
備
を
推
進

す
る
。



道
路
局

地

方

道

課

同

地
方
道
課
市
町
村
道
室

範

一

は
じ
め
に

地
方
道
は
、
都
道
府
県
道
と
市
町
村
道
で
構
成
さ
れ
て

お
り
、
そ
の
延
長
は
、
都
道
府
県
道
約
一
三
万
如
、
市
町

村
道
約
九
七
万
蛔
で
あ
り
、
我
が
国
の
一
般
道
路
延
長
の

九
五
%
を
占
め
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
整
備
状
況
は
ま

だ
ま
だ
低
く
、
整
備
に
対
す
る
地
域
の
期
待
と
要
望
は
図

1
の
と
お
り
極
め
て
高
い
も
の
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
背
景
の
も
と
に
平
成
一
三
年
度
は
、
都
道

府
県
道
･
市
町
村
道
の
事
業
の
う
ち
、
全
国
的
な
観
点
か

ら
国
の
支
援
が
真
に
必
要
な
も
の
に
対
し
重
点
的
に
支
援

を
行
い
、
効
率
的
な
地
方
道
整
備
の
推
進
を
図
る
た
め
に

要
す
る
事
業
費
と
し
て
、
表
1
の
と
お
り
の
要
求
を
行
っ

て
い
る
。

三

地
方
蓮
整
備
の
現
況

30

都
道
府
県
道
及
び
市
町
村
道
は
、
高
速
自
動
車
国
道
や

一
般
国
道
を
補
完
す
る
地
域
の
幹
線
道
路
網
の
一
部
を
構

成
す
る
重
要
な
社
会
基
盤
施
設
で
あ
る
。
ま
た
、
空
港
･

港
湾
･
鉄
道
駅
等
の
交
通
拠
点
、
工
業
･
流
通
団
地
や
観

光
･
リ
ゾ
ー
ト
施
設
等
へ
直
接
ア
ク
セ
ス
す
る
道
路
と
し

て
各
種
地
域
振
興
施
策
の
推
進
に
資
す
る
と
と
も
に
、
通

勤

･
通
学
、
買
い
物
、
病
院
や
福
祉
施
設
の
利
用
な
ど
、

地
域
の
生
活
環
境
の
向
上
を
図
る
う
え
で
欠
く
こ
と
の
で

き
な
い
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

し
か
し
、
そ
の
整
備
水
準
を
み
る
と
、
例
え
ば
、
改
良

率
が
、
国
道
が
八
九
%
で
あ
る
の
に
対
し
、
未
だ
に
、
交

通
不
能
区
間
、
通
行
規
制
区
間
、
バ
ス
等
の
大
型
車
の
す

れ
違
い
が
困
難
な
区
間
等
の
整
備
を
要
す
る
箇
所
が
数
多

)

お
　　

　
回
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資料> 社会資本の整備に関する世論調査 (平成lo年 総理府)

特に整備を要望する身近な社会資本 (複数回答)



②

国
家
的
な
事
業
に
関
連
す
る
事
業

ス
ポ
ー
ツ
国
際
大
会

(ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
)
等
の

3描行セ 20001 0 33

国
家
的
事
業
に
関
連
し
て
必
要
と
な
る
道
路
、
特
別

10　

立
法
等
の
国
の
法
律
に
基
づ
き
国
の
特
定
地
域
の
支

200

援
に
必
要
な
道
路

等

③

先
導
的
な
施
策
に
係
る
事
業

中
心
市
街
地
の
活
性
化
･
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
･
電

線
共
同
溝
整
備
等
に
よ
る
良
好
な
都
市
空
間
を
形
成

す
る
道
路
、
沿
道
環
境
が
厳
し
く
そ
の
改
善
の
た
め

の
事
業
を
総
合
的
･
重
点
的
に
推
進
す
る
道
路

等

④

短
期
間
に
集
中
的
に
施
行
す
る
必
要
が
あ
る
事
業

空
港
等
の
交
通
拠
点
施
設
の
開
設
に
併
せ
短
期
集

中
的
に
施
行
す
る
必
要
が
あ
る
道
路
、
渋
滞
対
策
等

緊
急
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
短
期
集
中
的
に
施
行

す
る
必
要
が
あ
る
道
路

等

く
残
さ
れ
て
い
る
な
ど
、
都
道
府
県
道
は
六
二
%
、
市
町

村
道
に
お
い
て
は
一
五
%

(
一
車
線
改
良
含
み
五
0
%
)

に
と
ど
ま
っ
て
い
る

(表
2
)
こ
と
か
ら
、
地
方
道
の
早

急
な
整
備
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

三

地
方
道
補
助
事
業
の
重
点
的
な
推
進

地
方
道
の
管
理
･
整
備
の
大
半
は
地
方
公
共
団
体
の
財

源
で
ま
か
な
わ
れ
て
お
り
、
地
方
道
の
整
備
に
対
す
る
補

助
は
、
全
国
的
な
観
点
か
ら
重
点
的
な
支
援
が
必
要
な
一

部
の
地
方
道
事
業
に
対
し
て
実
施
し
て
い
る
。

(単位 :億円)表 1 平成13年度予算概算要求状況

建設省 仲 率 北海道 仲 率 沖 縄 仲 率

地方道
費
費業

国
事 鑓 祕

祕 範 鵬
邸

390

462
野
耶

離 島 仲 率 奄 美 仲 率 合 小中 率

地方道 開 294

534
鵬
祕

86

134
野
邸 緘 鵬

祕
(注) 地方道路整備臨時交付金を含む

具
体
的
に
国
と
し
て
の
支
援
を
行
う
必
要
が
あ
る
事
業

と
し
て
は
、
次
の
四
つ
の
要
件
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

も
の
で
、
整
備
効
果
の
高
い
事
業
に
対
し
て
重
点
的
に
支

援
を
行
っ
て
い
る
。

[地
方
道
補
助
事
業
の
四
つ
の
要
件
]

①

国
の
直
轄
事
業
に
関
連
す
る
事
業

直
轄
国
道
と
と
も
に
広
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成

す
る
道
路
、
高
速
道
路
の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
へ
の

ア
ク
セ
ス
と
な
る
道
路
、
一
般
国
道
と
重
要
拠
点
を

連
絡
す
る
道
路

等

表 2 地方道の整備状況 (平成10年 4月現在) (1血)

実延長
改良済 舗装済

延 長 % 延 長 %

繊飜
劇
$

乃

爛
484

鋤

竣
⑩
鱗
緘

澁
⑳
弼
僞

国 道 総 翁 無 裕翰 芻
(注) 1 , 改良済延長は幅員5.5m 以上の延長。

. ( ) 書きは一車線改良及び簡易舗装を含んだ延長と比率で

ある。

四

事
業
の
計
画
性
･
透
明
性
の
確
保

計
画
的
･
効
率
的
な
道
路
の
整
備
を
図
り
、
道
路
事
業

の
透
明
性
を
確
保
す
る
た
め
、
地
方
公
共
団
体
は
自
ら
の

発
意
に
よ
り
、
各
道
路
管
理
者
の
協
力
の
下
で
、
高
速
自

動
車
国
道
、
一
般
国
道
、
都
道
府
県
道
、
市
町
村
道
及
び

街
路
を
対
象
と
し
て
、
今
後
一
〇
年
間
に
実
施
を
予
定
し

て
い
る
事
業
を
明
ら
か
に
し
た

｢道
路
の
整
備
に
関
す
る

プ
ロ
グ
ラ
ム
｣
を
策
定
中
で
あ
る
。
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
公

表
に
よ
り
、
道
路
事
業
の
情
報
開
示
が
よ
り
一
層
進
む
も

の
と
期
待
し
て
い
る
。
な
お
、
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
策
定
後



も
適
宜
見
直
す
予
定
と
し
て
い
る

(図
2
)。

五

平
成
一
三
年
度
新
規
要
求
事
業

○
踏
切
造
の
改
良
促
進

(図
3
)

道
路
と
鉄
道
と
が
平
面
交
差
す
る
踏
切
道
は
、
遮
断

時
間
の
長
い
、
い
わ
ゆ
る

｢開
か
ず
の
踏
切
｣
や
交
通

の
遮
断
の
著
し
い
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
踏
切

(ピ
ー
ク
時
速

断
時
間
四
〇
分
以
上
、
交
通
遮
断
量
五
万
台
時
/
日
以

道路の整備に関するプログラム

　

]

年

間

0
　

　

　

　
○道路整備事業の基本方針

○対象事業の該当個所に下記内容を表示した図面と

一覧表を作成する。
前期 (H 10 ~ H 14)の事業着手予定箇所

事業完成予定箇所

上
)
に
よ
り
円
滑
的
･
効
率
的
な
都
市
活
動
が
阻
害
さ

れ
て
い
る
と
と
も
に
、
鉄
道
に
よ
る
地
域
分
断
や
、
ひ

と
た
び
発
生
す
る
と
社
会
的
影
響
の
大
き
い
踏
切
事
故

な
ど
の
課
題
が
あ
り
、
緊
急
の
対
応
が
必
要
と
な
っ
て

い
る
。

そ
こ
で
、
平
成
一
二
年
度
が
期
限
の
踏
切
改
良
促
進

法
を
改
正
し
、
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
踏
切
及
び
事
故
多
発
踏

切
等
の
改
良
を
緊
急
的
か
つ
集
中
的
に
行
う
と
と
も

道国車

路
動

道
目

線

速

幹
高
都道府県道、 市町村道、 街路等

図 2 道路の整備に関するプログラムのスキーム

一般国道

に
、
連
続
立
体
交
差
事
業
等
に
お
い
て
鉄
道
事
業
者
等

に
対
す
る
道
路
開
発
資
金
の
融
資
制
度
や
立
替
制
度
を

創
設
す
る
。

事業継続箇所

後期 (H 15 ~ H 19)の事業完成予定箇所

事業継続箇所

完成予定年度

図 3 踏切造改良事業のイメージ

i地域の将来ビジョン -

l上位計画、 各種A P I



○
地
域
連
携
総
合
支
援
事
業
の
拡
充

(図
4
)

複
数
市
町
村
の
連
携
の
も
と
、
地
域
自
ら
の
発
意
に

基
づ
い
て
、
地
域
の
特
性
、
課
題
に
対
応
し
た
地
域
づ

く
り
の
支
援
を
総
合
的
･
計
画
的
に
実
施
す
る
た
め
、

地
域
連
携
総
合
支
援
事
業
を
拡
充
し
、
市
町
村
界
を
越

え
た
広
域
的
な
観
光
振
興
、
医
療
･
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
、
市
町
村
の
合
併
等
を
総
合
的
に
支
援
す
る
道
路

整
備
を
推
進
し
、
自
立
的
な
地
域
社
会
の
形
成
に
資
す

る
。

六

お
わ
り
に

地
方
道
の
整
備
は
、
道
路
管
理
者
が
自
ら
行
う
地
方
単

独
事
業
と
国
と
し
て
必
要
な
支
援
を
行
う
補
助
事
業
と
の

組
み
合
わ
せ
に
よ
り
行
わ
れ
る
が
、
昨
今
、
国
と
地
方
の

関
係
が
厳
し
く
問
わ
れ
、
そ
の
役
割
分
担
を
明
確
に
す
る

必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
国
と
し
て
の
支
援
の
範
囲
を
、

先
に
述
べ
た
四
つ
の
要
件
に
よ
り
明
ら
か
に
し
た
う
え
で

今
後
と
も
、
地
方
道
補
助
事
業
に
つ
い
て
は
、
関
係
各

　
　
　
　

　
　

地
方
公
共
団
体
等
と
の
連
携
を
図
り
つ
つ
、
効
率
的
に
実

施
し
、
地
方
道
の
整
備
の
促
進
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
。

　
　

町 ･間

図 4 地域連携総合支援事業を活用した地域連携



社
会
実
験
◎
最
逝
の
動
き
に
つ
い
て

道
路
局
地
方
道
課
市
町
村
道
室

一

は
じ
め
に

社
会
実
験
は
、
平
成
一
〇
年
度
か
ら
一
四
年
度
を
計
画

年
度
と
す
る

｢新
道
路
整
備
五
箇
年
計
画
｣
の
中
の

｢道

路
政
策
の
進
め
方
の
改
革
｣
の
中
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い

る
も
の
で
あ
り
、
｢社
会
的
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
可

能
性
が
高
い
新
し
い
施
策
の
導
入
に
先
立
ち
、
場
所
と
期

間
を
限
定
し
て
施
策
を
試
行
す
る
と
と
も
に
、
試
行
結
果

の
評
価
を
行
い
、
施
策
を
本
格
的
に
導
入
す
る
か
杏
か
の

判
断
材
料
を
得
る
｣
も
の
と
し
て
定
義
さ
れ
て
い
る
。

価
値
観
が
多
様
化
す
る
社
会
の
流
れ
に
対
応
し
て
国
民

の
ニ
ー
ズ
を
満
た
し
て
い
く
た
め
に
、
社
会
的
に
実
を
結

ぶ
に
至
っ
て
い
な
い
新
し
い
施
策
に
つ
い
て
も
進
ん
で
検

討
す
る
事
が
必
要
で
あ
り
、
地
域
の
方
々
と
と
も
に
考
え

て
い
く
仕
組
み
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
建
設
省
道
路
局
で

は
、
こ
れ
ら
の
社
会
的
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
、
平

務
組
合
、
広
域
連
合
を
含
む
。)

成
一
一
年
度
よ
り
社
会
実
験
を
実
施
し
て
い
る
。

②

交
通
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
協
会

二

社
一会
･実
験
の
公
募
制
度

社
会
実
験
は
、
地
域
の
方
々
の
参
加
を
頂
き
つ
つ
、
地

域
の
ニ
ー
ズ
に
最
も
合
致
し
た
施
策
の
導
入
を
目
指
し
て

実
験
を
試
行
す
る
も
の
で
あ
る
た
め
、
そ
の
地
域
の
自
治

体
や
N
P
O
等
の
方
々
が
地
域
の
抱
え
る
問
題
点
を
明
ら

か
に
し
、
そ
の
解
決
策
と
し
て
の
社
会
実
験
の
計
画
を
た

て
て
い
た
だ
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
建
設
省
は
公
募
制

度
に
よ
っ
て
応
募
さ
れ
た
地
域
を
選
定
し
、
地
域
と
と
も

に
実
験
の
実
施
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

1

応
募
資
格

①

地
方
自
治
体
及
び
そ
れ
に
属
す
る
部
局

(
一
部
事

②

交
通
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
協
会

(T
M
A
)
な
ど
の
非

営
利
団
体

(N
P
O
)

③

そ
の
他

(渋
滞
対
策
協
議
会
な
ど
任
意
組
織
)

2

対
象
施
策
の
要
件

①

対
象
施
策
の
要
件

対
象
と
な
る
施
策
が
新
規
性
、
先
進
性
や
有
効
性

を
有
す
る
。

②

対
象
と
な
る
施
策
が
他
の
地
域
に
も
適
用
が
容
易

0

で
、
今
後
の
普
及
が
期
待
で
き
る
。

③

社
会
実
験
に
よ
り
実
施
施
策
が
次
の
テ
ー
マ
に
対

セ行

応
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

道

環
境
対
策

(地
球
温
暖
化
対
策
)
、
渋
滞
対
策
、

6

中
心
市
街
地
の
再
生

･
活
性
化
、
物
流
対
策
、
安

3



全
･
安
心
の
ま
ち
づ
く
り

る
。
こ
れ
ら
の
実
験
の
結
果
や
評
価
に
つ
い
て
は
表
1
に

記
述
す
る
。

三

平
成
=
年
度
社
会
実
験
の
評
価

平
成
一
一
年
度
は
六
地
域
で
社
会
実
験
を
実
施
し
て
い

3

建
設
省
が
負
担
す
る
実
験
費

実
験
実
施
計
画
の
策
定
費
用
、
仮
設
費
、
仮
設
物
等
機

材
の
借
用
に
関
す
る
費
用
、
効
果
把
握
の
た
め
の
調
査
･

分
析
に
関
す
る
費
用
等

表 1 平成11年度に実施した社会実験の概要

蚫 実験名 実験地域 社会実験の内容 主な実験結果等

1▲ 、通
と
地
路
会

区
交
化
宅
ス
社

谷
辺
滑
住
バ
入

田
周
円
存
の
聾
験

世
駅
の
既
へ
線
実

都
窪輻 区内京王済臭･小m魚綿間の地

鯆廚

確板

へ
瀞将

承れ拗靴

灘
盪

讓
廉絲

ぬ
結
た

球讓
蝦

灘
纖
寡

鰍灘
鱈

域におけ5ミニバス連行によ
る交通利

2 コ
ア
ド
実

エ
ク
イ
ム

名
一
ラ
テ

老
バ
ド
ス

海
･
ン
シ
験

県
市熱神海 電気自動車を用いた車輌共有

業

の

が
向

聴
托

、

r

心
意

効
期

し

窄

関
の

Q
湖

靖
0
轢

囃鮒
溌

鰐

撫

や滑
川

定
に

、

民
般

圦
諸
%
臨
ん
朋
蝮
綻

-

×覇
※
諺
影
必
る
守

市
一

o
業
る

実
タ
リ

を
予

一あ

場
地

0･し

ろ
艘
て

滑
モ
も

車
実

施
だ

ンこ
れ

円
た
と

駐
を

一蹊鳳
靴恥縦
滿親太
歓嫁

鰯騰
礬讓
鷲
椴

贓
匙
纖
翳
飜

膿
讓
捌か皺

毛
車
市
テ凝讓

車
に
し
)

の
)
車
務

台
-
駐
業

一夕
に
所

但
-
ニ
場
役
ム

□̂ 餐地滑
験

倉
円
実

鎌
通
合

腺
市総 休日交通の集中する鰯群都市 籟

壤
鰔を

靴きる
魁臟
氏鮒

訪翹
讓

㈱霊
薦

稠襲
廉

繃鬘
鰡

･隧
礬
饑

である鎌倉市におけるマイカ

-
手
申
せ

パ
境
目
わ

、環
り
合

ド
、降
み

イ
ド
リ
組

ラ
イ
乗
を

鎖
ド
ラ
日
等

拡
ン
ス
1
)

雷
ア
バ
内
符

畿
ク
ド
間
切

ぬ
一
ン
区
引
策

か
パ
ア
(

割
地

･ク
形
の
た

4 豊田市交通
円滑化実験隷鰤

低公害車を用いた共同利用

の

の

巍
蝋
瀰

こ

で

民

…細
穀

断

舳鮒
沙
芝

競
お
漱

、

模

舞
熟

‐
袂
波
好
0

一

対円
シ謝

-打
“

靴端
蹴靴

m忠
難糠
婢孃

嬬寮
縁

に
使
人
通

等
で
の
し

務
同
数
り

業
共
複
乗

所
を
ぐ
彬

等
役
輛
ル
勁

験
市
車
つ
軸

実
(

が
れ
増
施

ル
用
間
弓
縦
実

-
利
人
か
台
の

プ
同
の
フ
一等

｣
共
数
泳
が
)

力
･複
用
間
勒

“h〕 駅
設
有
た
パ
ド
進

、施
を
し
的
ン
推
験

府
葉
場
用
I
ア
ド
実

版
商
車
活
F
ク
イ
会

大
前
駐
効
P
一
ラ
社

大阪府 複数大手スーパー等の静粛嬢 ム参

轄
噛捌
酎消

減
雛
瀞

癬朧
蹴饗

盤
藤
藁

旧場
獄た

件

想帥纈鰤

撥執縦端
胱齋軽懇“

な
よ
年
度

少
に
2
年

禰鸚
鰄

飜緘
o

加
熱
平
成

参
広
0平

◇
る
加
(

を活用しれ"斎撞h自動車の鉄道
-換
･ 幅の郊外部の駅前スーパ
ー等の駐車場を有料で使用す
るパークアンドレールライド

b̂ 地
フ

業
ル

商
エ

江
ン
験

松
ボ
実

県
市

根
江

島
松

松江城下の中心市街地の車線

者

の

行

0
で

~
輳

*
彬

榊
墨
K

讓
榊

榊
鱗

鯛讓
皺

癪
翳

雛
癈

数削減サトる歩車共存道路の

給鞠
縞
広
0

蕁搬締
わ悼醗

繭勧靴
糊爾施砒

道イテセ 2000.10 3 7

4

地
域
選
定
の
観
点

①

新
規
性
、
先
進
性

取
り
組
み
に
新
規
性
。
先
進
性
が
見
ら
れ
る
も
の
。

②

施
策
の
有
効
性
、
展
開
性

実
験
す
る
施
策
が
当
該
地
域
に
お
い
て
有
効
で
あ

る
か
、
ま
た
、
他
の
地
域
へ
展
開
性
が
あ
る
か
。

③

実
験
実
施
に
必
要
な
地
域
環
境
の
整
備
状
況

実
験
に
関
わ
る
諸
団
体
の
協
力
･
実
施
体
制
や
実

験
実
施
地
域
の
住
民
、
企
業
の
実
験
実
施
へ
向
け
た

合
意
形
成
状
況
、
さ
ら
に
社
会
実
験
を
支
え
る
地
元

組
織
の
存
在
な
ど
。

④

実
験
計
画
の
熱
度

必
要
な
実
験
デ
ー
タ
を
得
る
の
に
必
要
十
分
な
実

験
内
容
、
実
験
実
施
期
間
や
実
験
実
施
時
の
規
模

(実
験
想
定
区
間
や
箇
所
数
な
ど
)
が
計
画
さ
れ
て

い
る
か
。
ま
た
実
験
を
評
価
す
る
た
め
の
各
種
調
査

計
画
な
ど
が
十
分
に
練
ら
れ
て
い
る
か
。



① .② ③ ‐ ④ ⑤

朝~ 7 :3 0 8 :3 0 ~ 1 7 :3 0
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図 1 海老名市における社会実験



査
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のど

公共交通の利用を促進する施策

パークアンドバスライド
謙譲避癰篝、.潔く約100台)

,

に
策

　
　　
　
　
　

　
　
　

　　
図 2 鎌倉市における社会実験

四

平
成
三
一年
度
社
会
実
験
実
施
地
域
の
選

定
平
成
一
二
年
度
に
実
施
す
る
社
会
実
験
に
つ
い
て
、
三

月
二
七
日
よ
り
五
月
二
二
日
ま
で
の
間
公
募
を
行
っ
た
結

果
、
二
五
地
域
よ
り
応
募
が
あ
っ
た
。
建
設
省
に
お
い
て

は
、
六
月
一
三
日
に

｢社
会
実
験
の
推
進
に
関
す
る
懇
談

会
｣
(座
長
…
東
京
商
船
大
学

高
橋
洋
二
教
授
)
で
の

助
言
を
受
け
、
八
月
一
日
に
一
八
地
域
の
選
定
を
行
っ
た
。

こ
の
一
人
地
域
の
う
ち
、
九
地
域
は

｢現
地
で
の
実
験
費

用
を
計
上
す
る
地
域
｣
で
あ
り
、
残
り
の
九
地
域
は
、

｢今
年
度
は
、
本
格
的
な
実
験
実
施
に
向
け
実
験
の
熱
度

(実
験
計
画
、
実
験
実
施
体
制
)
を
高
め
る
た
め
の
費
用

を
計
上
す
る
地
域
｣
と
し
て
い
る

(表
2
･
3
)
。

こ
の
よ
う
に
今
年
度
の
実
験
実
施
地
域
に
つ
い
て
は
、

本
格
的
な
社
会
実
験
の
前
の
準
備
的
な
地
域
と
し
て
表
3

の
よ
う
な
地
域
も
選
定
し
て
い
る
。
今
年
度
は
昨
年
度
の

約
二
倍
の
地
域
か
ら
応
募
が
あ
り
、
昨
年
度
と
同
様
の
選

定
方
法
で
は
選
定
さ
れ
な
い
地
域
が
数
多
く
生
じ
る
こ
と

と
な
る
た
め
、
社
会
実
験
の
定
着
化
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
表
3
の
地
域
を
選
定
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら

の
地
域
に
つ
い
て
は
、
建
設
省
の
地
方
建
設
局
等
の
ア
ド

バ
イ
ス
を
適
宜
受
け
な
が
ら
、
各
地
域
の
抱
え
る
問
題
点

や
、
そ
の
解
決
の
た
め
の
施
策
、
そ
の
施
策
実
施
の
た
め

に
地
域
と
し
て
解
決
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点
の

明
確
化
、
詳
細
な
実
験
計
画
の
立
案
、
地
元
の
調
整

(実



表 2 社会実験実施地域 :現地での実施費用を計上する地域 (9地域) る 施
体
制
の
確
立
、
地
元
警
察
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
行
政

部
局
や
地
元
住
民
等
と
の
調
整
)
等
を
進
め
る
こ
と
に
な

N o. 実施地域 実施予定施策

14 北海道函館市
･循環観光バスを用いたパークアンドライド

･バス接近情報システム

2 東京都渋谷区
･路上 ･路外の荷捌き用スペース確保

･歩行空間の確保

3 神奈川県海老名市 ･民間企業が参画したエコ ･パークアンドライド

4 新潟県新津市 ･鉄道利用 + 新潟市内でのレンタサイクルシステム

5 奈良県奈良市 ･乗り捨て可能なレンタサイクルシステム

6 広島県広島市
･急行バスを核としたサイクルアンドバスライド

･ N P O によるケーブルテレビ等を活用した道路交通情報

及び公共交通機関情報の提供

7 香川県高松市

･広幅員の幹線道路の車線縮小による自転車道の確保

･アーケード商店街内の歩行者専用空間における中心市街

地活性化
･乗り捨て可能なレンタサイクルシステム

8 高知県中村市
･商店街内道路へのデマンドバス導入による中心･市街地活

性化
･デマンドバスを活用したパークアンドバスライド

9 熊本県熊本市 ･スーパー等の駐車場を活用したパークアンドライド

五

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
つ
い
て

社
会
実
験
は
、
日
本
に
お
い
て
は
、
そ
の
実
施
例
が
ま

だ
少
な
い
た
め
、
市
町
村
や
交
通
問
題
に
取
り
組
ん
で
お

ら
れ
る
N
P
O
等
の
方
々
が
情
報
交
換
を
す
る
場
を
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
設
け
て
い
る
。
詳
し
く
は
、
交
流
フ
ォ

ー
ラ
ム
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
企
日
ミ
き
》
引
き
8
8
ご
□＼百
日
-き
)

を
ご
参
照
下
さ
い
。

表 3 社会実験実施地域 :今年度は本格的な実験実施に向け実験の熱度 (実験
計画、実験実施体制地域) を高めるための費用を計上する地域 (9地域)

N o. 実施地域 実施予定施策

10 東京都練馬区
･商業地での自転車道の空間の確保

･情報提供ネットワークを備えた路外荷捌き場の設置

11 岐阜県白川村
･観光地におけるパークアンドバスライド ･サイクルライ

ド、 共同集配システム実験等

12 大阪府大阪市等
･企業がT D M メニューから実施可能な施策を選択するシ

ステム

13 奈良県飛鳥地区
･自動車 ･歩行者へのモバイル端末を通した現在地や観光

地情報の提供

14 岡山県岡山市
･時差出勤、 ショッピングバスや路面電車導入を想定した

実験等

15 福岡県飯塚市
･中心市街地を循環する低床バスの導入

･バリアフリーマップ作成による高齢者移動支援

16 佐賀県佐賀市 ･ 2車線道路における自動車専用レーンの確保等

l7 大分県院内町
･ ｢道の駅｣ を拠点としたマイクロバス利用のパークアン

ドバスライド

18 大分県湯布院町
･市外での駐車場設置による中心観光ゾーンへの自動車乗

入れの緩和実験



荷さばきスペースの確保による、
物流のスムーズ化。

路上駐車でふさがれた適。あたりまえのように続G褒湛。
そんな日期を変えていくために、3つの基本プランを葵厳しま鬘。
渋谷が、人にも、車にも、環境にも、楽しい街になるように。
みなきんの行動から、未来が動きだします。

斐験の予定
n il
9'0o《-せ曜トャ骸ャ霧せ翼K贓マ菟“嵐±- ' T7;0O
　　　　　
日 1月 l * 1水1木 1字奪1 土 l　　　　　　　 　

.‐ NH灯搬送センター

粥急本店し

　 　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　
㈱ 証軍畑

.　　　　

±" "難>親しト
9 ′は解
　 　　　　　　

　　 　　　　

荷物の積み下ろしは~道路に設けられた専用の無料の荷さばきスペースで。
路上の左側に設けられたり、周辺の駐車場を専用スペースとするなど、
十分な場所が確保されます。一般車の路上駐車に阻まれることなく、
荷さばきスペースを確保することができます。

◎道路空間の‐都を荊崩した路上荷さば奢スベ-スの設掻

　　　　　　　　　　　　
駐車場マップの配付などの情報提供を行い、
スムーズに駐草場が利用できるような体制をつくります。
◎市街および周辺鑿草場への案内･誘導の奏薦

にて実施

環/ミスの讓1峯rによる、 増ラフち　　 　　　　　　　　　 　

　周辺駐車場の積極荊用。
車は混雑の少ない周辺部に駐車し~中心部へはバスを利用する- -
たとえば、渋谷区役所前駐車場に車を停め、駅前までバスで移動、
といったフレキシフルな移動手段が提供されます。
◎移動に便利な循環バスの遊行

実験中に渋谷を訪れるとき。あなたも、この社会実験の参加者です。
期間中は~商用･自家用を問わず、対象地域に立ち入るすべての自動車が
実験参加車両となります。あなたの行動が未来につながります。
れ

また、できるだけ短時間での積み下ろしにご協力ください。
2 .

短い時間でも路上駐車をせず、駐車蠣を利用してください。
また、できるだけ中心部への車での来訪を避けてください。

3 .
実験にご理解をいただき、運送･配送業者の方からの荷受けなどに
配慮を行ってください。

4.区民･渋谷来訪の方
交通規制などをお守りいただき、実験のスムーズな進行にご協力ください。

図 3 東京都による社会実験の例 (渋谷区)
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鰺社会薬験のイメージ

①通勤先の新潟駅でレン
タサイクルを行います

ー 自宅 l
交通渋滞 :

.･-‐‐----‐‐‐----･･--.-‐---‐･
勤務先 l

通勤レンタサイクル
システムに転換

②新津市の中心商業地の活性化を行います
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く本格実施時)

③降雨日の刈策を行います

1 雨具レンタル、預かり等の実施…::!
l
l
l

: 交通手段

　　　　　 　　　　　　　　　　
自転車 (自家用)
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(2 0 0 台)
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◎新津~新潟の渋滞状況

圏歯市

図 4 新津市による社会実験の例
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六

お
わ
り
に

社
会
実
験
は
、
地
域
の
抱
え
る
問
題
を
解
決
す
る
施
策

を
本
格
実
施
す
る
前
段
階
の
プ
ロ
セ
ス
の
一
つ
で
あ
る
。

地
域
の
方
々
に
実
験
に
参
加
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ

り
、
施
策
の
マ
イ
ナ
ス
の
点
と
プ
ラ
ス
の
点
の
評
価
を
行

っ
て
い
た
だ
き
、
併
せ
て
地
域
の
問
題
解
決
に
向
け
て
知

恵
を
絞
っ
て
い
た
だ
く
点
が
社
会
実
験
の
大
き
な
ポ
イ
ン

ト
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
結
果
と
し
て
当
初
意
図
し
て

い
た
施
策
に
つ
い
て
反
対
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
が
、
も
と

も
と
地
域
の
住
民
の
方
々
が
最
も
有
効
で
あ
る
と
考
え
る

施
策
を
導
入
す
る
こ
と
が
目
的
で
あ
り
、
そ
の
点
で
社
会

実
験
と
し
て
は
有
効
と
言
え
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て

い
る
。
各
地
域
の
方
々
の
ニ
ー
ズ
を
取
り
入
れ
納
得
を
い

た
だ
き
な
が
ら
な
が
ら
、
そ
の
地
域
の
抱
え
る
問
題
を
解

決
し
て
い
く
こ
と
は
容
易
な
問
題
で
は
な
く
、
実
験
を
行

い
、
意
図
し
て
い
た
施
策
の
導
入
に
賛
成
で
き
る
よ
う
な

結
果
が
得
ら
れ
た
と
し
て
も
、
そ
の
施
策
の
本
格
実
施
に

向
け
て
地
域
の
中
で
の
継
続
的
な
フ
ォ
ロ
ー
が
必
要
と
な

る
場
合
も
多
い
と
思
わ
れ
る
。

建
設
省
と
し
て
は
、
あ
る
地
域
で
実
験
を
実
施
す
る
こ

と
に
よ
り
、
実
験
実
施
に
か
か
る
様
々
な
知
見
を
得
ら
れ

れ
ば
、
当
初
意
図
し
て
い
た
施
策
が
本
格
実
施
に
つ
な
が

ら
な
い
場
合
で
も
、
実
験
と
し
て
は
成
功
で
あ
っ
た
と
考

え
る
。
こ
の
よ
う
な
社
会
実
験
実
施
地
域
か
ら
の
情
報
を

と
り
ま
と
め
て
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
し
、
得
ら
れ
た
知
見
を

有
効
活
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
も
今
後
進
め
て
参
り

た
い
。

ま
た
、
施
策
の
本
格
導
入
に
向
け
て
の
プ
ロ
セ
ス
の
一

つ
と
し
て
、
社
会
実
験
の
実
施
ス
キ
ー
ム
を
順
次
見
直
し

た
り
、
社
会
実
験
の
効
果
的
な
進
め
方
に
関
す
る
指
針
等

を
今
後
整
備
し
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

最
後
に
、
地
域
の
抱
え
る
交
通
問
題
等
の
解
決
施
策
の

一
つ
と
し
て
社
会
実
験
に
興
味
を
も
た
れ
た
自
治
体
や
N

P
O
等
の
方
々
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
地
方
建
設
局
等
に

ご
相
談
頂
き
、
積
極
的
に
社
会
実
験
へ
の
取
り
組
み
を
進

め
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
社
会
実
験
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
建
設
省
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
合
口
□
ミ
＼
鷄
鷄
者
･B
o
oね
0
を
＼
5
P
A
＼
精
白
o
□
NO
＼
)

に
適
宜
掲
載
し
て
い
る
の
で
ご
参
照
下
さ
い
。
ま
た
、
各

地
域
の
実
験
詳
細
に
ご
興
味
を
持
た
れ
た
方
は
、
建
設
省

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
る
連
絡
先
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
下
さ
い
。
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琳
継
無
線
局
対
策
の
取
組
に
つ
い
て

郵
政
省
電
気
通
信
局
電
波
部
電
波
環
境
課
監
視
管
理
室

一

は
じ
め
に

電
波
は
赤
外
線
、
可
視
光
線
、
紫
外
線
、
X
線
等
と
同

じ
く
電
磁
波
の
一
種
で
空
間
を
伝
搬
す
る
性
質
を
持
つ
電

気
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
る
が
、
電
波
法
に
お
い
て
三
〇
〇

万
靴

(メ
ガ
ヘ
ル
ツ
と
読
む
)
以
下
の
周
波
数

(1
秒
間

の
振
動
数
…
1
振
動
/
秒
は
1
嚥
)
を
電
波
と
呼
ぶ
こ
と

に
し
て
い
る
。

近
年
と
み
に
自
動
車
･
携
帯
電
話
の
急
激
な
普
及
に
よ

り
、
電
波
の
利
用
は
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
環
境
に
あ
る
が
、

従
来
か
ら
放
送
を
は
じ
め
警
察
、
消
防
･
救
急
活
動
等
市

民
生
活
に
密
接
な
分
野
や
気
象
情
報
の
収
集
、
航
空
機
･

船
舶
の
安
全
か
つ
効
率
的
な
連
行
等
電
波
の
利
用
無
し
で

は
不
可
能
な
分
野
で
大
い
に
活
用
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
電
子
レ
ン
ジ
の
よ
う
な
家
庭
電
気
製
品
や
医

療
、
工
業
、
建
設
な
ど
様
々
な
分
野
に
広
く
利
用
さ
れ
て

お
り
、
科
学
技
術
の
発
展
に
よ
り
、
将
来
、
益
々
利
用
の

拡
大
が
予
想
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
電
波
は
同
じ
周
波
数
を
同
じ
地
域
で
使
用
す

る
と
相
互
に
障
害
を
伴
う
上
、
三
0
0
万
皿
以
下
と
い
う

範
囲
で
利
用
す
る
こ
と
か
ら
、
使
用
に
よ
り
枯
渇
す
る
も

の
で
は
な
い
が
、
無
秩
序
に
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

点
に
着
目
す
る
と
、
限
り
あ
る
資
源
で
あ
る
と
言
え
る
。

こ
の
た
め
、
郵
政
省
で
は
効
率
的
に
電
波
が
使
用
で
き

る
よ
う
に
、
周
波
数
の
用
途
を
決
定
し
、
電
波
を
使
用
す

る
場
合
は
無
線
局
の
免
許
を
取
得
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

制
度
を
設
け
、
こ
れ
ら
の
無
線
局
が
正
し
く
運
用
さ
れ
て

い
る
か
常
に
確
認

(電
波
の
監
視
と
言
う
。)
し
て
い
る
。

二

不
法
無
線
局
の
発
生
及
び
影
響

電
波
を
使
用
す
る
場
合
は
、
前
述
の
必
要
性
に
よ
り
、

原
則
と
し
て
郵
政
大
臣
の
免
許
を
受
け
て
無
線
局
を
開
設

(電
波
が
発
射
で
き
る
設
備
を
設
置
)
す
る
こ
と
が
電
波

法
で
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
法
秩
序
の
維
持

に
理
解
の
な
い
一
部
の
者
に
よ
り
、
当
該
免
許
を
受
け
ず

に
無
線
局
を
開
設
し
、
運
用
さ
れ
て
い
る
も
の
が
不
法
無

線
局
で
あ
る
。

不
法
無
線
局
か
ら
電
波
が
発
射
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、

合
法
に
開
設
さ
れ
た
無
線
局
の
通
信
に
直
接
妨
害
を
与
え

た
り
、
家
庭
の
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
の
受
信
障
害
を
引
き
起

こ
す
ほ
か
、
人
命
に
関
わ
る
医
療
機
器
等
へ
の
障
害
原
因

と
し
て
係
わ
る
場
合
も
あ
り
、
今
や
社
会
生
活
を
脅
か
す

大
き
な
要
因
と
な
っ
て
い
る
。



三

不
法
無
線
局
の
実
態

最
近
の
不
法
無
線
局
の
特
徴
と
し
て
は
、
そ
の
ほ
と
ん

ど

(九
割
以
上
)
が
、
不
法
市
民
ラ
ジ
オ
、
不
法
パ
ー
ソ

ナ
ル
無
線
、
不
法
ア
マ
チ
ュ
ア
局
で
占
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
不
法
無
線
局
の
概
要
と
し
て
は
、

｢不
法
市
民
ラ
ジ
オ
｣

二
七
皿
帯
の
周
波
数
を
使
用
す
る
不
法
無
線
局
。

元
来
は
、
米
国
輸
出
用
旧
規
格
の
市
民
ラ
ジ
オ
用
機
器

(C
B
機
)
が
国
内
に
流
通
し
、
不
法
開
設
を
助
長
し
て

い
た
が
、
現
在
は
、
国
内
流
通
を
前
提
に
し
た
無
線
設
備

が
製
造
･
販
売
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
が
実
際
に
使
用
さ

れ
る
例
と
し
て
は
、
強
力
な
電
力
増
幅
器

(ブ
ー
ス
タ
ー
)

を
接
続
し
、
送
信
能
力
を
大
幅
に
拡
大
し
て

(通
信
距
離

が
拡
大
す
る
)
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
ほ
ん
ん
ど
で
あ
る
。

主
に
、
漁
業
用
無
線
、
テ
レ
ビ
の
視
聴
、
電
話
の
通
話

等
に
妨
害
を
与
え
る
。

｢不
法
パ
ー
ソ
ナ
ル
無
線
｣

九
0
0
靴
帯
の
周
波
数
を
利
用
す
る
不
法
無
線
局
o

そ
の
ほ
と
ん
ど
が
正
規
の
パ
ー
ソ
ナ
ル
無
線
設
備
を
不

法
に
改
造
し
て
開
設
･
運
用
し
て
い
る
。
正
規
の
パ
ー
ソ

ナ
ル
無
線
は
、
使
用
で
き
る
周
波
数
帯
の
空
き
状
況
に
応

じ
て
通
信
周
波
数
を
自
動
的
に
設
定
す
る
効
率
的
な
シ
ス

テ
ム
で
あ
る
が
、
改
造
機
は
、
周
波
数
の
固
定
や
指
定
外

周
波
数
ま
で
発
射
可
能
と
し
て
お
り
、
正
規
の
シ
ス
テ
ム

の
原
則
を
崩
し
、
自
己
グ
ル
ー
プ
の
独
占
的
使
用
に
便
利

な
機
能
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
増
幅
器
を
接
続
し
て
送

信
能
力
を
大
幅
に
拡
大
し
て
い
る
。

主
に
M
C
A
無
線
、
携
帯
電
話
、
防
災
行
政
無
線
に
妨

害
を
与
え
る
。

｢不
法
ア
マ
チ
ュ
ア
局
｣

主
に
一
四
四
や
四
三
○
皿
帯
の
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
用
周

波
数
や
、
こ
れ
ら
に
隣
接
す
る
周
波
数
を
使
用
す
る
不
法

無
線
局
。

当
該
無
線
用
の
機
器
が
廉
価
で
市
場
に
大
量
に
供
給
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
安
易
に
不
法
無
線
局
が
派
生
す
る

環
境
に
あ
る
。

不
正
な
送
信
可
能
周
波
数
の
拡
大
改
造
を
不
可
と
す
る

製
造
業
界
の
自
主
規
制

(J
マ
ー
ク
品
の
供
給
)
が
あ
る

が
、
多
く
の
不
法
無
線
局
は
自
主
規
制
以
前
の
旧
型
を
改

造
し
た
り
、
海
外
仕
様
で
あ
る
逆
輸
入
品
を
使
用
す
る
な

ど
し
て
い
る
。

主
に
警
察
及
び
消
防
無
線
、
鉄
道
用
無
線
等
に
妨
害
を

与
え
る
。

こ
れ
ら
不
法
無
線
局
の
利
用
形
態
の
特
徴
と
し
て
は
、

①
大
半
が
車
載
で
あ
り
移
動
し
な
が
ら
の
運
用

②
警
察
に
よ
る
過
積
載
取
締
を
避
け
る
た
め
の
情
報
交
換

等
利
用
目
的
が
一
致
す
る
グ
ル
ー
プ
で
大
規
模
･
独
占

的
に
運
用
す
る
な
ど
悪
質
化

③
多
く
の
周
波
数
を
使
用
す
る
た
め
の
大
幅
な
改
造
、
遠

距
離
通
信
を
可
能
と
す
る
電
力
増
幅
器
の
接
続

こ
れ
ら
不
法
開
設
を
助
長
す
る
背
景
と
し
て
は
、

①
改
造
無
線
設
備
が
店
頭
や
通
信
販
売
で
容
易
に
入
手
可

能
で
あ
る
。

②
不
法
無
線
設
備
の
使
用
を
助
長
す
る
よ
う
な
広
告
、
記

事
を
掲
載
し
た
雑
誌
等
が
多
数
出
版
さ
れ
て
い
る
。

な
ど
の
現
状
に
あ
り
、
不
法
無
線
局
は
現
在
も
増
加
の
傾

向
に
あ
る
。

四

郵
政
省
の
取
組

郵
政
省
で
は
、
こ
の
よ
う
な
不
法
無
線
局
の
現
状
を
踏

ま
え
、
適
正
な
電
波
利
用
環
境
を
守
る
た
め
、
地
方
電
気

通
信
監
理
局
(沖
縄
に
あ
っ
て
は
沖
縄
郵
政
管
理
事
務
所
)

に
お
い
て
、
不
法
無
線
局
の
一
掃
に
向
け
た
取
組
を
行
っ

て
い
る
。

[不
法
無
線
局
の
監
視
]

不
法
無
線
局
が
、
妨
害
を
与
え
る
電
波
を
発
射
し
て
い

な
い
か
、
ま
た
、
こ
れ
に
よ
り
合
法
無
線
局
の
運
用
に
妨

害
を
与
え
て
い
な
い
か
な
ど
、
経
常
的
な
監
視
を
行
い
、

不
法
無
線
局
の
動
向
把
握
に
努
め
て
い
る
。

【不
法
無
線
局
の
探
査
]

不
法
無
線
局
の
監
視
及
び
妨
害
を
受
け
た
無
線
局
等
か

ら
の
申
告
に
基
づ
き
、
不
法
無
線
局
の
所
在
を
確
認
し
、

有
害
な
電
波
の
発
射
を
停
止
さ
せ
る
た
め
、
不
法
無
線
局

の
探
査
を
行
っ
て
い
る
。

[D
E
U
R
A
S
シ
ス
テ
ム
の
活
用
]

平
成
五
年
度
か
ら
電
波
利
用
料
を
財
源
と
し
て
、
電
波

監
視
シ
ス
テ
ム
(D
E
U
R
A
S

…
□
の
言
a

C
日暮
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寄
島
0

の
慰
g
B
、
デ
ュ
ー
ラ
ス
)
を
開
発
し
、
全
国
へ

の
整
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、
こ
れ
を
活
用
し
て
い
る
。

こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
ビ
ル
の
屋
上
、
山
上
等
に
設
置
さ

れ
た
セ
ン
サ
や
車
両
の
セ
ン
サ
で
電
波
を
受
信
し
、
電
波

の
到
来
方
向
等
を
測
定
し
て
不
法
無
線
局
の
位
置
を
特
定

す
る
も
の
で
あ
る

(図
1
)
。

[販
売
店
対
策
]

(基
準
不
適
合
設
備
に
関
す
る
勧
告
･
公
表
制
度
)

①
他
の
無
線
局
の
運
用
を
著
し
く
阻
害
す
る
よ
う
な
混
信

そ
の
他
の
妨
害
を
与
え
た
場
合

②
電
波
法
に
定
め
る
技
術
基
準
に
適
合
し
な
い
設
計
に
基

づ
き
製
造
又
は
改
造
さ
れ
た
無
線
設
備

③
②
の
設
計
と
同
一
の
設
計
に
よ
る
無
線
設
備
が
多
数
販

売
さ
れ
て
い
る
事
実
。

以
上
を
満
た
す
無
線
設
備
に
つ
い
て
は
、
基
準
不
適
合

設
備
と
し
て
捉
え
、
こ
れ
を
製
造
又
は
販
売
す
る
業
者
に

対
し
て
は
、
こ
れ
ら
の
無
線
設
備
に
よ
る
悪
影
響
を
除
去

す
る
よ
う
勧
告
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
に
従
わ
な
い
場
合

は
こ
の
旨
を
公
表
す
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
。

(免
許
情
報
告
知
制
度
)

不
法
無
線
局
が
著
し
く
多
数
開
設
さ
れ
て
い
る
と
認
め

ら
れ
る
周
波
数
帯
の
電
波
を
送
信
に
使
用
す
る
も
の
で
郵

政
大
臣
が
指
定
し
た
無
線
設
備
を
指
定
無
線
設
備
と
い

、̂
ノリ具

体
的
に
は
、
二
六
.
‐
靴
を
超
え
二
人
靴
未
満
又
は

八
八
九
靴
を
超
え
九
一
一
蹴
未
満

(不
法
市
民
ラ
ジ
オ
又

ンサ局
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は
不
法
パ
ー
ソ
ナ
ル
無
線
が
多
数
出
現
す
る
周
波
数
帯
)

及
び
-
四
四
撒
以
上
-
四
六
飜艘
以
下
又
は
四
三
0
靴
以
上

四
四
○
畑
以
下

(不
法
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
が
多
数
出
現
す

る
周
波
数
帯
)
の
電
波
を
使
用
す
る
無
線
設
備
を
い
う
。

こ
れ
を
販
売
す
る
指
定
無
線
設
備
小
売
業
者
は
、

①
販
売
す
る
前
に
無
線
局
の
免
許
が
必
要
で
あ
る
旨
を
、

口
頭
又
は
見
や
す
く
掲
示
す
る
な
ど
し
て
相
手
方
に
告

知
す
る
。

②
販
売
し
た
と
き
は
、
免
許
が
必
要
で
あ
る
こ
と
、
無
免

許
で
開
設
し
た
場
合
は
電
波
法
で
定
め
る
刑
罰
に
処
せ

ら
れ
る
こ
と
、
免
許
申
請
の
提
出
先
を
記
入
し
た
書
面

を
購
入
者
に
交
付
す
る
。

こ
の
二
段
階
の
告
知
義
務
が
あ
る
。

こ
の
二
つ
の
制
度
を
活
性
化
す
る
た
め
、
無
線
機
の
販

売
を
行
っ
て
い
る
販
売
店
等
に
対
し
て
実
地
調
査
を
実
施

し
、
指
定
無
線
設
備
の
販
売
を
行
う
際
、
免
許
が
必
要
で

あ
る
こ
と
を
説
明
し
て
い
る
か
、
ま
た
、
日
本
国
内
で
使

用
の
許
さ
れ
な
い
無
線
機
を
販
売
し
て
い
な
い
か
な
ど
の

実
地
調
査
を
行
っ
て
い
る
。

[他
省
庁
等
と
の
協
力
体
制
]

不
法
無
線
局
対
策
と
し
て
は
、
郵
政
省
に
よ
る
取
組
の

他
、
過
積
載
防
止
対
策
連
絡
会

(総
務
庁
、
警
察
庁
、
厚

生
省
、
農
林
水
産
省
、
通
商
産
業
省
、
運
輸
省
、
郵
政
省
、

労
働
省
及
び
建
設
省
)
に
お
け
る
電
波
法
に
違
反
す
る
無

線
局
の
取
締
り
や
、
警
察
、
海
上
保
安
庁
と
の
共
同
取
締

り
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
地
方
公
共
団
体
に
対
し
て
は
、

発
注
工
事
仕
様
書
へ
の
不
法
無
線
局
開
設
車
両
の
工
事
現

場
立
入
禁
止
条
項
の
記
載
方
要
請
を
行
う
と
と
も
に
、
全

国
ダ
ン
プ
カ
ー
協
会
、
都
道
府
県
ダ
ン
プ
カ
ー
協
会
に
対

し
て
も
電
波
法
違
反
防
止
の
対
処
依
頼
を
行
う
な
ど
、
多

方
面
へ
の
働
き
か
け
を
行
っ
て
い
る
。

五

ま
と
め

不
法
無
線
局
に
よ
る
妨
害
と
し
て
は
、
一
般
家
庭
へ
の

テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
へ
の
影
響
が
、多
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、

そ
の
他
に
も
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
な
ど
の
情
報
機
器
や
鉄
道
の

安
全
関
連
機
器
を
誤
作
動
さ
せ
る
な
ど
、
一
般
市
民
生
活

へ
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。

し
か
し
、
不
法
無
線
局
に
よ
る
妨
害
の
影
響
は
、
ま
だ

一
般
に
広
く
知
ら
れ
て
い
る
と
は
言
え
ず
、
内
容
的
に
認

識
し
づ
ら
い
分
野
で
も
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
今
後
、
電
波

の
利
用
が
さ
ら
に
高
度
化
す
る
中
で
、
不
法
無
線
局
に
よ

る
影
響
は
よ
り
深
刻
化
す
る
傾
向
に
あ
る
。

そ
の
た
め
、
郵
政
省
と
し
て
は
、
一
般
国
民
や
各
団
体

等
多
方
面
に
対
し
て

｢無
線
局
免
許
取
得
の
必
要
性
｣
や

｢不
法
無
線
局
の
妨
害
と
そ
の
影
響
等
に
つ
い
て
｣
の
周

知
広
報
活
動
に
つ
い
て
も
併
せ
て
強
化
し
て
い
る
。

今
後
も
郵
政
省
と
し
て
は
、
電
波
の
適
正
な
利
用
環
境

を
維
持
し
、
公
共
の
福
祉
増
進
に
つ
な
が
る
よ
う
、
引
き

続
き
、
不
法
無
線
局
対
策
の
強
化
を
図
っ
て
い
く
こ
と
に

し
て
い
る
。

簿
◎



長
野
県
の
『週
鷺
◎
整
備
に
関
す
る
デ
團
グ
ラ
ム
』

j
交
流
が
広
が
る
美
し
い
信
州
の
道
づ
く
り
i

長
野
県
土
木
部
道
路
建
設
課

道
路
の
実
延
長
、
改
良
率

一
般
国
道
･
県
道
計

実
延
長

五
、
五
七
二
･
○
如

(全
国
第
五
位
)

一
般
国
道
･
県
道

改
良
率

(車
道
幅
員
五
･
五
m
以
上
)

六
二
･
一
%

(全
国
第
三
四
位
)

三

長
野
県
新
道
路
整
備
計
画

○

計
画
の
策
定
に
当
た
り

長
野
県
で
は
、
二
一
世
紀
を
目
前
に
し
て
、
地
球
環
境

問
題
や
高
齢
化
社
会
へ
の
対
応
、
社
会
全
体
の
活
性
化
な

ど
取
り
組
む
べ
き
多
く
の
課
題
を
有
し
て
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
背
景
の
中
で
、
本
県
の
誇
る
美
し
い
自
然
環
境
や

各
地
域
に
育
ま
れ
て
き
た
文
化

･
産
業
を
活
か
し
な
が

ら
、
よ
り
活
力
あ
ふ
れ
る
県
土
づ
く
り
を
行
う
た
め
に
、

一

は
じ
め
に

長
野
県
は
本
州
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
、
県
歌

『信
濃

の
国
』
に
も

『信
濃
の
国
は
十
州
に
境
つ
ら
ぬ
る
国
に
し

て
!

』
と
歌
わ
れ
て
い
る
と
お
り
周
囲
を
八
県
に
接

し
、
東
西
約
三
一○
如
、
南
北
約
二
三
一如
、
面
積
一
三
、

五
八
五
船
の
広
大
な
県
土
を
有
し
て
い
ま
す
。
県
内
に
は

四
つ
の
国
立
公
園
と
三
つ
の
国
定
公
園
が
あ
り
、
温
泉
や

自
然
を
満
喫
で
き
る
豊
富
な
観
光
資
源
に
も
恵
ま
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
槍
ヶ
岳
を
有
す
る
北
ア
ル
プ
ス
や
雄
大
な

南
ア
ル
プ
ス
等
四
方
を
高
い
山
々
で
囲
ま
れ

『日
本
の
屋

根
』
の
言
葉
に
も
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
国
内
有
数
の
山

岳
観
光
県
と
な
っ
て
い
ま
す
。
反
面
急
峻
な
地
形
に
阻
害

さ
れ
、他
の
地
域
と
の
交
流
拡
大
を
図
る
こ
と
は
長
い
間
、

県
民
の
悲
願
で
も
あ
り
ま
し
た
。

平
成
三

年
一
〇
月
に
上
信
越
自
動
車
道
が
北
陸
道
ま

で
開
通
し
、
本
県
の
骨
格
を
な
す
中
央
自
動
車
道
、
長
野

自
動
車
道
、
上
信
越
自
動
車
道
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
完
成

し
ま
し
た
。
本
県
の
供
用
延
長
は
北
海
道
、
新
潟
に
つ
い

で
全
国
第
三
位
と
な
り
ま
し
た
。

三

長
野
県
に
お
け
る
道
路
交
通
の
現
状

当
県
は
広
大
な
面
積
を
持
つ
こ
と
か
ら
一
般
国
道
･
県

道
の
延
長
は
全
国
で
第
四
位
、
一
方
で
改
良
率
で
は
全
国

的
な
整
備
水
準
に
比
べ
る
と
低
い
水
準
に
あ
り
ま
す
。

こ
れ
に
対
し
て
、
日
常
生
活
に
お
い
て
自
動
車
は
欠
か

せ
な
い
交
通
手
段
で
あ
り
、
自
動
車
の
保
有
台
数
は
年
々

増
加
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
、
交
通
量
も
増
加
し
て

お
り
、
特
に
高
速
道
路
の
伸
び
は
著
し
い
も
の
と
な
っ
て

お
り
ま
す

(図
1
)。



長野県内の平均交通量の推移

昭和46年をLO0とする。
高速道路については、昭和55年度を-.00とする。

也浄郡繊適応
母露十一籟国道
う“★三園会方趙
拙卦一橋煤凱

52

図 - 道路交通の現状

平成
2 6 9 (年)

長野県の自動車保有台数、免許人口、走行台キロの伸び

自動車保有台数 (千台) 走行合キロ
免許人□ (千人)

昭和 平成
60 6l 62 63 元年

く走行台キ口とは) 交通の規模を表す指標の一つで、自動車交通1台ごとの走行距離を合計した値です。

き澱ん
　　　 　　　

図 2 新しい県土づくりの基本理念

C . 人や自然環境への配慮

自然や環境に配慮しつつ、県民のだれもが安
全で快適に利用することができる道路整備を進
めます。

図 3 道路整備の基本方針

蕁くさ夏,/きざ漱ぎゞ なぞ美事きき

三
つ
の
基
本
理
念
i
交
流
･
共
生

･
創
造
ー
か
ら
な
る

｢二
〇
一
〇
年
長
野
県
長
期
構
想
ー
地
球
時
代
の
知
恵
の

く
に
ー
｣
を
策
定
し
て
い
ま
す

(図
2
)。

長
野
県
新
道
路
整
備
計
画
で
は
、
県
の
長
期
構
想
実
現

に
向
け
て
、
道
路
整
備
を
計
画
的
か
つ
効
率
的
に
進
め
て

い
く
た
め
に
、
県
民
の
み
な
さ
ま
か
ら
の
た
く
さ
ん
の
ご

意
見
を
参
考
に
、
｢道
路
整
備
の
方
向
｣
と
し
て
四
つ
の

柱
を
定
め
ま
し
た

(図
3
)。

さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の

｢道
路
整
備
の
方
向
｣
を
具
体
化

す
る
た
め
に
、
二
三
の

｢道
路
整
備
の
基
本
方
針
｣
を
位

置
付
け
、
各
々
に
つ
い
て

｢具
体
的
道
路
整
備
施
策
｣
の

対
応
を
明
確
化
し
ま
し
た
。

生活圏内の交流促進、
くらしの安心の確保

地域特有の地理的条件や社会動向を考慮しつ
つ、 暮らしをより豊かにするため、 地域内の行

き来を活性化する道路整備を進めます。

□ 産業の振興、
地域経済活性化支援

農林業や商工業、 各種サービス業に至るまで、
信州らしきを活かした産業の立地や展開に役立
つ道路整備を進めます。

A .県内外の地域間交流の拡大

他県との交流 ･連携を強めるために、 また、
広い県内の地域間流動を活性化するため、広域
的な道路整備を進めます。



②

二
一
世
紀
の
長
野
県
の
姿

二
一
世
紀
に
お
け
る
長
野
県
の
総
合
交
通
体
系
の
概
要

を
図
4
に
示
し
ま
す
。

挫井沢町

　　
　

　

市

渋
園

　　　　
　　　　　　　
　　　
　　

凡

例
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ロ
ク

ブ
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四

｢長
野
県
の
道
路
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
｣

調
査

○

ア
ン
ケ
ー
ト
実
施
の
目
的

長
野
県
新
道
路
整
備
計
画
の
策
定
後
、
県
民
の
皆
さ
ん

の
道
路
整
備
に
関
す
る
施
策
の
評
価
に
つ
い
て
の
意
見
を

伺
う
こ
と
を
目
的
と
し
て

｢長
野
県
の
道
路
に
関
す
る
ア

ン
ケ
ー
ト
｣
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

⑭

調
査
対
象
者

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
二
〇
歳
以
上
の
三
、
0
0
0
人
の

県
民
を
選
定
し
、
ア
ン
ケ
ー
ト
票
を
郵
送
し
回
答
の
協
力

を
お
願
い
し
ま
し
た
。
広
い
県
土
の
各
地
か
ら
、
二
、
-

-
七
人
の
県
民
の
皆
さ
ん
か
ら
回
答

(回
収
率
七
○
･

六
%
)
を
い
た
だ
き
ま
し
た

(図
5
)。

⑩

道
路
整
備
の
基
本
方
針
に
つ
い
て
の
県
民
評
価

本
県
の
道
路
整
備
は
、
｢長
野
県
新
道
路
整
備
計
画
｣

(平
成
一
〇
年
度
か
ら
一
四
年
度
)
に
基
づ
き
進
め
て
い

ま
す
。
本
計
画
の
基
本
方
針

(二
三
項
目
)
に
つ
い
て
、

県
民
の
皆
さ
ん
の
評
価
を
把
握
し
ま
し
た
。

二
三
の
基
本
方
針
全
て
に
つ
い
て

｢重
要
度
｣
が
三
･

○
を
大
き
く
上
回
り
、
県
民
の
皆
さ
ん
か
ら
、
本
県
の
道

路
整
備
の

｢施
策
｣
は
い
ず
れ
も
重
要
で
あ
る
と
の
評
価

が
得
ら
れ
ま
し
た

(図
6
)。

戦車鰈

愛知嬢

図 4 長野県の総合交通体系の概要



【居住地別1 【性別】 【年齢階層別】

不明
31%

不明
2.2%

不明
37%

五

道
路
の
整
備
に
関
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム

○

こ
れ
か
ら
の
道
路
整
備
に
向
け
て

本
県
で
は
、
平
成
一
○
年
度
か
ら
平
成
一
九
年
度
ま
で

菱40~ 49歳

50~ 59歳
ミ f7 4%

24.0%

図 5 アンケート調査対象者

(点)

33

33

4.1

4.6

4.O

4.5

4.

4.O

4.4

4.3

41

3,9

99

備
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
平
成
一
二
年
度
に
道
路
整

備
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
定
め
ま
し
た
。

⑭

交
流
が
広
が
る
美
し
い
信
州
の
道
づ
く
り

策
定
の
内
容
は
、
国
の

｢新
道
路
整
備
五
箇
年
計
画
｣

の
一
〇
年
間
の
長
野
県
の
道
路
整
備
に
つ
い
て
、
道
路
事

業
の
効
率
的
、
効
果
的
な
整
備
を
行
う
と
と
も
に
、
事
業

執
行
の
透
明
性
の
確
保
を
図
る
た
め
、
各
事
業
箇
所
の
事

業
着
手
、
及
び
完
成
予
定
を
明
ら
か
に
し
、
計
画
的
な
整

A . 県内外の地域間の交流の拡大

①高速道路を整備し、国内各地との行き来をしやすくする

②隣接する県との行き来をしやすくする

③県内の各地域に短時間で移動できるようにする

B . 生活圏内の交流促進、くらしの安心の確保

①市町村間を結ぶ幹線道路を整備する

②山間地域と最寄りの都市を結ぶ道路を整備する

③病院 ･診療所や福祉施設への行き来をしやすくする

④住みやすい街づくりのための道路を整備する

⑤道路の幅を広くしたり、交差点を改善し、交通渋滞を緩和、
解消する

⑥駅前広場、バスレーン、バス停などを整備したり改善する

⑦正確で速やかな交通情報を提供する

⑧道路の上下空間を駐車場にしたり、電線類を地下に埋める

⑨歩行者、自転車、自動車が安全に通行できるようにする

⑬山間地でも安全に走れるようトンネルや橋を整備する

⑪冬でも安心して走れるような道路を整備する

C . 人や自然環境への配慮

①ふれあいやゆとりを感じる快適な道路をつくる

②安全、快適に通行できる歩道や自転車専用道路を整備する

③歩道の段差解消など、高齢者、障害者などに配慮する

④文化、歴史など地域の個性を生かし、景観に配慮する

⑤環境への悪影響を抑えるための対策を講じる

⑥自然環境と調和した道路を整備する

D . 産業の振興、地域経済活性化支援

①地域の開発を支える道路整備を進める

②オフィス街、工業団地、農協などがある産業拠点地域との
行き来がしやすい道路を整備する

③観光地間の行き来がしやすい道路を整備する

図 6 道路整備の基本方針についての県民評価

4.6



広域市町村圏の中心都市と周辺市町村をおおむね30分で結ぶ

地域における連携を強化するため、 日常生活における交通網の整備を推進し、
中心都市と周辺市町村をおおむね ｢30分｣ で結びます。　

　
　

　　

　
　
　

"′
で　

　
　　

し
--1

細…
%嬢

　　
め
ね

ゞ

ア
･

高速交通機関を概ね30分で利用できる

整備の進展した高速交通網へのアクセス性の向上により、高速道路のインター
チェンジや新幹線の駅、 松本空港などとおおむね ｢30分｣ で結びます。

図7 長野県新交通ビジョン

全国一日交通圏を拡大する

高速交通網などtこより、 おおむね ｢3時間｣ 以内で全国主
りある活動を可能とする ｢全国一日交通圏｣ を拡大します。

以内で全国主要都市と結び、 ゆと
を拡大します。

と
整
合
を
図
り
つ
つ
、
長
野
県
の
二
〇
一
〇
長
期
構
想
の

実
現
に
向
け
、
県
の
新
道
路
整
備
基
本
方
針
に
基
づ
き
策

定
し
ま
し
た
。
ま
た
、
長
野
県
新
交
通
ビ
ジ
ョ
ン
の
交
通

基
盤
整
備
の
基
本
目
標
で
あ
る
地
域
交
流
を
支
え
る
多
様

な
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
確
立
を
目
指
し
ま
す

(図
7
)。

な
お
、
こ
の
道
路
整
備
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
各
道
路
管
理

者
の
協
力
の
も
と
に
、
現
時
点
で
記
載
す
る
こ
と
が
可
能

な
事
業
の
整
備
の
目
標
を
示
し
た
も
の
で
あ
り
、
予
算
、

用
地
取
得
、
埋
蔵
文
化
財
調
査
等
の
進
捗
状
況
に
よ
り
適

(記載箇所)

15箇所

36箇所

全体事業費が概ね20億円以上の主な改築事業 46箇所

主な事業 13箇薄

全体事業費が概ね20億円以上の主な改築事業 26箇所

全体事業費が概ね50億円以上の事業 3箇所

合計141箇所

宜
見
直
し
を
行
う
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

本
県
で
の
記
載
基
準
に
つ
い
て
は
、
表
1
の
基
準
に
よ

り
対
象
事
業
を
例
示
し
て
お
り
、
記
載
箇
所
数
は
合
計
一

四
一
箇
所
で
す
。

③

プ
ロ
グ
ラ
ム
記
載
箇
所

A

県
内
外
の
地
域
間
交
流
の
拡
大

(写
真
↓

中
部
横
断
自
動
車
道

佐
久
南
~
佐
久
J
C
T

ほ
か

計
一
九
箇
所

中
部
縦
貫
自
動
車
道

松
本
波
田
道
路

三
遠
南
信
自
動
車
道

飯
喬
道
路

伊
那
木
曽
連
絡
道
路

権
兵
衛
峠
道
路
･
姥
神

峠
道
路

ほ
か

別

1

種

　

　　
高速自動車国道

･一般国道 (指定区間外) 主な改築事業

市町村道

都市計画街路

区画整理事業

1 三遠南信自動車道 飯喬道路 (完成予想図)

道々 テセ 2000.10

公表基準)

整備計画箇所

一般国道 (指定区間) 主な改築事業

長野県新交通ビジョン
〈交通基盤整備の目標)



B

生
活
圏
内
の
交
流
促
進
、
く
ら
し
の
安
心
の
確

保

(写
真
2
)

国
道
一
人
号

上
田
坂
城
バ
イ
パ
ス
、
坂
城
更

埴
バ
イ
パ
ス

国
道
一
九
号

松
本
拡
幅
、
長
野
南
バ
イ
パ
ス

国
道
一
五
三
号

飯
田
バ
イ
パ
ス
、
伊
南
バ
イ

パ
ス

国
道
一
五
一
号

落
合
~
新
野
バ
イ
パ
ス

ほ
か

計
九
○
箇
所

C

人
や
自
然
環
境
へ
の
配
慮

(写
真
3
)

国
道
四
〇
六
号

長
野
市
若
松
町
拡
幅

写真 3 奥志賀公園線 (巨石を利用した山留め)

　　
　

一
般
県
道
荻
原
小
川
線

上
松
上
松
町
小
川
~
小
野

ヶ
谷

一
般
県
道
原
木
戸
安
曇
追
分
停
車
場
線

池
田
町
~
穂
高
町
高
瀬
橋

一
般
県
道
松
代
篠
ノ
井
線

長
野
市
赤
坂
橋

ほ
か

計
一
三
箇
所

D

産
業
の
振
興
、
地
域
経
済
活
性
化
支
援
(写
真

4
)国

道
一
九
号

塩
尻
北
拡
幅

国
道
二
〇
号

下
諏
訪
岡
谷
バ
イ
パ
ス

国
道
一
四
四
号

上
野
バ
イ
パ
ス

国
道
一
五
二
号

高
遠
バ
イ
パ
ス

ほ
か

計
一
九
箇
所

六

お
わ
り
に

一
九
九
八
年
に
開
催
さ
れ
た
長
野
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
契

機
と
し
て
、
道
路
を
は
じ
め
と
す
る
社
会
資
本
整
備
は
あ

る
程
度
進
み
ま
し
た
が
、
全
国
的
な
水
準
に
比
べ
る
と
ま

だ
十
分
と
は
言
え
な
い
状
況
で
あ
り
、
今
後
と
も
重
点
的

に
整
備
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
広
い
県
土
を

有
す
る
本
県
に
と
っ
て
の
道
路
は
、
地
形
的
な
制
約
の
な

か
で
均
衡
あ
る
発
展
を
目
指
す
た
め
に
は
必
要
不
可
欠
な

も
の
で
す
。
二
一
世
紀
を
目
前
に
し
、
社
会
情
勢
の
急
速

な
変
化
の
中
に
あ
っ
て
、
透
明
性
の
確
保
、
事
業
の
効
率

化
、
そ
し
て
事
業
の
評
価
に
も
積
極
的
に
取
組
み
な
が
ら

新
世
紀
に
ふ
さ
わ
し
い
道
路
を
造
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

写真 4 国道152号 高遠バイパス

道行セ 2000.10 53



II
d願っと憲つく島

道の駅 ｢生月大橋｣

P
I
I

、、
“′

県

生月町水産商工観光課 柿本 学

生
月
を
読
め
ま
す
か
つ
･

生
月
と
書
い
て
何
と
読
む
。
役
場
に
電
話
が
か
か

っ
て
き
て
も
町
に
関
係
す
る
人
で
な
け
れ
ば
正
確
に

答
え
る
人
は
滅
多
に
い
な
い
町
名
で
す
。
全
国
に
な

る
と
お
そ
ら
く
九
九
%
の
人
が
読
め
な
い
と
言
っ
て

も
間
違
い
な
い
で
し
ょ
う
。
｢せ
い
げ
つ
｣
｢し
ょ
う

げ
つ
｣
と
い
う
の
は
ま
し
な
ほ
う
で

｢な
ま
げ
っ
｣

な
ど
と
い
う
生
々
し
い
も
の
ま
で
あ
る
の
で
す
。

も
っ
た
い
ぶ
っ
て
も
仕
様
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
教

え
ま
す
。
｢
い
き
つ
き
｣
と
読
み
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
町
名
の
由
来
に
は
ロ
マ
ン
チ
ッ

ク
な
物
語
が
あ
る
の
で
す
。

そ
の
昔
、
遣
唐
使
船
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
た
頃

の
話
で
す
。
そ
の
頃
の
船
の
こ
と
で
す
か
ら
ひ
と
た

び
嵐
が
起
こ
る
と
ひ
と
た
ま
り
も
な
い
く
ら
い
の
も

の
だ
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
し
て
船
が
航
海
す
る

海
は
名
う
て
の
荒
海
東
シ
ナ
海
で
す
。
唐
で
勉
学
を

積
ん
で
意
気
軒
高
で
日
本
へ
向
け
て
船
田
は
し
た
も

の
の
、
し
け
に
次
ぐ
大
し
け
で
遣
唐
使
達
は
生
き
た

心
地
が
し
な
か
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
ん
な
航
海

の
末
、
日
本
の
島
影
を
目
の
当
た
り
に
し
た
ら
、
そ

れ
は
安
堵
で

｢ほ
っ
と
｣
息
を
つ
い
た
に
違
い
あ
り

ま
せ
ん
。

こ
こ
ま
で
書
き
進
め
た
ら
、
感
の
い
い
読
者
諸
氏

は
あ
あ
と
納
得
す
る
は
ず
で
す
。
そ
う
で
す
。
そ
の

島
が
私
た
ち
の
島
な
の
で
す
。
ほ
っ
と
息
を
つ
い
た

島
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら

｢
い
き
つ
き
｣
と
命
名
さ
れ

た
そ
う
で
す
。

で
っ
ち
上
げ
だ
と
い
わ
れ
る
向
き
は
、
｢続
日
本

後
記
｣
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
そ
ん
な
記
述
が
あ
り
ま

す
よ
。

ほ
っ
と
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

と
こ
ろ
で
、
こ
ん
な
こ
と
で
紙
数
を
費
や
す
の
も

も
っ
た
い
な
い
と
思
わ
れ
る
方
も
い
ま
し
ょ
う
が
、

私
ど
も
の
道
の
駅
の
モ
ッ
ト
ー
は
、
町
名
の
よ
う
に

立
ち
寄
っ
て
下
さ
っ
た
人
に

｢ほ
っ
と
息
を
つ
い
て

も
ら
う
｣
と
い
う
も
の
な
の
で
す
。
生
月
町
は
平
成

三
年
に
島
民
の
念
願
で
あ
っ
た
生
月
大
橋
が
開
通
し

名
実
と
も
に
本
土
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
福
岡

市
か
ら
約
四
時
間
、
ハ
ウ
ス
テ
ン
ボ
ス
か
ら
で
も
一

時
間
半
と
い
う
あ
ま
り
好
条
件
で
な
い
立
地
な
の
で

す
。
と
い
う
こ
と
は
、
生
月
町
へ
来
て
下
さ
る
人
た

ち
は
長
時
間
運
転
し
て
く
る
の
で
す
か
ら
疲
れ
て
い

る
は
ず
で
す
。
だ
か
ら
、
ゆ
っ
く
り
と
く
つ
ろ
げ
る

場
所
を
提
供
す
る
こ
と
が
一
等
最
初
に
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
だ
と
考
え
た
の
で
す
。

そ
こ
で
、
ゆ
っ
く
り
く
つ
ろ
ぐ
な
ら
ど
う
し
た
ら

い
い
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
、
雄
大
な
自
然
景
観
を

存
分
に
味
わ
え
る
よ
う
、
人
工
的
な
休
憩
所
で
は
な

く
自
然
を
活
か
し
た
修
景
施
設
に
し
て
お
り
ま
す
。
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そ
れ
か
ら
お
も
む
ろ
に
土
産
物
や
特
産
品
を
見
て

い
た
だ
け
る
よ
う
物
産
販
売
所
を
設
け
て
い
ま
す
。

そ
こ
は
、
観
光
案
内
所
も
兼
ね
て
お
り
ま
す
の
で
生

月
の
観
光
の
こ
と
な
ら
こ
こ
で
全
て
わ
か
る
よ
う
に

　　
　
　

　
　
　　
　

　　
　
　

呼気
　
　
　

　　
　

準
備
し
て
お
り
ま
す
。

そ
の
他
、
私
た
ち
の
道
の
駅
に
は
多
目
的
広
場
と

野
外
ス
テ
ー
ジ
を
設
け
て
お
り
、
コ
ン
サ
ー
ト
や
ス

ポ
ー
ツ
の
大
会
な
ど
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
私
た
ち
の
町
は
江
戸
時
代
に
鯨
を
捕

っ
て
栄
え
た
時
期
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
ひ
と
時
代

前
頃
に
は
、
キ
リ
シ
タ
ン
弾
圧
の
大
風
を
か
い
く
ぐ

り
頑
な
に
信
仰
を
守
り
続
け
、
現
在
も
継
承
さ
れ
て

い
る
か
く
れ
キ
リ
シ
タ
ン
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま

す
。
そ
ん
な
生
月
の
歴
史
や
民
俗
な
ど
生
月
の
人
た

ち
の
生
活
の
営
み
を
詳
細
に
紹
介
し
た
生
月
町
博
物

館
･
島
の
館
が
隣
り
に
立
地
し
て
お
り
、
道
の
駅
か

ら
も
歩
い
て
一
分
の
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
の
で
こ
ち

ら
も
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

生
月
っ
て
ど
ん
な
町

こ
こ
ま
で
書
き
進
め
て
大
事
な
こ
と
を
忘
れ
て
い

ま
し
た
。
私
た
ち
の
町
の
紹
介
を
し
て
い
な
か
っ
た

の
で
す
。
町
の
位
置
は
地
図
を
見
て
い
た
だ
く
こ
と

に
し
て
、
生
月
町
は
四
方
を
海
に
囲
ま
れ
て
い
ま
す

の
で
、
海
の
恩
恵
を
受
け
な
が
ら
す
な
わ
ち
漁
業
を

生
活
の
基
盤
と
し
て
町
を
成
り
立
た
せ
て
き
ま
し

た
。
漁
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
変
厳
し
い
も
の
が

あ
り
ま
す
が
、
現
在
も
、
ま
た
将
来
に
お
い
て
も
海

と
関
わ
り
を
持
っ
て
生
月
は
前
進
し
て
い
く
も
の
と

確
信
し
て
お
り
ま
す
。

本
当
に
駄
文
を
連
ね
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
の
よ

う
な
小
生
は
さ
て
お
き
、
道
の
駅

｢生
月
大
橋
｣
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

シリーズ/ 道の駅
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　藪
道の駅 ｢衰運｣

瞳 ･湖もてなし◎心

(福島県)

◎

道
の
駅

｢安
達
｣
は
、
福
島
県
の
中
北
部
、
福
島

県
中
通
り
地
方
を
縦
貫
す
る
、
国
道
四
号
線
･
上
り

線
側
、
｢智
恵
子
抄
｣
で
知
ら
れ
る
高
村
智
恵
子
の

故
郷
、
安
達
町
に
あ
り
ま
す
。
平
成
九
年
三
月
に
福

島
県
内
四
番
目
の
道
の
駅
と
し
て
設
置
さ
れ
ま
し

た
。国

道
四
号
線
は
、
北
は
青
森
県
青
森
市
、
南
は
東

京
都
中
央
区
ま
で
、
全
長
七
四
〇
皿
に
及
ぶ
東
北
一

交
通
量
の
多
い
道
路
で
、
一
日
に
約
四
万
台
の
車
両

が
通
行
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
道
路
利
用
者
の
休

憩
箇
所
は
少
な
く
、
道
の
駅
と
し
て
も
国
道
四
号
線

県
内
唯
一
の
道
の
駅
が
、
道
の
駅

｢安
達
｣
智
恵
子

の
里
で
す
。
そ
れ
だ
け
に
休
憩
の
要
所
と
し
て
重
宝

が
ら
れ
、
一
日
平
均
約
三
、
○
○
0
台
の
車
両
の
利

用
が
あ
り
ま
す
。

設
置
ま
で
の
経
過
は
、
安
達
町
が
平
成
五
年
三
月

に
道
の
駅
候
補
地
と
し
て
建
設
省
に
要
望
を
開
始
。

平
成
七
年
二
月
に
検
討
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、
翌
年

七
月
に
第
一
次
オ
ー
プ
ン
で
お
も
て
な
し
ト
イ
レ

が
、
平
成
九
年
三
月
に
は
本
館
･
ふ
る
さ
と
安
達
館

が
オ
ー
プ
ン
い
た
し
ま
し
た
。

管
理
運
営
は
、
安
達
町
、
J
A
み
ち
の
く
安
達
、

安
達
町
商
工
会
、
三
者
の
共
同
出
資
に
て
第
三
セ
ク

タ
ー
会
社
･
株
式
会
社
安
達
町
振
興
公
社
を
設
置
、

道
の
駅
の
管
理
運
営
を
し
て
い
ま
す
。

国
道
四
号
線
の
利
用
状
況
は
、
平
日
は
大
型
車
、

業
務
用
車
両
が
多
く
、
休
日
は
観
光
･
行
楽
の
一
般

車
両
の
通
行
が
多
い
の
が
特
徴
で
す
。
そ
の
た
め
駐

車
場
は
、
大
型
車
駐
車
場
四
〇
台
、
普
通
車
駐
車
場

一
二
〇
台
、
身
障
者
駐
車
場
六
合
、
バ
ス
駐
車
場
三

台
を
設
け
ま
し
た
。
平
日
は
大
型
車
駐
車
場
が
、
休

日
は
普
通
車
駐
車
場
が
ほ
と
ん
ど
空
く
こ
と
な
く
利

用
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
問
題
点
と
し
て
、
国
道
四
号
バ
イ
パ
ス
区

間
に
あ
る
た
め
、
下
り
線
か
ら
直
接
右
折
進
入
が
で

き
な
い
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
現
在
、
下
り
線
か

ら
ご
利
用
い
た
だ
く
に
は
道
の
駅
手
前
か
ら
誘
導
看

板
に
従
っ
て
国
道
を
一
度
お
り
て
施
設
裏
手
か
ら
来

る
か
、
二
如
程
先
の
松
川
跨
道
橋
に
て
折
り
返
し
て

ご
利
用
い
た
だ
く
し
か
方
法
が
な
く
、
下
り
線
道
路

利
用
者
の
方
々
に
は
大
変
ご
不
便
お
か
げ
い
た
し
て

お
り
ま
す
。

こ
う
い
っ
た
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
も
、
下
り

線
側
の
道
の
駅
を
平
成
一
四
年
の
オ
ー
プ
ン
を
目
指

し
て
計
画
を
す
す
め
て
い
ま
す
。

駐
車
場
及
び
施
設
の
清
掃
は
、
四
人
の
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
ワ
ー
カ
ー
が
交
代
で
一
日
二
名
、
午
前
中
が
午

前
八
時
か
ら
正
午
一
二
時
、
午
後
が
四
時
か
ら
五
時

三
〇
分
ま
で
、
一
年
三
六
五
日
清
掃
に
あ
た
っ
て
い

ま
す
。
一
日
あ
た
り
二
名
、
五
･
五
時
間
で
ト
イ
レ
、

駐
車
場
、
本
館
の
清
掃
を
し
て
い
ま
す
。
一
見
そ
れ

だ
け
で
は
細
か
な
と
こ
ろ
ま
で
清
掃
が
行
き
届
か
な
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葺
い讓き

＼
ゞ

驚
い滋
な
魔

｣

　　
　　
　

　
と
按 全景

い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
道
の
駅
安
達

の
施
設
に
対
応
し
た
独
自
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
マ
ニ
ュ

ア
ル
を
作
り
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
ワ
ー
カ
ー
の
研
修
を

行
う
こ
と
で
、
質
の
高
い
維
持
管
理
を
実
現
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
ワ
ー
カ
ー
と
し
て
働

い
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
方
々
は
、
皆
さ
ん
安
達
町
の

主
婦
の
方
々
で
、
町
ぐ
る
み
の

｢お
も
て
な
し
｣
を

目
指
し
て
働
い
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
残
念
な
こ
と
に
モ
ラ
ル
の
な
い
お

客
様
も
お
り
、
駐
車
場
へ
の
ゴ
ミ
の
放
置
や
、
夜
間

の
施
設
利
用
マ
ナ
ー
の
悪
さ
に
困
っ
て
い
ま
す
。

施
設
は
、
ふ
る
さ
と
安
達
館
、
お
も
て
な
し
ト
イ

レ
、
レ
ス
ト
ラ
ン
あ
だ
ち
、
ら
ぁ
ー
い
す
館
、
ガ
ソ

リ
ン
ス
タ
ン
ド
が
あ
り
、
平
成
一
三
年
四
月
か
ら
は
、

(仮
称
)
上
川
崎
和
紙
伝
承
館
の
オ
ー
プ
ン
が
決
ま

っ
て
い
ま
す
。

ふ
る
さ
と
安
達
館
に
は
、
情
報
休
憩
ロ
ビ
ー
、
地

域
物
産
コ
ー
ナ
ー
、
軽
食
コ
ー
ナ
ー
、
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
が
あ
り
ま
す
。
情
報
休
憩
ロ
ビ
ー
に
は

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
、
二
基
の
道
路
情
報

モ
ニ
タ
ー
、
二
基
の
ふ
る
さ
と
情
報
モ
ニ
タ
ー
が
あ

り
、
二
四
時
間
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。
ま
た
、
午

前
九
時
か
ら
夕
方
六
時
ま
で
、
ふ
る
さ
と
情
報
端
末

二
台
、
J
H
高
速
道
路
情
報
一
台
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
端
末
一
台
が
ご
利
用
で
き
ま
す
。
地
域
物
産
コ
ー

ナ
ー
は
午
前
九
時
か
ら
午
後
六
時
ま
で
、
地
元
安
達

　

　

　
　　
　
　　
　
　
　
　

滿

芭

の

　

　

　　　
　
　
　
　

　

バ
菟
端麗
雌
蘂
遂芽
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錢
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道
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町
の
物
産
品
や
、
福
島
県
物
産
品
の
販
売
を
し
て
い

ま
す
。
軽
食
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
う
ど
ん
･
そ
ば
を
は

じ
め
と
し
た
フ
ァ
ー
ス
ト
フ
ー
ド
中
心
の
食
事
を
取

り
揃
え
、
午
前
七
時
か
ら
午
後
一
〇
時
ま
で
営
業
し

て
お
り
、
朝
早
く
か
ら
夜
遅
く
ま
で
働
い
て
お
ら
れ

る
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の
方
々
に
人
気
が
あ
り
ま

す
。
コ
ン
ビ
ニ
は
二
四
時
間
営
業
し
て
お
り
、
深
夜

の
道
路
利
用
者
の
方
々
に
重
宝
が
ら
れ
て
お
り
ま

す
。お

も
て
な
し
ト
イ
レ
は
二
四
時
間
開
放
し
て
お

り
、
ご
利
用
の
お
客
様
か
ら
も
、
き
れ
い
で
デ
ザ
イ

ン
も
一
般
的
な
公
衆
ト
イ
レ
の
イ
メ
ー
ジ
と
違
い
気

持
ち
よ
く
利
用
で
き
た
、
と
ご
好
評
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。

レ
ス
ト
ラ
ン
あ
だ
ち
は
、
午
前
三

時
か
ら
午
後

九
時
の
営
業
で
、
テ
ー
ブ
ル
席
が
一
〇
〇
席
、
お
座

敷
は
六
〇
名
様
ま
で
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。
店
内

も
広
く
、
天
井
も
高
く
設
計
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

ゆ
っ
く
り
と
く
つ
ろ
い
で
食
事
を
し
て
い
た
だ
け
ま

す
。
メ
ニ
ュ
ー
も
豊
富
で
、
丼
物
、
定
食
物
、
麺
類

各
種
、
お
子
様
メ
ニ
ュ
ー
ま
で
取
り
揃
え
、
よ
り
幅

広
い
層
の
お
客
様
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
本
宮
工
場
直
送
の

お
い
し
い
生
ビ
ー
ル
が
人
気
で
す
。

ら
ぁ
ー
い
す
館
は
、
地
元
の
お
米
の
販
売
、
地
場

産
の
句
の
素
材
を
使
っ
た
手
作
り
ジ
ェ
ラ
ー
ト
の
販

売
を
し
て
い
ま
す
。
な
か
で
も
安
達
米
を
使
っ
た
お

米
ジ
ェ
ラ
ー
ト

“
ら
ぁ
ー
い
す
“
が
人
気
で
、
お
米

の
食
感
と
甘
み
が
、
清
涼
感
の
あ
る
ジ
ェ
ラ
ー
ト
と

よ
く
あ
い
、
お
子
様
か
ら
ご
年
配
の
お
客
様
に
も
ご

好
評
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
は
、
午
前
七
時
か
ら
午
後
一

〇
時
の
営
業
で
、
最
新
の
マ
ル
チ
タ
イ
プ
給
油
方
式

が
と
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
空
い
て
い
る
列
に
入
っ

て
い
た
だ
け
ば
、
車
種
を
問
わ
ず
、
初
め
て
の
お
客

様
で
も
安
心
し
て
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

ま
た
、
屋
外
の
大
型
テ
ン
ト
で
は
、
午
前
九
時
か

ら
夕
方
五
時
ま
で
、
毎
日
青
空
市
が
開
催
さ
れ
て
お

り
、
地
元
の
農
家
の
皆
さ
ん
が
旬
の
朝
取
り
野
菜
や

果
物
の
直
売
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
目
当
て
の

お
客
様
も
多
く
、
特
に
土
日
、
祝
祭
日
な
ど
は
朝
早

く
か
ら
行
列
が
で
き
る
ほ
ど
の
人
気
と
な
っ
て
い
ま

す
。こ

れ
ら
に
加
え
、
平
成
一
三
年
四
月
オ
ー
プ
ン
予

定
の

(仮
称
)
上
川
崎
和
紙
伝
承
館
で
は
、
一
〇
〇

〇
年
の
歴
史
を
も
つ
上
川
崎
和
紙
の
和
紙
漉
き
体
験

や
、
資
料
の
展
示
、
衰
退
を
み
せ
て
い
る
和
紙
漉
き

技
術
の
継
承
の
た
め
の
文
化
事
業
を
行
っ
て
い
く
予

定
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
国
道
四
号
線
を
ご
利
用
の
道
路
利
用

者
の
皆
様
が
、
い
つ
で
も
安
心
し
て
利
用
で
き
る
道

の
駅
を
目
指
し
て
、
職
員
一
同
お
も
て
な
し
の
心
で

よ
り
良
い
道
の
駅
作
り
を
し
て
い
く
所
存
で
す
。
国

道
四
号
線
ご
利
用
の
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
様
の
ご
来

バ

駅
、
心
よ
り
お
待
ち
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。

1
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,

蚫

月
･日

世
界

の
動
き

○
国
連
ミ
レ
ニ
ア
ム
･
サ
ミ
ッ
ト
は
、
新
世
紀
に
向
け
た

｢国
連

ミ
レ
ニ
ア
ム
宣
言
｣
を
全
会
一
致
で
採
択
し
、
閉
会
し
た
。
一
八

九
の
国
、
約
一
五
〇
人
の
首
脳
ら
が
出
席
。
主
要
テ
ー
マ
と
な
っ

た

｢二
十
一
世
紀
の
国
連
の
役
割
｣
に
つ
い
て
は
、
宣
言
で

｢国

際
経
済
と
安
全
保
障
の
中
心
的
役
割
は
国
連
が
担
う
｣
と
明
記
し

た
。

○
ロ
シ
ア
の
セ
ル
ゲ
ー
エ
フ
国
防
相
が
二
〇
〇
一
年
か
ら
三
年
間

で
、
国
防
省
軍
を
三
五
万
人
削
減
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
と
明
ら

か
に
し
た
。
こ
れ
で
現
在
、
推
定
で
実
質
一
〇
〇
万
人
の
同
軍
は

約
三
分
の
一
が
減
員
さ
れ
た
。

○
第
二
七
回
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
･
サ

ウ
ス
ウ
ェ
ー
ル
ズ
州
シ
ド
ニ
ー
の
五
輪
ス
タ
ジ
ア
ム
で
開
会
式
を

行
っ
て
開
幕
。
史
上
最
多
の
一
九
九
ヵ
国
･
地
域
の
ほ
か
独
立
を

目
指
す
東
テ
ィ
モ
ー
ル
も
個
人
参
加
。
入
場
行
進
で
は
韓
国
と
朝

鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国

(北
朝
鮮
)
の
合
同
行
進
が
実
現
し
た
。

○
国
際
通
貨
基
金

(I
M
F
)
が
世
界
の
経
済
見
通
し
を
発
表
。

日
本
の
今
年
の
実
質
経
済
成
長
率
に
つ
い
て
は
一
･
四
%
と
予

想
、
前
回
四
月
の
見
通
し
を
○
･
五
ポ
イ
ン
ト
上
方
修
正
し
た
。

事

項

,

鰡
月
.日

国
内

の
動
き

○
東
京
地
検
が
代
議
士
の
山
本
譲
司
容
疑
者

(三
七
)
=
東
京
二

…
区
選
出
=
と
公
設
第

一
秘
書

(三
五
)
を
詐
欺
容
疑
で
逮
捕
。

政
策
秘
書
の
給
料
な
ど
の
国
費
二
、
三
〇
〇
万
円
余
を
だ
ま
し
取

っ
た
疑
い
。

○
森
首
相
と
ロ
シ
ア
の
プ
ー
チ
ン
大
統
領
は
東
京
･
元
赤
坂
の
迎

賓
館
で
会
談
後
、
記
者
会
見
し
、
｢平
和
条
約
に
関
す
る
声
明
｣

と
貿
易
経
済
分
野
で
の
協
力
強
化
を
柱
と
し
た
一
五
の
合
意
文
書

を
発
表
し
た
。

○
警
視
庁
公
安
部
と
神
奈
川
県
警
の
合
同
捜
査
本
部
は
東
京
都
世

田
谷
区
深
沢
“
丁
□
、
海
上
自
衛
隊
三
佐
で
防
衛
研
究
所
勤
務
の

萩
崎
繁
博
容
疑
者

(三
八
)
を
自
衛
隊
法
違
反
の
疑
い
で
逮
捕
。

防
衛
上
の
機
密
情
報
を
在
日
ロ
シ
ア
大
使
館
の
海
軍
武
官
に
漏
ら

し
て
い
た
疑
い
。

○
経
済
企
画
庁
が
発
表
し
た
四
半
期
別
の
国
民
所
得
統
計
速
報
に

よ
る
と
、
今
年
四
…
六
月
期
の
国
内
総
生
産

(G
D
P
、
季
節
調

整
値
)
は
実
質
で
、
前
期
の
一
~
三
月
期
に
比
べ
一
･
○
%
増
加
、

年
率
換
算
で
四
･
.

一%
増
。

○
東
海
地
方
を
中
心
と
す
る
記
録
的
な
豪
雨
で
東
海
三
県
を
中
心

に
床
上
浸
水
二
、
八
九
〇
棟
、
床
下
浸
水
五
、
六
八
〇
棟
。
被
害

は
一
九
都
府
県
に
及
び
五
人
が
死
亡
、
三
人
が
行
方
不
明

(午
前

一
〇
時
現
在
、
警
察
庁
ま
と
め
)。

0
国
土
庁
の
七
月
一
日
時
点
の
都
道
府
県
地
価

(基
準
地
価
)
は

全
国
平
均
で
九
年
連
続
の
下
落
。

○
大
阪
地
裁

(池
田
光
宏
裁
判
長
)
は
、
｢大
和
銀
行
株
式
代
表

訴
訟
｣
で
当
時
の
取
締
役
ら
一
一
人
に
対
し
、
計
七
億
七
、
五
〇

○
万
ド
ル

(約
八
三
〇
億
円
)
を
大
和
銀
行
に
支
払
う
よ
う
命
じ

る
判
決
を
言
い
渡
し
た
。

事

項

解
自
学
日

道
路
行
政

の
動

き

○
建
設
省
は
、
八
月
二
五
日
か
ら
三
一
日
ま
で
の
間

｢道
路
防
災

週
間
｣
と
し
て
、
防
災
の
重
要
性
を
再
認
識
、
啓
蒙
活
動
の
一
環

と
し
て
各
種
行
事
を
開
催
。

0
四
国
地
建
は
第
一
六
回

｢道
の
駅
｣
の
登
録
証
交
付
式
を
行
っ

た
。
今
回
登
録
さ
れ
た
の
は

｢道
の
駅
｣
も
み
じ
川
温
泉
他
三
ヵ

所
。

○
第
一
〇
回
R
E
A
A
道
路
会
議
が
東
京
で
開
幕
。
日
本
初
開
催

と
な
る
今
回
は
、
四
一
ヵ
国
約
一
、
○
○
0
人
が
参
加
し
、
二
一

世
紀
に
向
け
た
道
路
整
備
の
あ
り
方
に
つ
い
て
技
術
交
流
が
回
ら

れ
た
。

○
北
陸
自
動
車
道
親
不
知
I
C
~
越
中
境
P
A
間

(新
潟
県
西
頸

城
郡
青
梅
町
~
富
山
県
下
新
川
郡
湖
ロ
町
境
ま
で
)
の
う
ち
延
長

一
0
･
八
如
で
四
車
線
化
が
完
成
。

○
北
陸
自
動
車
道
能
生
I
C
~
糸
魚
川
I
C
間

(新
潟
県
西
頸
城

郡
能
生
町
~
新
潟
県
糸
魚
川
市
ま
で
)
の
う
ち
延
長
九
･
一
如
で

四
車
線
化
が
完
成
。

事

項
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い
さ
さ
か
旧
聞
に
属
す
る
話
題
で
恐
縮
で
す
が
、
今
夏
の

全
国
高
校
野
球
選
手
権
大
会
の
決
勝
戦
は
、
智
弁
和
歌
山
V

s
東
海
大
浦
安
の
東
西
対
決
と
な
り
、
智
弁
和
歌
山
の
優
勝

で
閉
幕
し
ま
し
た
。
夏
の
甲
子
園
は
今
や
夏
の
風
物
詩
の
一

つ
で
、
全
国
の
人
々
が
地
元
代
表
選
手
の
一
投
一
打
に
熱
い

視
線
を
送
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

今
回
の
大
会
を
振
り
返
る
と
き
、
健
闘
し
た
チ
ー
ム
の
一

つ
と
し
て
青
森
県
代
表
の
光
星
学
院
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き

る
で
し
ょ
う
。
準
決
勝
で
智
弁
和
歌
山
に
敗
れ
た
も
の
の
、

四
強
入
り
は
青
森
県
に
と
っ
て
は
、
三
一
年
ぶ
り
の
こ
と
だ

そ
う
で
す
。
青
森
県
民
も
、
さ
ぞ
か
し
鼻
を
高
く
し
た
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。

か
つ
て
高
校
野
球
は

｢西
高
東
低
｣
と
言
わ
れ
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
だ
か
ら
、
東
日
本
代
表
が
優
勝
し
よ
う
も
の
な

ら
新
聞
も

｢優
勝
旗

箱
根
越
え
｣
な
ど
の
大
見
出
し
で
報

道
し
た
も
の
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
最
近
は
そ
ん
な
大
騒
ぎ

は
し
な
く
な
り
ま
し
た
。
よ
く

｢犬
が
人
を
か
ん
で
も
ニ
ュ

ー
ス
に
は
な
ら
な
い
が
、
人
が
犬
を
か
む
と
ニ
ュ
ー
ス
に
な

る
｣
と
い
わ
れ
ま
す
。
東
日
本
代
表
の
優
勝
も
、
そ
れ
ほ
ど

珍
し
い
こ
と
で
は
な
く
な
っ
た
の
で
す
。

裏
を
返
せ
ば
、
そ
れ
だ
け
東
日
本
が
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
、

全
国
的
に
戦
力
の
平
均
化
が
進
ん
だ
と
言
え
ま
す
。
こ
の
理

由
の
一
つ
と
し
て
道
路
整
備
の
進
展
を
挙
げ
る
人
が
い
ま

す
。
道
路
、
特
に
高
速
道
路
は
時
間
距
離
を
大
幅
に
短
縮
し
、

人
々
の
行
動
圏
を
大
き
く
広
げ
ま
す
。
そ
の
整
備
が
進
ん
だ

こ
と
で
各
チ
ー
ム
と
も
、
よ
り
遠
隔
地
の
チ
ー
ム
と
の
対
校

試
合
が
可
能
と
な
り
、
そ
れ
が
戦
力
の
平
均
化
を
も
た
ら
し

東
西
の
壁
を
被
っ
た
と
言
う
の
で
す
。
そ
れ
が
す
べ
て
と
い

う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
理
由
の
一
つ
と
し
て
は
う
な

づ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

さ
ら
に
、
道
路
、
高
速
道
路
の
効
用
に
つ
い
て
、
こ
ん
な

話
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
高
速
道
路
沿
道
住
民
の

平
均
寿
命
は
、
他
の
地
域
の
そ
れ
を
上
回
っ
て
い
る
と
い
う

の
で
す
。
こ
の
話
を
聞
い
た
と
き
、
初
め
、
医
療
施
設
へ
の

通
院
が
便
利
に
な
っ
た
せ
い
か
と
受
け
止
め
ま
し
た
。
と
こ

ろ
が
、
そ
う
で
は
な
く
、
道
路
整
備
に
よ
る
輸
送
の
長
距
離

化
、
大
量
化
で
生
鮮
食
料
品
が
い
つ
で
も
、
し
か
も
ふ
ん
だ

ん
に
摂
取
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
偏
食
が
解
消
さ
れ
た
か
ら

だ
そ
う
で
す
。

道
路
の
効
用
は
意
外
と
身
近
な
と
こ
ろ
で
暮
ら
し
に
変
化

を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。
景
気
が
パ
ッ
と
し
な
い
せ
い
か
、

陰
々
滅
々
と
し
た
話
題
ば
か
り
が
多
い
昨
今
で
す
が
、
不
景

気
だ
か
ら
こ
そ
、
も
っ
と
明
る
い
面
に
目
を
向
け
る
ス
タ
ン

ス
が
必
要
だ
と
考
え
ま
す
。

門月号の特集テーマは｢交通安全対策｣の予定です。




